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  人物紹介

  

  日向ひゅうが明あ日す太た

  主人公「俺」。高校二年生。女子と妹が少し苦手。趣味は座禅と写経。

  

  日向ひゅうが今日きょう子こ

  明日太の妹。高校一年生で水球部のホープ。ファン多数だが明日太にベッタリ。

  

  三み剣つるぎ凛りん世ぜ

  高校一年生。水球部で今日子の大親友。プチ凶暴なツンゴラ少女。

  

  草くさ野の小こ麦むぎ

  高校一年生。保健委員で粘菌オタク。男ギライなゆるロリ娘で腹黒い。

  

  根ね雪ゆき緋ひ影かげ

  高校一年生。ライバル校のヤンデレ水球部員。今日子のストーカー。

  

  比ひ叡えいと高たか野の

  明日太の親友で２年Ｃ組の仏像愛好会の仲間。最近青春してるらしい。
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  一章　俺が妹の親友と駆け落ちすることになった件

  

  「兄あに貴きさん、これからわたしと駆け落ちしなさい。いいわね？」

  　二学期の始業式の次の日……最初の授業の、その朝。

  　ラッシュアワーの駅のホームで、雑踏にもまれながら電車に乗ろうとした俺に、とんでもない美少女がとんでもないことを言った。

  　さらさらとした長い黒髪、スッと長いまつ毛が影を落とす切れ長の瞳の涼しさと、厳冬の雪よりも凍てつくような白い肌は、東京都市部の残暑のむせかえるような暑さをまったく感じさせない。

  「……聞いてるの、兄貴さんっ？」

  　凜りんとした目が、キッと俺をにらみつける。そのまなざしはきついのに、目のふちだけが、気をつけて見なければわからないほどわずかに赤く染まっていることに、俺は気づいた。

  　俺の名は日向ひゆうが明あ日す太た、都立第三高校の二年生。そして俺の目の前にいる美少女は同じ学校の一年生で、俺の妹の親友……というか、妹に対して親友以上の思いをひそかに胸に抱いている、三み剣つるぎ凛りん世ぜ。凛世は雑踏の中、微動だにせず立っている。灰色めいた背広と制服に埋めつくされた、鈍にび色いろにくすんだ光景の中で、ひとり白いワンピースを身にまとった凛世の姿が俺の目に、清せい冽れつに突き刺さってくる。

  「何してるんだ、制服は？　電車、乗らないのか？　そもそも、路線が違……」

  　電車に乗ろうとする人々が、足を止めた俺にガンガンぶつかっていく。人の流れに流されそうになったが、凛世の鋭い目に射いすくめられてしまった俺は、どんなにぶつかられてもその場から動けない。

  　プルルルルル、と発車のベルが鳴った。

  「……あれっ？　兄あにっちがいない？」

  　人の流れに巻かれて、すでに車両の奥深くへ押しこまれていた妹がきょろきょろしている姿が、窓ガラスごしに見えた。余談ではあるが、兄の俺から言うのもはばかられる上に俺にはピンときていないのだが、妹は、凛世とならんでうちの高校のツートップ美少女と呼ばれている。

  「今日きよう子こ！」

  　俺は妹を呼んだが、気づいていない。車両の中にいると思っているようで、ひたすら見当違いの方向をきょろきょろしている。

  「今日……」

  　もう一度妹の名前を呼びかけたとき、凛世が俺の手をぎゅっとつかんだ。白い指は、なめらかで冷たい。俺は思わず固まった。俺の目の前で、電車のドアがシューッと音を立てて閉まった。

  「わたしと駆け落ちしなさいって言ったでしょ、兄貴さん」

  「いや、なんでいきなり駆け落ち？　なんで俺と？」

  「そんなこともわからないなんて、兄貴さんの頭ず蓋がい骨こつの中には腐ったヌカミソでも詰まってるのっ？」

  「いきなりぶつかってくるなあ。おまえの会話能力は、ことばのキャッチボールじゃなくてことばのドッジボールか」

  「いいからわたしと駆け落ちするのよ、早くしなさい！」

  「っていうか、おまえたしか男が嫌いじゃ……」

  　電車が走りはじめ、じょじょに速度を増していく。蒸し暑い駅に強い風が起こり、凛りん世ぜが着ている白いひらひらのワンピースが豊かにひるがえった。それを見たとき俺はぼんやりと、ウエディングドレスみたいだな……と思った。

  「そんなこと、言わなきゃわからないの？　兄あに貴きさんって、ほんとにバカね！」

  　なんで俺は、二学期のしょっぱなから凛世に般はん若にやの表情で罵ば倒とうされなきゃならんのだ？

  「ほら、カバンはコインロッカーにでも放りこんで。とっとと行くわよ！」

  　凛世は、強い力で俺の手を引っぱると、人の流れに逆流してずかずか歩いていった。凛世がやることなすことムチャクチャなのは今にはじまったことじゃないが、今回はその中でも段違いに、飛びぬけてムチャクチャすぎる。

  　いったい、何があった？　……いったい、何がどうなってるんだ？

  

  　いや。そういえば、心当たりが無いことも無くは無いことも無い。

  　俺は、夏休みの最後の一週間のことを思いだしていた。

  

  「ほらー、兄あにっち。まーた寝グセがついてる！」

  　一週間前の朝、それは夏休み最後の週のこと。

  　俺はパジャマを脱いで、青系のタータンチェックの襟えりつきシャツとジーンズに着替えようとしたんだが、ふと思いついて途中で着替えをやめ、ジーンズだけはいた状態で歯磨きをしていた。別にむずかしい理由があったわけではなく、着替えてから歯磨きをしたら、うっかり服が泡で汚れるかもしれないなーと思ったからだった。

  　で、着る予定の襟つきシャツを洗面台の横に引っかけて歯磨きをしていると、後ろから妹のドライヤー攻撃（高温・強風モード）におそわれた。

  「あひひひひ！　はひをふるんだ、バカ！」

  「何をするって、寝グセを直してあげてるんだよ。友達がウチに宿題しに来るんだから、ちょっとでもカッコいい兄っちを見てほしいじゃん」

  　まったく……朝からよけいな世話焼きをして、ほんとに面倒な奴だ。でもまあ、俺は今までの俺とちがって、兄としての余裕がある。それは言うなれば、幼い子を見る親のような、達たつ観かんした悟りの気持ちである。

  　仏教において、女によ性しようとは悟りを邪魔する悪魔マーラの化身である。俺も今まで、さんざん妹およびその友達に、悟りをはばまれてきた。でも、今の俺は悟りを開いたバージョンアップ明あ日す太たくんなので、後頭部に熱風をあびせられたぐらいでとまどいはしない。

  「わかっふぁ、わかっふぁ。勝手にひろ」

  　面倒ではあるが、妹のすることだから、兄としてはつきあってやるか……と、後頭部をじりじりされながら、俺は歯磨きを続行した。妹は俺に拒否されなかったものだから、

  「すなおでよろしい、兄あにっち♪　カッコよくセットしてあげるからねー♪」

  　と、鼻歌まじりのご機嫌状態で、俺の後頭部をブラシでとかしていた。

  「はいっ、これでできあがりどっえ～す♪」

  「ドＳ？」

  「もー、今度からお風呂のあとは、ちゃんと髪を乾かしてから寝てよ？」

  　妹が、あいかわらず小生意気にご高説をたれてくる。ついでに、ささやかでほほえましい俺のギャグを華麗にスルーしてくる。俺は歯磨きを終えると、口をゆすいでから、ドヤ顔の妹に言った。

  「あのなあ、俺の寝グセより、おまえはいつもぴらぴらしてはしたない自分の服装をどうにか……」

  　俺はコップを置いてから、そういえば妹の今日の服装は何だっただろう……と振りかえって、

  「のわっ！」

  　妹はフカフカのバスタオル一枚を体に巻いているだけだった。髪はまだ湿って水滴を垂たらしていたし、むき出しの細い肩にも色白ですべらかな胸もとにも、バスタオルのすそからのぞく長くて細い脚にも、水滴がビーズの飾りのようにキラキラと光っている。

  「こらー！　何でバスタオル一枚なんだ！」

  「あたし、シャワーは朝派の人だもん」

  　妹は当然のような顔をして言った。

  　たしかに、妹はいつもシャワーは朝派だ。水球部の練習は夏休みにもあって、帰りが遅くなると夕飯だけ食べて、疲れてそのまま寝てしまうからだ。プールから上がるときにどうせシャワーを浴びるので、夜にもう一度シャワーを浴びるのも面倒だしふやけるし、というのもあるだろう。それは知っている、知っているが、

  「そのことと、おまえがバスタオル一枚で外をウロウロしてることとは、話が別だ！　シャワーの前にちゃんと着替えを準備してから入れ、っていつも言ってるだろ！」

  「着替えは準備してたけど、シャワーのあとのジュースを飲みたかったのに、汗が引かなかったんだもーん」

  　しゃべっているあいだにバスタオルが少しずれて、妹はそれをきゅっと小さく持ち上げた。大きくはないがふっくらとした、モッツァレラチーズのような弾力を持ったかたまりが、今にも布の下からこぼれ出そうになる。

  「ジュース？　おまっ、まさかそのカッコで台所まで行ったのか！」

  「冷蔵庫開けたら、涼しかった～♪」

  「親父がいただろっ？」

  「うん、ママもいた。服着ろって叱しかられた」

  「そりゃ叱られるわ！　台所だと窓の外から見えるし、宅配便の人とか来たらどうするんだ！」

  「別に裸じゃないんだから、いいじゃない。水球のときの水着より、露出面積は少ないと思うよ？」

  　ぷうっ、と妹はほっぺたをふくらませる。運動が得意な奴はほっぺたがやわらかいというのが定説だが、妹のほっぺたときたら、本気を出したトノサマガエルよりもふくらむのだからすごい。

  「そういう問題じゃなくて、バスタオル一枚ってのが問題なんだよ」

  「ほほう、露出面積は問題ではなく、バスタオルを着ているのが悪いと申すか？　……ならば、これならどうだ！」

  　妹はふと、いたずらっぽく笑ってバスタオルの合わせ目に手を持ってくると、いきなり俺の前でそれをモモンガみたいに「ぱっ」と開いた。

  「はいっ、バスタオルは着てませーん！」

  「あのなあ、おまえは一いつ休きゆうさんか。『このはしわたるべからず』と書かれた橋の真ん中を渡って、壊れた橋を踏みぬいて川に落ちるタイプだろ」
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  「あれっ、兄あにっち、あたしのはだかんぼ見ても意外に冷静」

  「そもそも一いつ休きゆう禅ぜん師じは、アニメみたいなゆかいで優しい一休さんじゃないから。ロックでパンクな生なま臭ぐさ坊ぼう主ずだから。仏教関係のお話を、もっと聞きたいかな？」

  「ううんいらない。それより兄っち、いつもみたいに『うわー脱ぐなバカ！』って耳まで真っ赤にして絶叫したりしないの？」

  　妹は、物足りなさそうな顔をしている。たしかに俺は以前まで、妹のこのような挑発行為にドギマギしていたし、妹は挑発が俺に効いてると思って、ますます調子に乗って挑発してきていた。女によ性しようはすべからく悟りの邪魔をする悪魔マーラであるが、自分の家の中に、その中でもとくにタチの悪い悪魔マーラが同居している状態で、俺はつねに写経したり座禅を組んだり仏像プラモを作ったりしながら、必死に悟りを開こうとしてきた。

  　だけど今の俺は、もう煩ぼん悩のうに苦しめられて右う往おう左さ往おうすることもなく、妹にドキドキしたりなんかしないんだからねっ！

  「はっはっは、当たり前だろう。小さいころからずっといっしょで、お風呂もよくいっしょに入っていたというのに、何を今さら赤くなったり絶叫したりする必要がある？　俺は兄でおまえは妹なんだから、焦あせろうはずもない。俺はただ、おまえが風呂上がりに着替えもせずに薄いかっこうでウロウロしていたら、腹を壊すのではないかという保護者的な観点から叱しかっただけだぞ」

  　俺は腰に手を当てて、余裕の笑顔で妹にそう言った。妹は、自分のおなかにふれた。

  「そ、そういえば、何だかおなかがぐるぐるいいはじめてるかも……」

  「だろ？　ぬれたままウロチョロしてるからだぞ。これから友達と宿題するんなら、腹壊してる場合じゃないだろーが」

  　俺は、自分が着る予定だった襟えりつきシャツを取ると、妹の肩に引っかけた。

  「えっ……あっ、うん」

  　妹はびっくりした顔で、俺のシャツをきょろきょろと見ている。

  「ありがと、兄っち。これ、借りていいの？」

  「構わん。俺にはちょっとサイズが小さいかなと思ってたところだし、おまえがヘソを出さないんなら、あげちゃってもいい」

  「えっほんと？　ちょっとぶかぶかして大きいけど、こーゆーのもかわいいね。彼シャツワンピっぽい」

  「カレシャツワンピ？」

  　何となくエスニックな地名を俺は想像した。スリジャヤワルダナプラコッテ、みたいな。

  「彼シャツワンピだよ、小学校のとき流は行やったんだよ、懐なつかしー。彼氏のシャツを借りてるみたいなぶかぶかシャツっぽいワンピースのことで、かわいいんだけど、最近売ってないから残念だったんだよね。兄あにっちのもらえばよかったんだよね、うん、逆転の発想！」

  　妹は、胸から下のほうだけボタンをとめた。俺のシャツを彼シャツと呼ばれることに抵抗が無いわけではなかったし、以前の俺ならいちいちその細かい単語の違いを指摘していたところであるが、今の俺には兄としての余裕があるから、そんなことぐらいでは引っかからないし動揺もするまい。

  「上のほうまでとめたら、息苦しい感じがしたからちょっとボタンを開けたけど、これで大丈夫かなぁ？」

  　うん大丈夫、こんなことで動揺なんてしないから。もっとちっちゃい子供のころなら、妹は短いワンピースからおむつのお尻しりを見せながら歩いていたではないか。それと似たようなものだと思えば、ほほえましいし、かわいらしいものである。

  「まあいいだろう、腹は隠れてる」

  「よかった！　ありがと兄っち、今日はこれ着るね♪」

  　うれしそうな妹の笑顔に、俺は思わず笑顔で返す。その自分の余裕に、我われながら驚いてしまう。

  　今まで、俺は妹にいつも振りまわされて、ドギマギするばかりだった。だがついに俺は煩ぼん悩のうから解げ脱だつし、妹たち悪魔マーラの執しつ拗ようなる誘惑をしりぞけたのだ……と実感した。

  

  　妹はいつも俺にひっついて、振りまわして、生意気にも世話焼きなどをして、俺は今までそんな妹にとまどっていた。どうつきあえばいいのかわからなくて、それでもガンガン積極的にくっついてきて、俺に構ってくるし俺に構われたがる妹が、すごく苦手だった。そういううるさい妹から逃れるため、俺は色しき即そく是ぜ空くうをきわめた仏像の世界に心惹ひかれるようになっていった。

  　けれども夏休みのあいだに俺は、ひょんなことから自分の兄としての自覚みたいなものを思いだした。俺たちがまだ小学生だったころ、妹は生意気で、だけど俺はお兄にいちゃんだから、側溝に落ちておぼれた妹を自分の身もかえりみずに必死に助けようとしていたことを。

  　俺はお兄ちゃんなんだ、と、その気持ちを俺は思いだした。すると、今まで妹に取られてきた挑発的な行動も、単なる兄妹間の甘えんぼなんだなということに気づき、それを受けとめてやる余裕もでき、すると妹も何となく俺との距離感をはかれつつあるようなので、おかげで俺がとまどうようなことはだいぶ減った。

  　妹が俺にひっつくのは俺がお兄ちゃんだからだし、俺もお兄ちゃんとして妹に接すれば、心乱されることなどない。たとえ今みたいに妹が突然モモンガ状態になろうと、決して動揺などしないのだ。

  　要するに、俺の心に年長者として兄としての、余裕ができた。俺は、悟りを開いたのである。

  

  　妹にシャツを取られたので、俺は二階にある自分の部屋に上がると、新しいシャツを引き出しから出し、そでを通した。

  　そして、まず部屋の壁に作りつけた棚に並べた、仏像プラモのホコリを、柔らかな筆で優しくそっと払い落とした。俺はもちろん、夏休みがはじまってすぐに宿題などすべてすませている。残りの夏休みは、同じ仏像愛好会のメンバーで二年Ｃ組のクラスメイトの比ひ叡えいと高たか野のの二人を誘って、近場の寺社仏閣めぐりをしたり、座禅を組んだり、写経をしたりしていた。ほんとは足をのばして京都の古寺めぐりをしたかったのだが、俺も比叡も高野もすでに別の旅行をしていたので、夏休みの予算が残っていなかったのだ。

  　それで、俺は仏像プラモの隣に並べるための寺プラモを、もくもくと作っていたのだが……。

  「兄あにっちー！　宿題、教えてー！」

  　隣の部屋から、妹が呼びかけてきた。宿題、と聞いて俺は時計を見た。寺プラモに夢中になっているうちに、二時間ほどがあっという間に過ぎていて、気づけば十時……妹の友達が来ている時間だ。

  　もちろん俺は、妹の友達も今までいろいろ苦手だった。というのは、妹の友達の多くは、水球部で活躍していてかわいくて活発で明るくて優しい妹に、好意を抱いている。俺が褒ほめてるわけじゃなく、一般論として妹がそう言われてるってことだ。友情レベルのものだけでなく、愛情レベルまでいってしまった者もいる。そんな女子たちは、妹に直接告白して嫌われるのが怖いため、何かと俺をダシに使う。それどころか、妹が俺に懐なつきすぎてるからといって、俺を妹から引き離す目的で、俺にせまってきたことさえある。

  　もちろん、仏教を愛し悟りを開こうとしている俺にとって、そういうのは大迷惑だし、ひじょうにうっとうしいことだった。今までは。

  　でも今は、妹に対する兄としての自覚のおかげで、妹の友達に対しても年上の余裕らしきものが出てきた気がする。

  「よしよし、宿題か、わかったわかった」

  　俺はプラモを置いていったん階段を下り、下りてすぐのところにある台所の冷蔵庫を開けるとカルピスを取りだした。お中元でいっぱいもらったやつだ。

  「たしか、宿題しに来てるのは……」

  　俺はカルピスを持ったまま、玄関に移動する。見たことのない靴が二足……シンプルだけど高価そうな上品なサンダルと、大きな造花がデコられたトロピカルでかわいいつっかけが、きちんと並べて置かれていた。

  「これは、いつものメンバー……凛りん世ぜと小こ麦むぎだな。じゃあ、三人分……と」

  　俺が台所に戻ったちょうどそのとき、台所に置いてあった電話の子機から、着メロが聞こえてきた。うちでは俺も妹も母親も携帯を持っていないので、三人分の電話が家の固定電話にかかってくる。するとほかの人の電話に出てしまってややこしいので、着メロ設定できる電話機を使っているのだ。

  『♪かんじーざいぼーさーつ　ぎょーじんはんにゃーはーらーみったーじー♪』

  「おっと、この般はん若にや心しん経ぎよう着メロは、比ひ叡えいか高たか野のだな」

  　仏像愛好会の俺たちにとって、仏像写真集はグラドルの写真集に勝り、仏教経典は心のバイブル（何か宗教がごっちゃになったたとえだが、気にするな）、今いちばんナウでホットなアイドルはお釈しや迦か様。この俗世にはＡＫＢ48なるアイドルユニットが権勢をふるっているというが、俺たちが魅力を感じるのはむしろＳＪＤ10。釈しやく尊そん十大弟子だ。ＡＫＢ48の名前は覚えられないが、ＳＪＤ10は（諸説あるが）全員言える。摩ま訶か目もく[image: ]けん連れん、摩ま訶か迦か旃せん延ねん、周しゆう利り槃はん陀だ伽か、富ふ楼る那な弥み多た羅ら尼に子し……。

  『もしもし、日向ひゆうがくんでありますか～？』

  　ああ、名前が長すぎて、今日もまた全員の名前を披露できなかった。そしてこの声は、高野だ。

  「どうした、高野？　今朝の『仏像三ざん昧まい・夏休みスペシャル』なら、しっかり録画したから心配するな」

  『それは、ぼくもバッチリ録画したでありますよ～』

  「じゃあテレ玉の『仏像をハイビジョンでアート＆ポップにナビゲートする仏像情報番組』、ナウでヤングな『仏ぶつ像ぞう大だい好すき。』のほうか？」

  『ぼくが心配してるのは、そのような瑣さ末まつな問題ではないのでありますよ～』

  　むむ？　俺なんかよりもずっと悟りを開いているはずの高野が、「仏像三昧・夏休みスペシャル」や「仏像大好。」を瑣末な問題と言い捨ててしまうのか？　いつも菩ぼ薩さつのように静かで穏やかで淡々とした表情と口調の高野だというのに、今日はいやに焦あせって余裕がない。

  「おまえがそんなに心配するなんて、第三次世界大戦でも始まるのか？」

  『ぼくが心配してるのは、そのような瑣末な問題ではないのでありますよ～』

  「いやいや瑣末じゃない、瑣末じゃない。世界滅びるから」

  『世界などたとえ滅びても、五十六億七千万年もすれば弥み勒ろく菩薩が救ぐ済さいしてくれるでありませんか～！　しかしぼくの悩みは、弥勒菩薩にすら救済できないでありますよ～！』

  「弥勒菩薩なめてるな」

  『みーなちんが会ってくれないでありますよ～！　デートのお誘いメールを送っても、都合が悪いとかなんとか理由をつけて、やんわり断られてるでありますよ～！　あああ～、ぼくはいったい、我われ知らず何か彼女の気分をそこねるような無礼でもはたらいてしまったのでありますか～？』

  　電話口で高野の声はおろおろしている。こんな高野は見たことがない。俺なんかよりずっと悟りを開いてると思っていたが、やはり女によ性しようは悟りへの道をはばむ悪魔マーラであるというお釈しや迦か様の言うことは、正しかった。高野ですら、こんなにうろたえてしまうなんて。

  　ちなみに、みーなちんとは高たか野のがつきあっている、上級生の女子だ。背が高く地味系の女子で、背が高く地味系の高野と仲がよかったのだが、そもそも女子とつきあっている時点で高野の中には煩ぼん悩のうが残っているということであり、悟りへの道はその時点でかなり危あやうくなっていたのかもしれないが。

  （……うん？　上級生？　つまり、俺たちが二年生なんだから、三年生？）

  　今まで、単に年上とつきあってる……というイメージしかなかったのだが、俺はその年齢が持つ意味にハッと気づいて高野に言った。

  「高野、それ受験勉強じゃないのか」

  『……はっ！』

  　電話口で、高野は本気でびっくりした声を上げた。

  『そういえば！　みーなちんは、ふだんは年上の大人っぽく落ち着いた上品な魅力と包容力を持ちつつも、二人きりのときには年下のようにぼくに甘えてきてくれるキュートな乙女おとめでありますし、肌もニキビひとつないツヤプルのすべすべお肌で、とうてい年上になど見えないのでありますが、考えてみれば年上の三年生で受験生でありましたな！』

  「高野、今度いっしょに座禅組みに行こう、早そう急きゆうに。その悶もん々もんと渦巻いてる煩悩は、浄化すべきだ」

  『で、でもそれならどうして、受験勉強で忙しいってぼくに言ってくれなかったでありますか？』

  　高野に聞かれて、俺は妹のことを思いだす。

  　小学生のころ、妹は俺のことを「明あ日す太た」と呼び捨てにしていた。活発で人気者だった妹は、自分のイメージと正反対の、地味でトロくておとなしい俺が兄であるということを認めたくなかったのだろう。

  　そのころのことを俺はトラウマゆえに、長いあいだ忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやっていた。でも今思うと、妹はつねに生意気で俺に反抗的だったとはいえ、俺と二人でいるときにはそれほどではなかった気がする。それだから俺は、ぜんそく体質だったにもかかわらず、雪の日に傘かさを持って妹を迎えにいったりしてやってたんだろう。ほんとに妹がただただクソ生意気で反抗的だったならば、どんなお人よしだって、たとえ兄妹だって、ばっさり縁を切ってたと思うから。

  　妹が俺に反抗的になったのは、思い返してみれば、妹が友達といっしょにいるときだった。人気者の自分のイメージが友達や他人からどう見られてるかを、ものすごく気にしてたんだろうと思う。

  　妹は、今はちっとも気にせずに人前で俺の腕に抱きついたりする。それはそれで迷惑ではあるのだが、何だかものすごくフリーダムで、のびのびして見える。人間は煩悩のせいでいろいろ悩むので、今のお悩み無関係状態の妹はある意味、悟りを開いてる状態と同義なのかもしれない。それで俺は、高野にこうアドバイスした。

  「あのな、高たか野の。女子ってのは、俺たちから見ると瑣さ末まつな問題でいろいろ悩むもんなんだよ。高野にとって世界滅亡が瑣末な問題みたいなのと同じで、女子は瑣末な問題で世界が滅亡するかのように悩むもんなんだよ。それで、自分に余裕がなくていっぱいいっぱいだと、そっけない態度を取ったりもするんだ」

  　俺はそう話しながら、昔の妹の、余裕のないトゲトゲした「明あ日す太たなんかお兄にいちゃんじゃないんだから！」という声を思いだしていた。それでいて、おぼれた妹を俺が助けたとき、コンクリートの橋の下で二人きりになったそのときに、妹は俺を「お兄ちゃん」と呼んだのだ。

  『つまり、みーなちんが何かに悩んでいるでありますか？』

  「みーなちんは、二人きりのときは年下みたいに甘えてきてたんだろ？」

  『そうでありますよ、それはそれはマジ天使で、もとい、マジ菩ぼ薩さつで』

  「じゃ、みーなちんはカノジョである自分が年上ってことを気にしてるのかもしれんぞ。二年生でまだ受験勉強のことなんか考えもしてない高野に、『ごめん今日は模試があるからデートに行けない』とか言ったら、自分が年上だってイメージが強調されるだろ。それが嫌いやで、断る理由が言えないんじゃないかな」

  『はう！　そうかもしれないでありますな。このあいだデートをして本屋さんで待ちあわせたでありますが、先にきていたみーなちんは赤あか本ほんコーナーにいたでありますよ！　それで、ぼくが来たら、そそくさとそこを離れたでありますよ』

  「じゃあやっぱり、それかもしれないな」

  『うむうむ！　そのデートのとき、みーなちんは二学期明けの復習テストのことをしきりに気にしていたでありますよ。私大の推薦なら二学期中に決まってしまうから、夏休みの終わりが近づいて焦あせってブルーになってるのかもしれないでありますな』

  　電話のむこうで、高野の声が少し元気になっていた。みーなちんがそっけないのが、どうやら避けられていたり嫌われているせいではなさそうだということで、ホッとしているのだろう。

  『わかったでありますよ、日向ひゆうがくん。そういうことならば、ぼくはみーなちんの気持ちが落ち着くまでそばでじっと見守っているであります。年下のぼくでは受験の力にはなれないでありますが、みーなちんが疲れたときにいつでもそばで支えるぐらいは、年下でもできることでありますからな』

  　あれ、今一瞬、高野の声がカッコよく聞こえた。いつもの、悟りを開いて落ち着いた、たのもしい高野の声だ。

  『アドバイス感謝するであります、さすが日向くんでありますな。女子の複雑な心がわかるなんて、妹さんがいるお兄ちゃんだけのことはあるでありますよ。何かこう、女子のことをよく知ってる余裕みたいなのがあるでありますな～。ぼくも、そうでなくても年下では頼りないと思われがちだし、みーなちんが年上っぽいつきあいではなく、ぼくに甘えたいと思っているのなら、いつでも全力で甘えさせてあげるぐらい懐ふところが深くて余裕のある男子になりたいものでありますな』

  「高たか野のは今でもじゅうぶん男前だと思う。俺は別にそんな、余裕なんて……。高野や比ひ叡えいのほうがずっと悟りを開いてるし、二人に比べたら俺はまだまだ悟りには遠いと思うし」

  『いや、日向ひゆうがくんは夏休みのあいだに、なんか変わったでありますよ～。頼もしくなったというか、ぼくらも思わずお兄にいちゃんって呼んでしまいそうな、そんな雰囲気を最近かもし出してるなって、比叡くんともときどき[image: ]うわさしてたでありますよ～』

  　比叡は、高野と同じ仏像愛好会の仲間だ。背が低い以外は、高野同様、目が細いアルカイック・スマイルの菩ぼ薩さつ顔で、同じように俺なんかよりずっと悟りを開いている。でも比叡の彼女の、るかにゃんは年下の一年生なので、高野みたいな悩みとは無縁であろう。

  　それはともかく、俺より長身の高野にお兄ちゃんと呼ばれて、俺はぞわぞわとした違和感に襲われてしまった。

  「おいおい、同学年でお兄ちゃんはないだろ」

  『そういう雰囲気っていうことでありますよ～、だからぼくもみーなちんのこと、比叡くんより日向くんに相談しようと思ったでありますからな～。日向くんは悟りに遠いどころか、まるで高僧のような余裕の悟りでぼくの悩みを解決してしまったでありますよ～。もともとなんだかんだ言っても日向くんは優しくてお人よしでありますが、今はそれがグレードアップして、頼もしさになった感じでありますかな～』

  　照れる。なんか、友達にこんなふうに褒ほめられると、異様に照れてしまう。

  「こ、これぐらいのことでそんなに褒めるなよ、バカだな☆」

  　俺は、照れ照れして頭をかいた。電話の向こうでは、高野がうれしげに言った。

  『相談に乗ってくれたお礼に、このあいだ通販で買った仁に王おう抱き枕をプレゼントするでありますよ』

  「いらないよ、バカだな」

  　今、心の中の温度計が一気に氷点下まで下がったのを感じた。

  『仏教系男子のお部屋の必需品でありますのに～。お部屋の中が悪あつ鬼き退たい散さんって感じでありますよ～』

  「仏像でガチムチマッチョで抱き枕って、どっち方向を見ても需要ないだろ！　萌もえ要素どこにあるんだよ！」

  『お団子ヘア？』

  「お団子ヘアだけども！」

  『遠慮しなくても二個あるから、一個あげるでありますよ』

  「同じの二個も買ったのかよ。使用用と保存用か？　コレクター気質だな」

  『いや、阿あ形ぎよう像ぞうと吽うん形像をそれぞれ買ったでありますから』

  「仁王抱き枕、需要無さそうなのに二種類もバリエーションあるのかよ！　表裏に印刷でいいだろ！」

  『そうはいかないでありますよ、仁に王おう像は山さん門もんの左右に配置するものなので、抱き枕も二個買って左右に置いて、３Ｐ状態で使用するのが正式でありますよ』

  「仁王と３Ｐはヤダ。ついでに、３Ｐなんてことばを口にする高たか野のもヤダ。だけど何より、仁王抱き枕の存在がなんかヤダ」

  『いまいち萌もえられない場合も大丈夫でありますよ、裏面はお色気バージョンのイラストでありますから』

  「仁王像ですよ？」

  『まず、半裸で』

  「仁王像はそういうもんだろ」

  『大事なところは、不自然な薄い布で隠すチラリズム』

  「仁王像はそういうもんだろ」

  『日向ひゆうがくんはさすが、かわいい妹さんをいつもそばで見ているせいで目が肥こえて、好みがうるさいでありますなあ』

  「おまえが何でもバッチコイすぎるとは思わないのか？」

  『とりあえず、新学期に添い寝シーツとセットで持ってって学校でお渡しするでありますよ♪』

  「待てこら！　学校に持ってくるな、学校で俺にそんなものを渡すな、っていうか添い寝シーツまで買ってるんじゃないっ！」

  　俺は、怒りと憤いきどおりをぶつけて叫んだ。たぶんそのときの俺の表情は、仁王像の阿あ形ぎよう像ぞうよりも怒り狂っていたことだろう。

  「あーにっち！　宿題教えてったらー！」

  　二階から、妹の声が聞こえてきた。おっと、おそらく買ってはみたものの届いてみたらいらなくなって俺に押しつけようとしているのであろう仁王抱き枕について怒っている場合ではない。そういえば、俺は妹とその客人たちに出すために、カルピスを入れにこの台所へ来ていたのだ。

  「悪い、妹が宿題教えてくれって言ってるから、じゃな」

  　何だかすごくいいお兄にいちゃんっぽいセリフだなと自分で思って、また照れてしまいながら、俺は電話を切った。

  

  　で、俺はコップにカルピスを注ぐと、五倍希釈にして氷を入れた。妹は原液で飲むのを推すい奨しようしていたが、さすがに常識人の俺としてはそれをお客様に出すつもりはない。買い置きしてあったストローを一本ずつさす。赤や黄色や青や緑のラインが入った、じゃばらのストローだ。

  　ストローをさしたコップをお盆にのせて、俺は階段を上がると、妹の部屋のドアを足の親指の甲で軽く蹴けった。

  「おーい、開けてくれ。両手がふさがってるんだ」

  「両手？」

  　妹がふしぎそうにドアを開けた。

  「わあ、兄あにっち、カルピス！　なかなか来ないなーと思ったら、作ってくれてたんだ、ありがとー♪」

  　妹の声が、無邪気にはずむ。さっきは裸の上に俺のシャツを着ていたが、さすがにそれで人前には出られないので、シャツをジャケットがわりにして、その下に服を着ていた。

  　……っていうか、これを服と呼んでいいのか？　パンツにしか見えない布の超少ないショートパンツと、ブラジャーにしか見えない超短いキャミソールだ。

  「何だそのかっこうは！」

  　思わず叫んだ俺に、妹はにへっと笑う。

  「おニューの服どっえ～す♪」

  「ドＳ？」

  「気づいてくれたんだぁー。兄っちにしては珍しーい、ちょっとうれしーい♪」

  「服って、俺の目にはパンツと乳当てしか見えんぞ？　それとも、バカには見えない服なのか？」

  「えー、これがエロかわガーリーでおしゃれなんだよ？」

  「鳥皮カレー？　なんか、むやみにコラーゲンたっぷりそうだな」

  「エロかわガーリー！」

  「最近、耳が聞こえにくいな」

  「それ耳みみ垢あかたまってるんだよ、あたしが膝ひざ枕まくらで耳かきしてあげよっか」

  「右耳から入れた耳かきが左耳から出てくるからいい」

  「ちぇー、遠慮しなくていいのにぃ」

  「で、そのパンツと乳当てな服装を着替えてくるという選択肢は無いのか？」

  「だってかわいーじゃん、彼シャツとコーデしても合うでしょ？」

  「彼シャツじゃなくて、兄シャツだ」

  「そーだよね、優しいお兄にいちゃんだよね。かわいい妹にカルピス作ってくれるんだもん♪」

  　ああ、どうして妹はこんなにも、人の話を聞かないのだろう。

  　ところで、妹の部屋の中はエアコンがよく効いていて、廊下に立つ俺のもとにもひんやりした空気が流れてくる。俺の部屋にはエアコンが無くて扇風機だけなので、まるで別世界のようだ。妹め、ずるいぞ。

  　親が妹の部屋にだけエアコンをつけた理由は、妹は女の子なので夏に窓を開けていて不審者が忍びこんできてはいけないから、である。男の子の俺も、ヒートアイランドな東京の夏は暑いんだが……むしろ男のほうが体温が高いから、暑いんだが。

  「今日は暑いから、のど渇かわいてるかもしれないと思って。でも、よく考えてみたらおまえの部屋は俺の部屋とちがって、エアコンあったんだよな」

  　俺が言うと、妹はぷりぷりっと首を横に振った。

  「ううん、ちょうど頭つかいすぎで甘い物が欲しくなったとこ。ありがとー、兄あにっち優しい♪　おいしーい！」

  　妹はいそいそと俺の手からお盆を取ると、いきなり片手でひとつコップを取ってストローで飲みはじめる。しかし勢いよく飲みすぎて、妹はむせた。

  「げほげほ、ごほっ！」

  　妹は口を押さえた。カルピスが、キャミソールからのぞく妹のこんがり小麦色に日焼けした胸もとに白くにごって飛びちったが、俺はもうそんなことで動揺はしない。一見あざといシチュエーションであるかのようだが、今の俺にとっては、うっかり者の妹があいかわらずうっかり者でしかたがないなあ、という感想だ。

  「あーもーバカ、何やってんだ」

  　俺がポケットからくしゃくしゃのハンカチを取りだして妹の胸をふくと、妹はくすぐったそうに笑って身をよじった。

  「ひゃあんっ、兄っちくすぐったいよぉ♪」

  　だが、俺のハンカチがくしゃくしゃなのを見た瞬間、妹の目が素になった。

  「……もしもし、兄っち。そのハンカチ、いつの？」

  「いつのでもいいだろ。ふければいいんだよ、ハンカチってものは」

  「まさかトイレに行って手をふいたのをそのまま、ズボンの中に入れちゃってたやつじゃない？」

  「しのごの言うなら、カルピスこぼすな！」

  　ちなみに、妹の推測はちょっとだけ違う。外出先でトイレに行って手をふいたのをそのまま、ズボンの中に入れちゃってそのまま洗濯に出して、そのままズボンといっしょに乾燥したハンカチである。そうでなければ、いくら俺でも自分の家の中でズボンの中にハンカチを入れておくほどマメではない。ま、そういうことで一応は、きれいなハンカチなのである。

  「はーいはい、わっかりましたぁー」

  　わざと小生意気な言い方をしながら、妹は飲みかけのカルピスを片手に、もう片手にはお盆を取って、部屋の真ん中に置いた座卓のほうへ持っていった。

  「あっ、それと兄っちも、ここに座ってね。宿題で、聞きたいことがあるんだ」

  「その話だが、数学とか物理系はちょっと無理かもだぞ」

  　年上だからといって、勉強を教えられるとはかぎらない。むしろ妹や凛りん世ぜは、美人なうえに運動神経もよくて成績もいいということで学校中のあこがれのまとなのだから、俺なんかに聞いてもしかたないんじゃ……という気がする。

  「だいじょうぶ。兄あにっちがとくいな歴史の、仏関係のことだから」

  「歴史で仏関係というと、東大寺の大仏建こん立りゆうのことか？　大仏を作るというのは当時の世界的な流行であって、国こく威い発はつ揚ようがその主目的だった。そもそもは、ガンダーラ美術などで美しい仏像が数多く作られて世界中に広まっていったが、小さな仏像では一度に見られる人がかぎられるということで、みんなで見られる大きな仏像が作られ始めたのが、大仏建立ブームのきっかけだ。日本にもその流行の波が伝わり、まだ各地で権勢をふるっていた豪族たちに対し、中央政府の権威と人心の結束感をアピールするため……」

  「惜しい、そこじゃなくて、聞きたかったのはフランス革命」

  「仏国かよ！」

  　説明するまでもないと思うが、念のために補足しておこう。フランスを仏国と書くのは、漢字で仏蘭西フランスと当て字にするのが由来だ。というか妹、その天然っぷりで、よく成績上位をキープできてるな。妹がこの天然さと注意力のなさを矯正したら、毎回学年ダントツトップ取れるんじゃないだろうか。

  「はいみんな、兄っちから差し入れどっえ～す♪」

  「ドＳ？」

  「兄っちのボケは単調だねー」

  　悪かったな、ほっとけ。

  　妹は、座卓にお盆を置いた。座卓のまわりには、二人の女子が座って、それぞれ夏休みの宿題のドリルやノートを開いていた。

  「差し入れって、すごい、カルピスじゃない」

  　開口一番そう言った、色白でサラサラロングの黒髪の女子が、三み剣つるぎ凛りん世ぜ。ありえないぐらい顔立ちが整っているが、整いすぎて少し硬質な印象も受ける。いかにも気け高だかい深しん窓そうの令嬢というオーラをただよわせ、実際に家は貿易関係の会社を経営しているものすごい令嬢なのだが、意外にも性格は凶暴で、一年生ながら妹とならんで水球部のレギュラーをつとめている。私服はいつも寒色系でフリル多めのワンピースを着ているイメージがあるが、今日は珍しくセーラーワンピで、凛世のまじめさと清せい楚そさを増幅している。

  　妹が、座卓に座りながら首をかしげた。

  「なんでカルピスがすごいの？　凛世のうちお金持ちだから、もっとすごいジュースあるでしょ？　よくわかんないけど、キャビアジュースとか、フォアグラジュースとか、トリュフジュースとか」

  　うん、妹はほんとによくわかってないようだ。お金持ちの生活もよくわかっていなければ、キャビアとフォアグラとトリュフのこともよくわかっていない。

  「じゃなくて、缶ジュース持ってくるとか、コップにペットボトルの麦茶だけ持ってくるとかじゃなくて、カルピスって薄めたり氷を入れたり混ぜたり、すごく手がかかるじゃない。そのカルピスを兄あに貴きさんがわたしたちに作ってくれるなんて、びっくりじゃない。それって、歓迎してるってことでしょ？」

  「いや、それは深読みしすぎだ。うちは、カルピスが常に冷蔵庫に入ってる家だというだけのことで……」

  　俺はそう答えたが、凛りん世ぜは納得しないようすである。

  「それにしたって、わざわざ飲み物を入れてくれるっていうのがびっくりよ。わたしたちを歓迎してくれるなんて、どういう風の吹き回し？」

  「だって、母親はデパートに買い物に行って留守だから、俺しかカルピス作る人いないだろ。妹の友達なんだから、家の者としては歓迎するのが礼儀ってもんじゃないか。友達の家に遊びに行って、その家のお父さんとかお母さんが全力で『来るな出ていけ！』って叫ぶほうが、びっくりするわ」

  「そういう意味じゃなくて、兄貴さんっていつも女によ人にん禁制モードで、むしろわたしたちのことを迷惑そうに避けてたじゃない」

  　凛世が、妙に食い下がる。俺が優しく歓迎してるんだから、それでいいじゃないか。なんで、そんなしつこく確かめるような聞き方をするんだ？　歓迎しなかったらしなかったで、客人に対する礼儀が無いとかなんとか言って、どうせ怒るくせに。

  「まあまあ、りんりん、細かいことにこだわらずにお兄にい様の厚意をすなおに受けるですぅ。小こ麦むぎ、のどカラッカラだったからうれしいですぅ♪」

  　硬質な凛世と対照的な、ゆるふわしたおさげの小柄な女の子が、草くさ野の小麦。花柄のチュニックに、すそにフリルレースをあしらったスパッツを合わせているのが、ふわふわした小麦によく似合う。小麦がそんなフォローを入れてくれても、凛世はなぜかまだ俺のことを、じっとにらんでいる。……何か、俺に言いたいことでもあるんだろうか？　凛世はいつも怒っているから、また何か気にさわることでもしたのかと、気になってしまう。

  　ちなみに小麦も妹と同じ一年生だが、水球部ではなくて保健委員である。本人はゆるふわ系だが、趣味はグチャドロ系の粘ねん菌きんの飼育で、今日も座卓の上にぬっちゃりした黄色いスライム状のものが入ったガラス瓶をひとつ置いている。

  「ということで、小麦、大好きなキイロタマホコリカビのたまきーとおそろいの、黄色いストローのをいただくですぅ♪」

  　コップは三個で、ストローも赤青黄色の三色あったので、俺は何となくぜんぶ違う色のストローをさしていた。小麦は、妹がちゅうちゅう飲んでいるストローを上目づかいにじっとりと見つめる。

  　その視線に気づいた妹が、ストローから口を離した。

  「えっ、何、小麦？　どしたの？」

  「いえ……何でもないですぅ……。ただ小麦、たまきーとおそろいの黄色いストローがよかったかなーと思っただけですぅ……」

  　ストローの色、だぁ？　そんなもの何色だったって、カルピスの味は変わらないぞ？　何を子供みたいなこと言ってるんだと思って俺はあきれたが、

  「あっ、ごめーん！　みんなにどのストローのコップにするのか聞くの、忘れてた！」

  　いやいやいや、妹、それを本気で気にするって、どこまで思考回路が小学生なんだ！

  「黄色いストローって、ひょっとしてあたしのだけ？　ごっめぇーん小こ麦むぎ、まだ台所にストローの買い置きがあるから、黄色持ってくるね」

  「あっ、そこまでする必要ないですぅ。解決策は、しごく簡単なことですぅ」

  　小麦はそう言うと、座卓の上に置いてある盆の上のコップのひとつからストローを一本引っこ抜いて妹のカルピスのコップに入れ、かわりに妹の黄色いストローを抜いて自分のカルピスのコップに入れた。

  「二人のストローを、交換すればいいですぅ♪」

  「え、でも、そのストローあたし使っちゃったよ？」

  「いいですぅ、リサイクル＆エコですぅ。粘ねん菌きんたちがすむ緑豊かな森を守るためにも、限りある地球の資源は大事に使わなくてはならないですぅ」

  　おっ、小麦が珍しくいいことを言った。そうだ、お釈しや迦か様は、小さな虫けらにいたるまで全ての命を尊ぶという教えを残した。そのため、お釈迦様が死の間際にあって横たわっている「釈迦涅ね槃はん図」の絵では、必ずお釈迦様をみとりにやってきた動物たちをまわりに描くのだ。さすが小麦は、何かと腹黒い気配をただよわせていることもあるけれども、粘菌が好きなだけあって、自然保護の気持ちが強いんだな。いいことだ、うんいいことだ。

  「では、ありがたぁーくいただきますですぅ♪　フヒヒ♪」

  　ピンク色の舌でちょろりと唇くちびるをひとなめし、小麦は黄色いストローをくわえようとする。っていうか、何だ今の不気味な忍び笑いは。

  　が、その背後からいきなり凍りつくような目をして絶対零度のオーラをまとった凛りん世ぜが、小麦の頭をガシッとつかんだ。細く見えても水球部の凛世の握力は、片手で水球のボールをがっしりホールドできるほど強いわけなので、

  「こむぎゅうううううぅ～っ、痛ぁああいですぅぅぅ～っ！」

  　叫んだ小麦の唇が、ストローから離れる。どうでもいいが、そのあざとい感嘆詞みたいなやつは、発音しにくい上に覚えにくい上にメチャクチャ不自然だからやめろ。流は行やるまでつづけるつもりかもしれないが、どう考えても使いにくくて流行らないから。

  　そして凛世は長身を利用して、小麦の肩ごしにずいっと身を乗りだすと、黄色いストローにぱくっと食いつき、ちゅううーっとカルピスを吸いあげた。

  「こむぎゅううぅ～っ、小麦のストローがぁぁぁ～っ！」

  　だから、流行らないから無理して不自然なキャラを作るな、小麦。

  「……うん、悪くない味だわ。カルピス作るのうまいじゃないの、兄あに貴きさん」

  　さすが水球部だけあって凛りん世ぜの肺活量もすごく、コップ一杯のカルピスを一気に飲んでしまった。そして、涼しい顔をして手の甲でぬれた唇くちびるをふくと、

  「ああ、のどが渇かわきすぎていたあまり、ついうっかり目の前にあったカルピスに飛びついちゃったけど、小こ麦むぎのだったのね。メンゴメンゴ」

  　思いっきり棒読みでそう言った。もう、どう考えても謝る気ぜったい無いだろう、と思えるほどのテキトーぶっこいた謝り方である。

  「メンゴメンゴじゃないですぅ！　りんりんの鬼っ、悪魔っ、鬼畜っ、ひどいですぅ～！」

  「いいじゃない、わたしのぶんのカルピスをあげるわよ」

  「そうだぞ、小麦。まだほかにもカルピスがあるんだから、何もそんなに怒ることないだろ。なんなら、俺がもう一個作ってきてやろうか？」

  　俺は年上としての余裕と貫録を見せつつ、小麦にそう提案したのだが、なぜか小麦の目はなおも怒りの涙をにじませながら、凛世をにらみつけている。

  「ふえええええええっ、新しいのなんていらないですぅうううううぅ～っ！」

  　小麦は突っ伏して泣いた。小麦はいったい、ストローぐらいでどうしてこんなに嘆いているのだろう……と考えて、ふと俺は、状況を理解した。

  　かわいくて素直で癒やし系担当のキュートキャラを自称する小麦だが、じつはその腹の中はドス黒いまでに真っ黒い。小麦も妹のことが好きで、保健委員になった理由も、そのほとんどが、妹が部活中におぼれたとき人工呼吸をするためのようだ。

  　その腹黒策士の小麦は、ただむじゃきにストローの色を好みで選んでいるわけではなかった。小麦にとってこのストローは、妹が口をつけた「間接キスのストロー」なのである。だから、小麦はこのストローを狙ねらったのだ。

  　そして凛世は、それを阻そ止しするためか自分もストローを狙っていたのか知らないが、要するにそれを横取りしたのだ、と俺は気づいた。

  　そういうことにまったく気づいていない妹は、泣いている小麦を前にどうすればいいのかおろおろしていたが、ハッと何かを思いついたようで、両手をポンと打った。

  「あっそうだ、小麦。そんなに黄色いストローが好きだったら、今度、ニャーニャーランドでおみやげに買ってきてあげる。ほら、夏休み前にできた、ニャーニャーキャットのテーマパーク」

  　いやいや、小麦が泣いてるのは黄色いストローそのものの問題じゃなくて……と、俺はツッコミを入れたかったが、もちろん小麦たちの秘密を守るためにも、妹を心配させないためにも、そんなことは口にできない。

  　ところが、小麦の反応は俺の想像に反して、

  「ニャーニャーランドのストロー、ですぅ？」

  　うれしそうに涙目をゴシゴシしながら、妹を見上げた。妹は、にっこり笑ってうなずいた。

  「うん、おみやげ屋さんに、なんかすごいグルグル渦をまいてるストローあるらしいんだ。ニャーニャーキャットとニャーニャーキティのマスコットついてて、吸うのにものっすごい肺活量いりそうで、でもすっごくかわいいんだって。ニャーニャーキャットもニャーニャーキティも黄色いでしょ、それにストロー本体も黄色いデザインらしいから、ぜったい小こ麦むぎ、気に入ると思うよ」

  「それを小麦にくれるですぅ？　ニャーニャーキャット、オシャレでかわいくて大好きだからうれしいですぅ。というか、キョコたんがくれるものなら、小麦、どんなものでもうれしいですぅ♪」

  　小麦の機嫌が直ったので、俺はホッとする。なんだかんだ言って、妹は小麦とつきあいが長いから、その扱いにもなれてるのかもしれない。

  　ふと、俺の胸にぽつんと疑問がわいた。友達であるはずの小麦に「おみやげ」を買うということは、妹はいったいだれとニャーニャーランドへ行くつもりなんだ？　まさか、彼氏でもできたのか？　いや、凛りん世ぜたち妹のファンの女子たちが悲しむとかそんなのはこっちに置いといて、そいつは、ちゃんとした奴なんだろうな？

  　胸の中に心配がドヨドヨとわいてきて、俺は妹にたずねた。

  「……なあ、今日きよう子こ。ニャーニャーランドって、いつ、だれと行くんだ？」

  「え？　年末、兄あにっちと行くに決まってるじゃん♪」

  　妹は、ものすごく当然のことのようにニコッと笑って答えた。いやいや、ちょっと待て？

  「俺はそんな予定、まったく聞いとらんぞ？」

  「冬休みにみかんちゃんが東京に遊びにくるから、二人でどこか連れてってあげなさいってママ言ってたじゃん。それで考えて、わんぱくパークみたいなちっちゃめの遊園地もいいけど、やっぱニャーニャーランドが有名だし、女の子ならたいていニャーニャーキャットが大好きだから、いいかなって思ってさ」

  「ああ、接待ってことか」

  　みかんは、愛媛県に住む俺たちの従妹いとこである。小学五年生の活発な女の子で、妹にすごくなついていて、昔からちょくちょく遊びにきているのだ。

  「そ。広いし、レストランもおみやげ屋さんも女の子の好きそうなかわいいものいっぱい置いてあるし、あとクリスマスイルミに花火もあるでしょ？　あたしも、冬に花火なんて見たことないから、ぜったい見に行きたいし。兄っちも見たいでしょ？」

  　妹の笑顔から、何やらキラキラした光の粉が散ってるような錯覚をおぼえる。小麦はさっきまで泣いていた目を輝かせて、そんな妹の目をじっと見つめ、妹の手を両手でにぎって言った。

  「あ、あの、キョコたんがくれるおみやげなら、ほんとどんなものでも小麦大事にするですぅ、超うれしいですぅ！　でも、もしよかったら小麦もいっしょに連れてってくれたら、うれしさ倍増ですぅ」

  「えっ、俺も行くって話なんだけど、いいのか？」

  　俺は思わず聞き直した。小こ麦むぎは思いっきり男嫌いである。凛りん世ぜの男嫌いは何となく、その潔癖さからくる「男うざい」「男フケツ」とかそんな印象を受ける。実際、女子校だった中学時代には、自校の生徒を強引にナンパしてくる他校の男子を、妹と二人で追い払ってたらしいので、男子としゃべることに抵抗があるとかそういうのではない。

  　でも小麦の男嫌いのベクトルは、かなりの割合で「男怖い」のほうにかたむいている。そもそも小麦が妹に懸け想そうした理由も、男子校の番長グループに絡まれてたのを妹が助けてくれたのがきっかけだと言っていたし。小麦は小柄でおとなしくてかわいいから、勘違いした男が強引に押しきってくることが多いようで、そのため男嫌いになったようであるが、もちろん俺だって男である。

  「お兄にい様はいいんですぅ。だって人じん畜ちく無む害がいな仏教男子だし、小麦ぜんっぜん警戒する必要ないですぅ」

  　小麦は、まるっきり心配していないようすでそう答えた。だが、凛世はその言葉尻じりをとらえて反論した。

  「ちょっと待ってよ、小麦。あんた男性恐怖症じゃなかったの？」

  「男の人は怖いけど、お兄様なら平気ですぅ。だって　キョコたんのお兄様ってことは、小麦にとってもお兄様みたいなものですぅ」

  「兄あに貴きさんが……小麦のお兄様みたいなもの？」

  　凛世は、釈しやく然ぜんとしない表情を浮かべていた。まあ、仏教男子で人畜無害の俺は、男の数に入ってないってことなんだろう。俺も最近はこいつらに慣れてきて、妹の友達といえば妹も同然、という感じがする。で、その妹に対する気負いがなくなったので、よけいにこいつらに対しての気負いもなくなった気がする。いっしょに遊園地に行くと言われても、前みたいにうろたえることもなく、しかたないからまとめて引率するかー、と余裕を感じていた。

  　凛世が、何かずっと釈然としない表情で俺を見ていたけれど、そんなことも前ほどは気にならない。あー何か見てるなー、ぐらいに思っていた。

  「というわけで、小麦はキョコたんとお兄様にくっついていくですぅ。クリスマスのロマンティックな花火をキョコたんといっしょに、できれば長いマフラーに二人でくるまるなどしながら見ることができれば、うれしさ倍増ですぅ！」

  「いいねー、じゃあみんなで行こっか♪」

  　小麦がここまでデッドボールぎりぎりの変化球を投げてきていても、妹はまったくピンときているようすもなく、ニコニコしていた。妹にとっては、女子の友達が自分に恋愛感情を抱くなんて、完全に自分の認識範囲外のことなので、何があろうとみじんも「おかしい」とは感じないのである。

  「そうだな、みんなでいっしょに行くのが楽しいかもな」

  　俺は年上の余裕を見せつつ、しかし、ややもすれば一線を越えそうな腹黒策士の小こ麦むぎを妹と二人きりにはしないよう、くれぐれも「みんなでいっしょに」とクギをさすことは忘れずに、にっこり笑顔で座卓に座った。凛りん世ぜが、ちょっとびっくりした顔で俺を見た。

  「嫌いやがらないんだ、兄あに貴きさん」

  「え？　だって、田舎から従妹いとこが来るんなら、歓迎しないとだろ」

  「じゃなくて、今日きよう子こと出かけたりするの、前までけっこう迷惑がってたように思うんだけど」

  「みかんだって俺と二人じゃ退屈だろうし、逆に今日子とみかんと女の子二人だけで人混みに行かせて、何かあったら危ないだろ」

  　俺はごくふつうにそう答えたのだが、妹はうれしそうに俺の腕を両腕で抱きしめてきて、ネコみたいにゴロゴロとのどを鳴らして甘えてきた。

  「わぁーい♪　兄あにっち、か弱いあたしたちのボディガードしてくれるんだっ♪」

  「いやいや、ボディガードって、絶対水球やってるおまえのほうが腕っぷし強いし。わんぱくパークで俺に絡んでた奴らをブチのめしたのは、どこのどなたさんだ？　俺は単に、おまえらが迷子になるとか、財布を落とすとか、そういうのを防ぐためにだな」

  「うんまあ、それに兄っちといえども男の人がついてきてくれたほうが、虫よけになるしね♪　凛世も行くでしょ、兄っちがいたらよけいな男たかってこないから、気楽だよ」

  　兄っちといえどもって何だ、あいかわらず生意気な奴だ。まあ今の俺は悟りを開いているので、それぐらいのことでいちいちムッとはしないけどな。

  　誘われた凛世が、ますます怪け訝げんそうに俺を見つめてくる。

  「そりゃわたしだって、みかんちゃんともまた会いたいし、ニャーニャーランドにも行ってみたいし。でも兄貴さん、いいの？　わたしたちが引っついてくるのも、前まで思いっきり迷惑がってわよね？」

  「うん、まあ、そうかもしれないが、最近はそうでも。妹の友達は、妹みたいなもんだしな」

  　と、俺は特に何ということもなく、凛世にそう言った。すると凛世は、また何か妙な違和感のありそうな表情で、俺をじっと見つめていた。

  

  　そのとき、俺は窓の外に張りつく黒い影に気づいた。他人の家を、こういう形で訪問してくる人間の心当たりは、一人しかいない。

  「おい緋ひ影かげ、そこ暑いから早く部屋の中に入れよ」

  　俺は窓を開けて、声をかけた。

  　根ね雪ゆき緋影は、妹たちの水球部のライバルで都立第四高校の水球部部員である。一年生にもかかわらずエース級の実力を持っていて、点取り係のフローターをしている妹をマンツーマンでマークする、フローターバックというポジションを任されている。だからというわけではないが、妹にゆがんだ愛情を抱いだいていて、つねに妹のことを遠くからも近くからも見守っているのである。

  　窓の外に、ヤモリのようにひっついていた緋ひ影かげは、いつもどおり黒ずくめのゴシックパンクな服装に身をつつみ、しょっちゅう左右が入れ替わる眼帯を、今日は左目にしていた。よっぽど目に砂が入ったり、ものもらいができやすかったりするのだろう。今日は服とマッチした、ドクロ模様の目の部分にラインストーンが入った黒いアイパッチで、明らかに治療用ではなくおしゃれ用の眼帯である。おしゃれ用の眼帯、ということばも、何だかすごくシュールではある。

  「いえ……けっこうです、わたしここで……」

  　窓の外に張りついていた緋影が、一階の屋根の上に置いたエアコンの室外機の後ろにサッと隠れ、死んだ魚のような目をして答えた。妹の部屋にだけエアコンがついててずるい、と俺は思っていたが、やっぱり妹の部屋にはエアコンをつけておくべきだ。親が案じたとおり、きっちり不審者が窓の外に張りついているのだから。

  「いや、けっこうじゃないだろ。そんな日の当たる壁に黒ずくめの服でひっついてたら、赤外線吸収しまくるだろ」

  「平気です……わたし別に……」

  「だめだって、ほら、中に入れよ」

  　俺は、室外機の陰に隠れる緋影を手まねきした。小こ麦むぎが、感心した目を俺に向けていた。

  「お兄にい様、なんか年上の余裕ですぅ。窓にひっついてる根ね雪ゆきさんにドン引きするでもなく、ふつうにお兄ちゃんみたいな感じで対応してるですぅ」

  「うんまあ、なんか枯れてるわね。もともと枯れてはいるんだけど……」

  　凛りん世ぜがしみじみとつぶやく。失礼な奴だ。

  　妹も、窓を開けている俺のわきの下にわざわざもぐりこんで窓から身を乗りだすと、室外機の後ろでじっと気配をひそめている緋影に言った。

  「緋影っち、そんなとこで何してんの。室外機の熱風で、熱中症になっちゃうよー」

  「俺もそれは言ったんだ、思いっきり夏の日ざしを吸収して熱中症になるって」

  「おいでおいで、部屋に入っておいでよー♪」

  　妹が手まねきすると、緋影はゆっくりと首を横に振る。

  「そうは言っても……わたしが日向ひゆうがさんの部屋に入っても、何もすることがありませんから……。四校とみなさん三校とは勉強内容も進度もちがうし、もちろん出されてる宿題もちがいますし……」

  　わあ、ものすごく良識的な発言だ。他人の家の二階の窓に張りついてる人とは思えない。

  「いいから入れって、今カルピス持ってくるから」

  「お兄さん、カルピス好きですね……」

  「いつまでもそんなところにいたら、暑くて脳ミソが焼きミソになるぞ」

  「失礼な、わたしは常に冷静です」

  「冷静な人間が、なんで他人の家の二階の壁に張りついてるんだ。そういうのは、冷静な人間とは言わないと思うぞ」

  「ぐぬぬ、まさかお兄にいさんに論破されるとは、不覚」

  　緋ひ影かげは唇くちびるを嚙かんで、しぶしぶ部屋に入ってくる。黒ずくめの緋影が部屋に入ってくると、ぐわっと一気に室温が上がる。

  「暑っ！　ちょっと根ね雪ゆきさん、今、体温何度あるのそれ！」

  　凛りん世ぜが思わず後ずさっていた。赤外線を吸収しまくった黒服の緋影は、じろっと凛世に目を向ける。この二人は、もともとライバル校の水球部に所属しているライバル同士であるが、妹をめぐってもライバル関係で、あまり仲がよろしくない。

  「緋影っちさん、保健委員の小こ麦むぎとしては、その服、脱いだほうがよいと提案するですぅ～」

  　高熱を発する黒服にたじろぎつつ、小麦が言った。緋影は、ぷるぷると首を横に振る。

  「いえ、けっこうですから」

  「暑いだろ、それ」

  　俺が言うと、緋影はさらに首を横に振り、

  「暑くないです。このレザーのボトムスだけだとイメージがハードになりすぎるので、異素材の重ねトップスはかわいさコーデの必須アイテムなんです」

  「日本語に翻訳してくれるかな」

  「日向ひゆうがさんの前で、かわいくないファッションなんてできるわけないでしょう」

  「ファッションで熱中症になったらバカみたいだぞ」

  「熱中症になんてなっていません。顔が赤いのも、胸がドキドキするのも、全身から冷や汗が出るのも、頭がぼんやりするのも、吐き気がするのも、すべてかわいい日向さんの部屋に来て緊張して、照れ照れしているだけで……」

  「だめだ今日きよう子こ、アイスノン持ってこい！」

  　俺は思わず叫んだ。

  

  　というわけで、妹たちが座卓で宿題をしている横で、緋影はアイスノンを頭の下に敷いた上、ぬれタオルをひたいに置き、保冷剤を首の横に置いて、エアコンの風が当たるところに横たわっていた。

  「ふう……死ぬかと思いました……」

  　緋影の顔はまだ赤い。緋影の横には小麦が座って、てきぱきと体温を測ったり、ひたいのぬれタオルを交換したりしている。

  「緋影っちさん、まだ体温が三十八度を超えてますから、もう少しこのまま冷やされていてくださいですぅ」

  「……わかりました」

  　冷静ということばのとおり、冷やされると頭が落ち着いて、緋ひ影かげはずいぶん静かですなおになった。やっぱりさっきの状況は、かなり熱中症の症状を呈していたのだろう。

  「すごいねー、小こ麦むぎ。看護師さんみたい、さすが保健委員！」

  　妹が手放しで賞賛する。小麦が保健委員になったのは、水球部で何か事故でもあったときに人工呼吸などと銘打って妹によこしまなことをするつもりなので、このように無む垢くな瞳で褒ほめられるとさぞかしばつが悪いかと、

  「えへへーキョコたんに褒められちゃったですぅ、てへぺろ☆」

  　……前言撤回。小麦って奴は、ひ弱に見えても思いっきりしたたかだったんだった。

  　とはいえ、小麦の応急手当はそれなりにきちんとしていて、緋影の暑そうな呼吸がだんだん落ち着いてきているのがわかる。体温が、だんだん下がっているんだろう。

  「水分もちゃんととれよ、塩分もいるんだったか。冷やしコンソメとか作ってこようか？」

  　俺が声をかけると、緋影は弱々しく頭を動かして俺のほうに目を向けた。

  「なんだか……最近優しいですね、お兄にいさん」

  「いや別に、病気の人間をいたわるのは仏の道として当たり前のことだろ」

  「このわたしにすら、そのように優しく寛大な心で接することができるとは……まるで、本当のお兄さんみたいですね」

  　あれ、緋影ったら、あいかわらず無気力で無感情な棒読みセリフではあるけれど、いちおう緋影基準においては、ちょっと照れているのか？

  　そのとき、凛りん世ぜがとつぜん過剰な反応を見せた。

  「ほ、本当のお兄さんって、そんなのありえないでしょっ？　兄あに貴きさんは、今日きよう子このお兄さんであって、わたしたちのお兄さんじゃないんだからっ！　あえて言うなら『兄貴分』ぐらいの立ち位置でしょ？」

  「そんなことないよお、兄あにっちはみんなの兄っちだよ、みんなの本物のお兄ちゃんと思ってくれていいんだよぉ。話は聞いてくれるし、頼りになるし、仏教に詳しいし、安心の包容力とヌクモリティ！」

  　ぬくもり[image: ]あふれるクオリティ、の略か。まったく昨今は、日本語の美しさをおろそかにして勝手な造語を作りすぎる……っていうか、小生意気な妹にあまりすなおに褒められすぎると、いかに悟りを開いた俺でも、どうにもむずがゆい。

  「そういうわけで、困ったことでもあったら、兄っちに何でも相談してくれていいから」

  　妹が俺の後ろに回って両肩を手でつかみ、商品をおすすめする店員みたいにぐいぐいと俺を押した。

  「いえ……小麦はけっこうですぅ。仏教関係の相談なんて、黒くない制服の学校の子はお葬式のとき喪服を着たほうがいいのか、逆に真っ白セーラーに赤いリボンみたいな派手なところでも制服で行ったほうがいいのか、ぐらいしかないですぅ」

  「学生にとっての正装は制服だから、たとえ深夜アニメに出てくるような派手でかわいい系の制服であっても、制服で行くのがベストだ。また、未成年の子供が喪服を持っているのは用よう意い周しゆう到とうな感じがしてむしろ失礼なので、学校指定の制服が無い場合は、地味な黒っぽい服に喪も章しようなどをつけるほうがいい」

  「ほら、兄あにっち頼りになるでしょ？」

  　妹はドヤ顔だが、小こ麦むぎはすっごく微妙な表情でほほえんでいるぞ。

  　緋ひ影かげが、おでこのぬれタオルに手を置きながらつぶやいた。

  「そうですよ……日向ひゆうがさんのお兄にいさんなら、わたしにとってもお義に兄いさんです……」

  「今、何かふたつの『おにいさん』のニュアンスがちがってたように思えるのだが、気のせいか？」

  「気のせいですから」

  「それならよかった。で、なんで二階の窓に張りついてたんだ？」

  「べっべつにお兄さんに用があったわけではありませんから！」

  「いやまあ、俺に用があったらまず玄関をピンポンするよな。で、今日きよう子こに何の用が？　よからぬことをするために二階の窓から忍びこもうとしたら、凛りん世ぜと小麦がいたから計算が狂って、どうしようかと考えてるうちに熱中症で頭がぼんやりして動けなくなったんじゃあるまいな？」

  「よからぬこと？」

  　凛世の切れ長の目め尻じりが、ピクッとつりあがる。

  「根ね雪ゆきさん、あなたまだ今日子のことストーカーしてるのね！　言っとくけど、今日子は……」

  　ぐっ、と凛世が最後の一言を飲みこむ。明らかに「わたしのものなんだから」のセリフを飲みこんだな。

  「ストーカーとは、失礼ですね。わたしはただ、日向さんに届け物があっただけですよ」

  「届け物？」

  　首をかしげた妹に、緋影は薄くてツルツルした白い紙を手渡した。「婚こん姻いん届とどけ」……と、印刷してある。

  「わたし、六月六日が誕生日なので、もう結婚できる年齢ですから、婚姻届を持ってきたんですよ。こちらに日向さんの名前を書いていただき、晴れて日向緋影になろうと思いまして……」

  　うわあ、緋影の奴、熱中症以前に別のものをこじらせてた！　ついでに六月六日といえば、ホラー映画『オーメン』の主人公の悪魔の子ダミアンの誕生日で、緋影にふさわしすぎる。

  「やだー緋影っち、男が結婚できる年齢は十八歳だよ。残念だけど、兄っちはまだ結婚できないよー。兄っちは十二月生まれだから、まだ十七歳にもなってないんだしー」

  　そして妹は、すばらしい天然さで「日向ひゆうがさん」の意味を勘違いし、緋ひ影かげが全力で投げこんできた豪速球を、ポテンとかすってファウルチップにしてしまう。このように、どこから修正すればいいのかわからない返事を返されると、さすがの緋影の目にも動揺が走った。

  「あ……いえ、あの、そうではなくて……」

  「大丈夫大丈夫、恥ずかしがらなくても大丈夫、男の結婚年齢をまちがえるほど兄あにっちのことが好きだったんだよねー。緋影っちのそういう、クールっぽいのにときどきドジっ娘こ乙女おとめなとこって、少女マンガの主人公みたいで超かわいい♪」

  　灼しやく熱ねつの八月の炎天下に、婚こん姻いん届とどけを持って女子の部屋の二階の窓に張りつく少女マンガの主人公がいたら、ぜひ書名を教えてもらって読んでみたいものだ。

  「いえ……あの、わたしなどより日向さんのほうが、ずっとかわいいですから……」

  「よかったね、兄っち。かわいいって」

  「いや、さすがにおまえのことだろ」

  「むっきゃー☆　兄っちにかわいいって言われちゃった、はじめてかもー♪　うっれしーい♪」

  　妹は両手をほっぺたに当てて、ぴょんぴょんはねて喜んでいる。あうあう、凛りん世ぜの冷たい視線がいつの間にか俺のほうへ移動していたぞ。

  「……兄あに貴きさん、まだ十六歳だったんだ」

  　ぽつり、と凛世がつぶやいた。えっ、にらまれてると思ってたけど、考えてたのは俺の年齢だったのか？

  「小こ麦むぎもびっくりですぅ、お兄にい様は仏像鑑賞とかじじむさい趣味をお持ちなので、てっきりもうちょっといってるイメージだったですぅ～」

  「いや、もうちょっといってたら俺、留年しまくりってことになるだろ」

  　俺は小麦にツッコミを入れる。凛世はまだ、黙って俺をにらんでいる。俺なんかの年齢が、そんなに気になるものだろうか？　やっぱり凛世にも、じじむさいと思われていたということだろうか。

  　妹が、ニコニコしながら緋影に言った。

  「でもやっぱ、緋影っちは乙女だな～。兄っちと仲いいなあとは思ってたけど」

  　どこらへんが？

  「そうなんです。わたし、お兄さんと仲がいいんです」

  　いきなり緋影が、俺の後ろからぎゅうっと抱きついてきた。ほどよい大きさよりもややたっぷりめの胸のふくらみがふたつ、俺の背中にぎゅうっと押しつけられているわけだが、妹の友達なんて妹と同じようなものなんだから、別にそんなことでドキドキはしない。ただ、緋影に背後を取られるということは死の同義語であるから、ドキドキしているだけだ。

  「おっ、おい、熱中症はもう大丈夫なのかよ！」

  　俺は緋影を振りほどこうとしたが、さすが水球部のフローターバック、水中でもボールをつかんで死んでも離さないその握力と執念で、俺をぎゅうううううっと抱きしめて離さない。コオロギがジョロウグモに捕まったときって、こんな感じなんだろうなあ。

  「もちろん大丈夫です、ご心配なく」

  「わおー緋ひ影かげっち、夏の女は大だい胆たんですな☆」

  　妹ののん気な感想に、俺はイラッとする。

  「そうです、わたし大胆なんです」

  　俺に抱きつく緋影の表情は見えないが、その声にも静かなイラ立ちがふくまれていた。どうやら、俺を当て馬にして妹に焼きもちを焼かせようとしているのに、まったくストライクゾーンに入らずムカッとしているということか。

  「ひゅーひゅー、緋影っちったら乙女おとめだなあ。『日向ひゆうが緋影』だなんて、好きな男子の苗みよう字じと自分の名前の合成とか、小学校のとき流は行やらせてる女子いたよねー」

  「そうですぅ、やっぱり、白いウエディングドレスを着てお嫁に行って好きな人の苗字になるっていうのは、女の子の永遠のあこがれですぅ☆」

  　小こ麦むぎが横から、話に混じってきた。妹は無防備に、小麦に笑顔をむける。

  「えへへっ、小麦もそお？　小麦も乙女だねー♪」

  「日向小麦、とか、すてきだと思うですぅ♪」

  　小麦も、俺の腕にぎゅうっとしがみついてきた。妹の誤解のおかげで俺がうまいこと隠れ蓑みのに使われてるようだが、この場合の日向ひゆうがは実際には、日向明あ日す太たではなく、日向今日きよう子このほうである。


  [image: ]


  「お、おいこら、暑い」

  　小こ麦むぎが俺の腕にひっついてるのも、明らかに妹に焼きもちを焼かせるための当て馬行為であろう。俺に抱きつきながらも、妹のほうをチラチラ見てる。こいつらは俺をダシにして妹に近づこうとしたり、俺を当て馬にして妹に嫉しつ妬とさせようとしたり、まったく困った奴らであるが、まあ俺は年上なんだから、ここは生温かい目で見守ってやろう。

  　それにしても、後ろから抱きついている緋ひ影かげの、水球で鍛えられたぱつんぱつんに引き締まった胸周辺とちがい、腕に当たってる文科系の小麦の胸周辺は、コシのないマシュマロみたいにポヤポヤふにゃふにゃとやわらかい。同じ女子の体でもこれほどの個体差があるものなのか、と俺は夏休みのカブトムシの観察に近い感想を抱いていた。

  「おっ、兄あにっちモテモテですな！　憎いぞこの！」

  　妹、両手をピストルの形にして俺のほうへ銃口を向けるポーズは、思いっきり古いのでやめなさい。そしてやっぱり妹は、ひろーい心で焼きもちをやくようすはない。

  「あたしはずっと言ってきたけど、やっぱわかる人には兄っちの魅力がわかるんだよねー。みんなが理解してくれてうれしいよ、もっとどんどん兄っち教を布教しなきゃ♪」

  　いやいや、その博愛精神は俺にとっても周囲にとってもすごく迷惑なので、やめてください。

  「あたしは兄っちと兄妹でよかった♪　だって、わざわざ結婚しなくても、すでに兄っちと苗みよう字じいっしょなんだもーん♪　うらやましいでしょー♪」

  　頭からヒヨコが大発生してきそうなほど天然羽根頭の妹が、俺のもう片方の腕に抱きついてほっぺスリスリしてくる。わあい、緋影と小麦のちっともうらやましそうじゃない目が痛いぞ。

  「日向……凛りん世ぜ」

  　ぽつり、と凛世がつぶやいた。えっ、凛世も今の話に参加していたのか？

  「あははっ、凛世まで小学生みたい、かわいーい♪」

  　妹はコロコロ笑う。どさくさに紛まぎれてこのお遊びに混じりたかったのかな、やっぱり凛世ってクールだけどときどき子供っぽいところがあるなあ……と思いながら、俺は何気なく凛世のほうを見た。

  　だが、そのとき俺は何か異様な空気を感じた。凛世が、いやに真剣な表情をしていたからだ。たかが苗字遊びぐらいで、なんでそんな思いつめたような表情をしてるんだ？

  「……日向凛世、だったら……よかったんだけどね」

  　俺はその小さなつぶやきを聞いたような気がするんだが、あまりにも小さいつぶやきだったし、妹が笑う声が大きかったし、引っ込みがつかなくなった緋影が背中にずーっとへばりついていたのが気になったしで、よく聞こえなかった。もしかしたら聞き間違いとか、空耳だったかもしれない。それで俺は、その一言についてはあまり気にしなかった。

  

  　……と、俺は夏休みも終わりに近いその一日の長い回想を、ようやく終えた。

  　そして、「日ひゆ向うが凛りん世ぜだったらよかったんだけどね」という凛世のセリフが、今さらながらに気になりはじめた。

  「凛世、何があったんだ？」

  　凛世に引っぱられてホームを離れた俺たちは、改札口を出て、駅ビルの屋上にきていた。凛世が俺を、人のいないほうへいないほうへと連れてきたのだ。途中で、コインロッカーにカバンも勝手に放りこまれてしまった。

  　屋上は、屋上緑化の芝生の中にベンチと自動販売機がひとつ置いてあるだけで、殺風景だ。平日の通勤時間でもあり、九月はじめの灼しやく熱ねつの日射にさらされてることもあって、だれもいない。

  　凛世は俺とならんでベンチに座ったが、こんなに暑いのに、まったく汗をかいていない。それどころか、ふだんから白い肌がますます白く、ひんやりと青ざめているようにさえ見える。

  「何か……顔色、悪くないか？」

  「兄あに貴きさん。わたしずっと前に、わたしのお兄にいちゃんにもなってほしい……って言ったでしょ。で、兄貴さんは『わかった』って言ったでしょ」

  　凛世は、キッとした目で俺を見つめる。そんなこともあったかもしれない、たしか、俺たちが知り合ってまだ間もないころ……春の終わりのころだったかに、妹や小こ麦むぎをまじえて「世界の粘ねん菌きん展」開催中のわんぱくパークへ行ったときのことだ。

  「それに、兄貴さんはこのあいだ宿題しにいったときも、今日きよう子この友達は妹も同じようなもの、的な趣旨の発言をしていたわよね？　つまり、わたしも兄貴さんの妹と同類項、という認識でいいのよね？」

  「まあ、俺もそういう認識をしているが、たしか『わたしのお兄ちゃんにもなってほしい』のあたりで、二人のときは、俺のこと『兄貴』と呼ぶと宣言されたような記憶があるんだが」

  「そうなんだけど……最近、兄貴、って何だかしっくりこない気がして」

  「別に俺としてはどうでもいいんだが、いつもどおり『兄貴さん』でも」

  「でも、『兄貴さん』もしっくりこないのよね……」

  「俺の呼こ称しようなんぞどうでもいいと思うが」

  「どうでもよくないわよ、呼ぶのはわたしなのよっ？」

  　何で怒る。だが、凛世がヤケになっても困るので、俺はじっと待っていた。女子がこういうどうでもいいことにこだわるのも、それにつきあわされるのも、妹で慣れているし。妹の奴は、おやつのホットケーキにハチミツを塗るかメープルシロップを塗るかで、三十分も俺に相談を持ちかけるのだから。

  「お兄さん……だと、根ね雪ゆきさんと同じだし。天敵の根雪さんなんかと同じ呼び名だなんて、ぜったいに嫌いやだし。さりとて小こ麦むぎみたいに、お兄にい様……なんていうほど、上等なものじゃないし。何だろう、この違和感……ずーっと、モヤモヤしてるのよね……」

  「ほっとけ。ついでに、人を遅刻させておいてのんびり思索すんな」

  「うーん……」

  　凛りん世ぜは考えこみ、そして、ぽつりとつぶやいた。

  「お兄にい……ちゃん？」

  　ずきん。

  　何だろう、腹にドシッとくるこの感じは？

  　そして凛世は、自分で自分のことばが恥ずかしくなってしまったのか、顔や耳どころか首筋まで真っ赤にしていた。

  「い、今のは無し、キャンセル！　時間よ戻れ！」

  「いや、そこまで狼ろう狽ばいすることはない。たしかに、ちょっとびっくりしたが」

  「ま、まあ、と、とりあえずは『兄あに貴きさん』でいいわ、違和感あるけどとりあえず」

  　凛世は、ひたいに浮かんだ脂汗をぬぐった。俺の呼び方ひとつで、なんでそんなに悩まなくちゃならんのだ。それも、二学期早々他人に駆け落ちを持ちかけるような突拍子もない行動を取っておいて、俺の呼び方ぐらい、何だというのだ。

  「とにかく、兄貴さんはわたしのことも、妹みたいなものだと思ってくれてるってことなのよね？　だから、今日きよう子この宿題見てあげたみたいに、わたしのことも、困ってたら助けてくれるのよね？」

  「いいともいいとも、妹の友達ならば妹も同然、貯金箱作りぐらいなら手伝うぞ」

  「なんで貯金箱なのよ」

  「だって、夏休みの宿題の話だろ？　二学期の始業式の次の日に助けてくれって言われたら、たいてい宿題の貯金箱ができてないから手伝ってくれ関係だろ。妹も小中学校時代、けっこうあったから慣れっこなんだ。そして、ふつうは始業式の前の日に助けてくれとか、遅くても始業式の日に友達に聞いて『貯金箱を忘れてた！』って気づいてあわてて家に帰って助けてくれってなるが、妹の場合は始業式の次の日の最初の授業の朝に『忘れてたことを忘れてた！』ということも、ままあったからな。朝の十五分で貯金箱をでっちあげるなど、慣れっこだ」

  「高校生で手作り貯金箱が夏休みの宿題に出るわけないでしょーが！」

  「『夏のドリル』は、さすがに十五分じゃ無理だぞ」

  「わたしを連れて逃げてくれってことよ。言ったでしょ、わたしと駆け落ちしなさいって！」

  「胸ぐらつかまれて頭ガクガクさせられてる今の状況は、どう考えても駆け落ちを申し込まれてるといったロマンティックなシチュエーションには思えないんだががががが」

  　やばい、頭がガクガクしすぎて舌を嚙かみそうだ。

  「べっべつにロマンティックとかそういうのじゃないわよっ、兄貴さんのお嫁さんになりたいから駆け落ちしたいとかじゃなくて、親に、嫌いやな男と結婚させられかけてるからよ！」

  　凛りん世ぜは真っ赤な顔で、そう言った。

  　えええー！　何だ、そのＤＶＤショップでワンコインで売られてる昔の白黒映画みたいな、ベタだけど現実にはなかなか存在しない理由は。

  　いったい、凛世に何があったというのだ？
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  二章　どんな敵が相手でも兄は妹を守る件

  

  　炎天下の灼しやく熱ねつの屋上に、ひとすじの風が吹く。風といっても、駅ビルの排気熱を運んだ熱風だ。けれど、俺の全身がじっとりと汗ばんでいるのは、熱風のせいだけではない。

  「嫌いやな男と結婚って、どういう状況なんだ？」

  　俺は凛りん世ぜにたずねた。突とつ飛ぴすぎる話ではあるが、凛世がものすごく真剣な表情をしているから、噓うそや冗談ではあるまい。でも、この自由の時代に、自分の意思に反して結婚なんていう話は奇異すぎる。いったいどういう流れでそういうことになったのか、俺にはさっぱり想像もつかない。

  　凛世にたずねたのは、理由もよくわからないまま、二学期早々学校をサボって妹の友達と駆け落ちするなんて重大な決意はできないので、事情をわかっておきたかったという理由ももちろんある。

  　けれど、たずねたのにはもうひとつ理由がある。短気で荒っぽいとはいえ頭もよくて冷静な凛世が、登校中の俺を無理やり引っぱっていくというのは、いささか「らしくない」。たしかに凛世をふくむ女子たちに、妹と仲がよすぎることを矯正する的な理由で誘ゆう拐かいされたことはあったが、それは三年生の薔ば薇ら園ぞの先輩などの過激派が交じっていたからであって、凛世が単独犯でそんな荒っぽいことをするイメージはない。つまり、よほど追いつめられてるのかもしれない。何かのきっかけで凛世が自じ暴ぼう自じ棄きになって、もしものことがあっては困る。凛世のような、プライドが高くて他人の助言を聞かないタイプには、じっと話を聞いてやって気持ちを落ち着かせるのが一番だ。

  「ドアーズジャパンって会社、知ってる？」

  「六本木ヒルズのＩＴ企業？　このあいだ、『仏教三ざん昧まい』の前番組のワイドショーで特集してたけど。ナントカカントカっていう若い社長が、なんかすごい儲もうかってるとかって」

  「ものすごく漠然としてるわね」

  「悟りの道に金銭や権力への執着は無用だから興味がなかったのと、苗みよう字じがすごく長かったので、覚えてないんだ」

  「社長は東ひがし鳥とつ取とりの荘しよう高こう志し郎ろう、三十二歳、年商千億。十年前、大学を卒業して三み剣つるぎ貿易に入社、そのノウハウでインターナショナル・ショッピングサイト『ドアーズ』を起業し大成功」

  「前半が寿じゆ限げ無む状態でよく理解できなかったのと、後半が日本語から逸いつ脱だつしててよく理解できなかったが、要するにどういうことだ？」

  「その人と結婚させられかけてる、ってこと」

  　衝撃的な凛世のことばを聞き、俺はあらためて、あんまりよく見ていなかったワイドショーを思いだす。そのナントカ社長、俳優みたいなイケメンだった気がする。しかも年商千億というと、金額的にピンと来ないのだが、うまい棒を地球全人類に一本ずつ配ってまだお釣りが出る金額……ううむ、ますます多いのか少ないのかよくわからなくなったが、まあたぶん、けっこうなお金持ちなんだろう。

  「つまり、玉たまの輿こしだから親が無理やり結婚させようとしてるって話か？」

  「玉の輿っていうのとは違うわ、彼の会社の年商は三み剣つるぎグループの年商より二ケタ低いから」

  「もはや仏教経典に出てくる、那な由ゆ多たとか阿あ僧そう祇ぎみたいな天文学的単位の話だな。なんで、そんな大金持ちの娘がふつうの高校にいるんだよ」

  「次代の三剣グループを背負うに足る金銭感覚を手に入れるには、一般人の感覚を学ばなくちゃならないからよ。超高級パフェを作って、こんな高級パフェだから一万円でもお客さんが来るだろう……なんて、お金持ちは考えてしまうけど、ふつうは上質な材料を使いつつ安くてお得感あふれるパフェに、さらにクーポンをつけるぐらいしないと来てくれないわけでしょ？」

  　そういえば、凛りん世ぜたちといっしょにショッピングモールでパフェを食ったこともあったなあ、と思いだした。あれも、帝王学上の社会勉強になっていたのか。

  「とりあえず、凛世本人が結婚を嫌いやがってるんだから、断ればいいだけじゃないか」

  「それが、十年前……わたしが五歳のとき、父の仕事場に遊びに行ったときに東ひがし鳥とつ取とりの荘しようさんに会ったの。東鳥取荘さんはまだ貧乏学生で、そのとき、東鳥取荘さんがわたしを好きになったらしくて、十六歳になったらお嫁さんにくださいって父に直接交渉して。父も、度胸があっておもしろい男だ、自分の跡を継ぐ見込みがある、ひとつ賭かけをしよう……って。わたしが十六歳になるまでに、東鳥取荘さんが年商千億を突破していたら、嫁にやろうって」

  「そんなかんたんに子供の結婚の約束をするって、迂う闊かつすぎるだろ」

  「父は東鳥取荘さんを気に入って目をかけてたのよ、実際ほんとに年商千億突破したし。ちょくちょく家にも呼んで、経営の指導をしたりアドバイスしたり、いろいろ世話を焼いてたわ。家族ぐるみのつきあいってやつだけど、わたし、幼稚園や小学校で男子が苦手だから、東鳥取荘さんのことも、いくら優しくしてくれてもやっぱり苦手だったのよ。で、少し前に東鳥取荘さんがバラの花束を持ってパパの会社にやってきて、そろそろお嬢さんの誕生日なのでプロポーズに来ました……って。十六歳の誕生日に、結婚式を挙げることになって……」

  「誕生日って？」

  「九月六日」

  　六日？　今年は九月一日が土曜日だった関係で、始業式が三日だった。そして最初の授業日の今日が、四日である。

  「というと……あさってか！　おいおい、時間ぜんぜん無いじゃないか！」

  「そう、もう式場の予約もしてる状態なの」

  「凛世は、ちゃんと嫌だって言ったんだろ？」

  　そんな強引なやり方をされて、そうでなくても男嫌いの凛世のことだから、ドン引きしているはずである。いつもどおりのツンゴラ凛世なら、ゴラゴラ状態で「勝手に決めんなふざけんな」ぐらい言ってるだろう、と俺はふんでいた。ところが、

  「……言ってない」

  　凛りん世ぜは、いつになく気弱な声で答えた。

  「え？」

  　俺は、思わず聞き直してしまった。凛世は、つらそうに俺を見つめる。

  「だって、東ひがし鳥とつ取とりの荘しようさんは全然、『嫌いやな人』ってわけじゃないの、むしろいい人なの。『相手のことが嫌』じゃなくて、『わたしが、結婚するのが嫌』って意味。ややこしいけど、わかる？」

  「うん、大丈夫」

  「それで、どこも悪いところのない、いい人なのに、わたしが男嫌いだっていうだけで結婚したくないって言うなんて、わがままな気がして……」

  「いや、それはわがままとは言わないだろ。ニンジンが嫌いだからニンジン食べません、っていうのはワガママだけどさ」

  「わたしはニンジンは大丈夫、ナスは無理」

  「いやナスでもいいんだけども！　とにかく人間はナスじゃないんだから、相手がどんなにいい人でも、こういうのは相性ってものがあるんだし。親も相手も大人なんだから、きちんと説明すればわかってくれると思うぞ」

  「……でも、わがままじゃないかしら。わがままを言ってはいけませんって、子供のころからいつも言われているし、自分でもそう思っているし」

  「俺に対するいつものあれは何なんだよ」

  「あ、あれは、その……兄あに貴きさんは、別」

  「なんで俺だけ別だよ、俺がかわいそうだろ。とにかく、いきなりだまって駆け落ちするほうが、わがままより百万倍迷惑だし心配かけるぞ」

  「だって、考えれば考えるほど頭の中がぐちゃぐちゃになって、どうしていいかわからないんだもの！」

  　凛世は頭をかかえて、うつむいてしまう。気の強い凛世にしては、えらく追いつめられているようだ。ふだん俺に対する上から目線でツンゴラで、女王様通りこして女帝レベルで好きほうだい言ってる態度からすると、考えられないが……。内うち弁べん慶けいの逆で、外弁慶とでもいうのだろうか。

  　……あ、でもそういえば凛世は、妹に対しても「好き」と言えない子だった。妹のことを好きなくせに、それを知られたら百ゆ合りっ気けゼロの妹に「女どうしで好きとかキモッ！」と言われて嫌われるかもしれないのが怖く、いちかばちかチャレンジしてみるのも怖く、今ある友情関係を壊したくないという理由で、告白できずにいる。そのくせ、妹がべったりくっついている俺に対しては「今日きよう子こにくっつかないで！」的なことを平気で言ってどなりまくるんだから、凛世の行動パターンはさっぱりつかめない。

  　学校でも、色白で黒髪サラサラロングヘアという外見からの連想もあるにせよ、妹と対照的な、おとなしくてクールで物静かで無口でしとやか、というイメージを持たれている。凛りん世ぜがツンゴラなのは、ひょっとして、俺の前だけではないのか？　（あと、「恋敵」である小こ麦むぎと緋ひ影かげの二名限定）

  　内うち弁べん慶けいじゃなくて、俺限定の弁慶？　俺専属弁慶？　嫌いやだな、それは……。

  「でも、そのナントカって人、どこが苦手なんだ？　性格がよくて、働き者で将来性があって……顔は、どんなだっけ」

  　俺は、以前にテレビで見たときの記憶をたどる。テレビで見たくだんのナントカ社長というのは、年齢は三十歳より少し上ぐらいだけど、ＩＴ長者というものに対して世間が抱く「成金」的なイメージはあまり無く、毛並みのよさそうな感じだった。何より、背はモデルのように高い。百八十五センチぐらいあったと思う。

  　余談だが少女マンガのイケメンって、百八十が平均身長で、長身キャラは百八十五とか百九十とかあるんだが、あれは男視点から語るところの「女子で体重四十五キロとかデブすぎ、四十キロくらいがぽっちゃりでいいよな」って言ってるのと同じ、アイドルなどのプロフィールに騙だまされている数値だと思う。実際に妹がいる俺からすると、女子はけっこうスマートな子でも、ふつうに五十キロぐらいある……あ、いや、妹の体重に関しては命の危険があるため言及しないが。

  　ともあれ、ナントカ社長の身長は少女マンガレベルという話なのだが、顔もいっしょにテレビに出てた俳優よりもハンサムだという、こちらも少女マンガレベル。しかも性格がよくて仕事熱心で将来性がある。あんな少女マンガでも噓うそくさいと言われそうなチートレベルの超優良物件から、どうして凛世は逃げようとするのだろう？

  「客観的に見て、悪くないと思うけどなあ」

  「客観的に見ようが何だろうが、嫌なものは嫌だし……」

  「あれが嫌なんて、どんだけ高い理想なんだ？」

  「だからっ……！」

  　ムキになって凛世は何か言いかけたが、ハッとして口をつぐみ、真っ赤な顔で怒ったように言った。

  「だ、だからそれは、兄あに貴きさんだって知ってるでしょ！　今日きよう子こが好きなんだって、今日子がわたしの理想のタイプなんだって。男子が苦手で、女子のことが好きなんだから、東ひがし鳥とつ取とりの荘しようさんがどんなにハンサムだろうと、男ってだけで選択肢の圏外なのよ！」

  　そう言えばそうだった。耳まで真っ赤にして照れてるところを見ると、ほんとに凛世は妹が好きなんだなあとつくづく思う。なんで、それで俺がこんなににらまれてるのかは、よくわからないが。

  「だからいっしょに逃げて、兄貴さん」

  「なんで俺？」

  「兄あに貴きさんは寺めぐりで旅慣れてて、電車の乗り継ぎとかも詳しいし、わたし一人じゃまともに逃げられなくてすぐ捕まっちゃうもの」

  「いや、でも、なんで俺？　凛りん世ぜなら、駆け落ちしたいって言えば、俺なんかよりもっと……」

  「わたしが兄貴さんと駆け落ちしたいって言うんだから、兄貴さんでいいのよ。どこに疑問をさしはさむ余地があるわけ？」

  「思いっきりあるだろ！　それに親にもだまって駆け落ちはよくない。もっと対話する方向で解決にもっていけよ。親なんだから、娘が不幸になるようにはしないさ」

  「兄貴さんが嫌いやっていうなら、今日きよう子こと駆け落ちしてもいいわけ？」

  「いや、それはもっと疑問をさしはさみまくるぞ？」

  　いくら何でも、妹が駆け落ちに誘われるなんて事態は、兄として阻そ止ししたい。それに、妹は時刻表を読めない人間なのに、そんなのと、同じく公共交通機関に弱めな凛世がいっしょに駆け落ちしたら、どんな事故が起こるかわからないから、放っておけない。

  　妹を守るためにも凛世を守るためにも、俺はとりあえず今は、凛世の希望を聞き入れておくしかないのだ。

  　俺がそんなことをあれこれと頭の中で考えているのを、凛世はイライラした目でにらみつけていたが、突然プチンと忍耐の糸が切れた音がした。

  「そんなに悩むことないでしょ、このわたしと駆け落ちするのが嫌だなんて絶対に言わせないから！　いいから、すなおにわたしと駆け落ちしなさいって！」

  　凛世は俺の肩をつかむと、いきなり芝しば生ふの上に押し倒した。

  「……えっ？」

  　とっさのことに俺は抵抗すらできず、ベンチごと引っくりかえった。凛世は、そんな俺の上に馬乗りになる。張りのある太ももで腰骨をはさまれてしまい、俺は完全に動きを封じられてしまった。

  「うんって言うまで、ここからどかないから！」

  「子供か！　どんだけわがままだ！」

  「クレジットカードで足がつかないよう、お金もちゃんとおろしてきたし、目撃者が出ないよう服だって家族に秘密で買っておいた新しいものだし、わたし本気なんだから！　本気で、兄貴さんと駆け落ちするつもりなんだから！　わたしがこんなに本気なんだから、兄貴さんに断るなんて選択肢は、一ミリだって与えてないんだからね！」

  　凛世は、「水中の格闘技」の異名を持つ水球のエースで、おしとやかな大和やまと撫なで子しこっぽい見かけのわりに、身体能力はかなり高い。写経と仏像プラモ作りが趣味の、仏教系男子の俺では、いろいろと勝負にならない。

  　とはいえ、仏教系男子だって草食男子とはいえ、いちおう男子のはしくれであるから、非暴力であっても不服従なわけである。むしろ歴史上では延えん暦りやく寺じの僧兵のように、武力をふるって権力者と戦う草食男子ならぬ僧そう職しよく男子もいたのである。何が言いたいかというと、本当に拒否するつもりなら、俺の上に乗っかる凛りん世ぜを振り落として逃げることだってできたのだ。

  　でも、俺は凛世の手を振りはらうことはしなかった。

  「……お願い。いっしょに逃げて……」

  　ぽつん、と俺の胸に熱い水滴が当たる。うつむいている凛世の顔は、前髪で隠れて見えない。けれども、それが涙であるということは、明白である。

  　いつもどおり自分勝手でわがままで生意気な凛世ではあったが、それでも、凛世はうちの妹なんかにくらべるとずっと常識人だし、ガンコなだけに根がくそまじめな性格である。凛世が男嫌いなのも、そのくそまじめな性格に起因している気もするのだが、とにかく、くそまじめな凛世が思いつめたらロクなことにならないだろう。それも、プライドの高い凛世が俺の前で涙を流すぐらいなんだから、よっぽど深刻な事態であるということだ。ここは凛世の希望に沿って、同行して、その上で説得にあたるのが一番だろう。

  「わ……わかった。いっしょに駆け落ちするから、まずそこをどけ。重い」

  　ほんとは、細身の凛世はすごく軽かったんだけど、俺の腰の上に凛世の張りのあるお尻しりがふたつ置かれている状況というのは、ひじょうにまずい。ふだん男とつきあっていない凛世は、そういうあたりがすごく疎うといんだと思うが。

  「ほんとに？　わたしと駆け落ちする？」
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  　凛りん世ぜの表情が、子供のようにぱっと明るくなった。ホッとしてるようにも見えた……俺に断られたらどうしよう、って不安だったんだろうか。迷子の子犬じゃあるまいし。いや、俺の上からどいて俺のそばで芝生に座ってる凛世は、しっぽをぱたぱたさせて遊んでもらうのを待ってる子犬のようではある。いつもはツンツンしているのに。

  「兄あに貴きさん、これ、逃走資金よ。いくらでも、じゃんじゃん使っちゃって」

  　凛世がそう言って俺に手渡した財布は、二つ折りのシンプルめでかわいい財布だったが、お札でパンパンにふくらんでいた。その丸みや、ずっしりとした持ち重みといい、野球ボールにそっくりな持ち心地なのだが、いったいいくら入ってるんだろうか？　小遣い一か月五千円の俺ごときからすると、こんな財布、持つだけで手が腫はれそうである。とりあえず、いくら入ってるか聞いたら怖くて預かれないので、俺は何も聞かず、財布をポケットに入れた。財布がふくらみすぎていて、ねじこむのに少し苦労した。

  「とりあえず、どこへ行くか……」

  　ゆっくりと腰を落ち着けて、凛世を説得できる場所がいい。かといって、カラオケボックスの個室とかに女子と二人で（それも混乱して判断力の落ちた年下の女子と）入るのは、思慮ある年上の男として、風紀と道徳に反している。そして、考えている俺を凛世は、ワクワクした期待をこめて見つめている。どうしようか……と、俺が頭を悩ませていた、そのときだ。

  

  　ばばばばばばばばばば！

  

  　銃の乱射のような、ものすごい音がした。俺は思わず耳を押さえてしゃがみかけたが、凛世は厳しい表情で立ちあがり、顔を上げる。台風のようなすさまじい風が屋上を襲い、凛世の長い黒髪や、ウエディングドレスのような白いワンピースのすそが激しくひるがえった。

  　俺も耳を押さえながら、凛世の視線の先を目で追う。そこにはヘリコプターが一機、ホバリングしていた。近所で交通事故などが起こったとき、新聞社の取材ヘリが飛んでいるのを見たことがあるが、こんな低空を飛ぶはずがない……と違和感を抱いていると、そのヘリから拡声器を通して声が聞こえた。

  「凛世お嬢様を発見した！　至急、東ひがし鳥とつ取とりの荘しよう社長のもとへお届けしろ！」

  　おいおい、家出娘を探すのにこれって、刑務所から凶悪殺人犯が脱走したってここまではしないだろう、まったく金持ちっていうのはどうかしている。

  「逃げるわよ！」

  　嵐のようにうるさいヘリコプターのローター音に張りあうように、凛世が叫んだ。

  「どこに」

  「言い直すわ、どこに逃げればいいのかわからないから、わたしを連れて逃げて！」

  　凛世が、俺の腕を両腕でぎゅっと抱きしめた。

  

  　凛りん世ぜを実家に帰すのが最善の方法だとは思っているから、ここで凛世をお迎えの手に渡せば、俺もこのわけのわからない駆け落ちにつきあわずに済んだかもしれない。

  　けれど、プライドの高い凛世に、こんな犬の首に縄をかけて引っぱっていくようなことをしたら、事態は修復不可能なレベルにこじれてしまうだろう。俺の選択肢に許されたコマンドは、凛世を守って逃げる、の一択だったのだ。

  「わかった、ついてこい！」

  　俺は、凛世の手をぎゅっと握った。凛世はハッと驚いた表情を浮かべたが、すぐにその顔に朱がさしてきた。まるで、白雪につつまれた富士山が、初日の出の朝日に照らされて赤く染まるかのごとくである。

  　凛世は何も言わなかったが、かわりに俺の手を、ぎゅっと握り返した。

  　俺はすぐさま、屋上を離れ、ビルの階段を一気に駆け下りていく。

  （このビルの屋上にヘリポートは無いから、ヘリから人が降りるには、縄なわ梯ばし子ごを下ろすか近くのビルのヘリポートに止めるか、いずれにせよ時間がかかる。だから問題はヘリコプターからの追っ手じゃなく、その連絡を受けておそらく周囲に散らばっているであろう追っ手だ）

  　走りながら、俺は光速で考える。まず、風になびく凛世のこのサラサラヘアをどうにかしなければならない。周囲の全てに無関心なはずの冷たい都会人すら、思わず振り向かせる威力を持つ凛世の美び貌ぼうは、逃走したいときには不向きである。全員が目撃者になってしまう。

  「凛世、このリボン取るぞ」

  　階段から駅の通路に出る直前、俺は凛世がいつもヘアバンドにしているリボンを外し、長い髪を後ろから上げて前へ持ってきた。すると何ということでしょう、ウエディングドレスのようだった白いワンピースが、たちまち貞さだ子こ風味に！　余談だが、貞子とはホラー映画『リング』に出てくる幽霊で、妹もしょっちゅうＤＶＤを観てるが、怖すぎて深夜に俺の部屋に来て観るのでとても迷惑である。

  「兄あに貴きさん、これじゃ前が見えないんだけど」

  「顔を隠さなきゃ見つかるだろ、俺が手を引っぱるからついて走れ」

  　俺は凛世の手を引いて、駅のコンコースをまた走りだす。凛世は前がよく見えなくて不安なのか、たったひとつの頼りである俺の手を、離されまいとしてぎゅっと強くつかんでいる。水球部の凛世の握力は、水の中で激しくもみあいながらもボールを離さないレベルなので、とにかく強い。それが必死に俺の手を握ってるのだから、握りつぶされそうに痛い。

  　それなのに、凛世が俺の手を握る手の力が強いほど、俺の手の中の凛世の手が細く小さく弱々しく感じるのは、なぜだろうか。小学生のころ、生意気三ざん昧まいだった妹がおぼれたときに、俺の手の中で冷たくて、細くて小さくて、まるで溶けて消えていく雪を抱いているようで、不安だったことを思いだした。凛世の手に、俺はそのときと同じ不安を感じていた。

  （生意気でもツンゴラでも、妹と同じ、まだ高校一年生の女の子なんだ。それに、お金持ちで帝王学を学んで、将来すごい権力を手に入れるかもしれなくても、それゆえに世間知らずで、自分がどうやって逃げればいいのかさえわからないんだ。俺が助けてやらなくちゃ……）

  　凛りん世ぜの手が俺の手の中から消えていないことを何度も確認しながら、俺はそう思った。

  

  　最初に俺が向かったのは、ホームだった。まずは電車に乗る。ラッシュアワーが少し過ぎたとはいえ、まだ人が多かった。どこに追っ手がいるのかわからない状態で、俺はドキドキしながら、東京駅に向かった。

  「遠くへ逃げるの？」

  　混んだ車内で人にもまれて立ちながら、凛世が小さな声で俺にたずねた。

  「って思うよな、ふつう。だからさ」

  　俺は凛世といっしょにみどりの窓口に行くと、奈良行きの切符を買った。京都までは新幹線、そこから在来線である。

  「あっそうか、奈良に行くのね！　兄あに貴きさん、仏像やお寺を見に行くので慣れてるからね？」

  「うん、まあな」

  　どこでだれが聞いているかわからないのに、いささか不用意すぎる凛世の発言を、俺はとくにいさめることも否定することもなく、ぶじに切符を買って指定席も取り終えた。そして、凛世といっしょにホームで待った。

  　ラッシュのピークを過ぎて、ホームには人がまばらだ。待っていると、車両二個分ぐらい離れたところ、売店の裏に数人の人影が見えた。黒いスーツにサングラスという、明らかに怪しさ満載の男たちで、携帯でずっとだれかとしゃべっているのに、視線だけはこっちに向いている。俺は気づかないふりをしながら、ちらちらとそいつらを観察していた。

  （追っ手みたいだな。すぐに飛びかかってこないのは、ホームにでも飛び下りられたら困るからだろうな……だとすると、凛世の身柄を確保しにくるのは、新幹線が来た後か）

  　凛世に追っ手の存在を伝えると頭に血がのぼって何をするかわからないから、前髪でまわりが見えないのをいいことに、俺は黙っていた。

  　やがて、新幹線が入ってくる。俺たちが乗りこんだのを確認してから、売店の陰の男たちが二手に分かれた。たぶん、俺たちを挟み撃ちにする位置から乗車するつもりだろう。でも、そんなことはすでに予想の範囲内だから、焦あせりはしない。

  「凛世、ここ入るぞ」

  　俺は通路にある男子専用トイレのドアを開け、凛世を押しこんだ。そして、俺もいっしょに入る。男子専用トイレは思いっきり狭くて、大人の男が一人ぎりぎり立てるぐらいの広さだ。でも、体格があんまりよくない仏教系男子の俺と、細い凛世なら、何とかぎゅうぎゅうにつめれば入れる。

  「な、何、兄あに貴きさん、まさかここに入ったまま京都まで行くとか……」

  　密着した室内で、凛りん世ぜの腕も胸も、俺にくっついている部分は全部圧迫されてつぶれている。それが苦しいのか、凛世は圧迫感から逃れようとして身をよじるけれども、狭すぎてびくとも動けない。

  「バカ、動くな。物音を立てるなよ」

  　俺が耳元でささやいた瞬間、俺に密着した凛世の体が、ぴくんと小さく跳はねた。

  「やだっ、近……耳に息かけないでよ、バカ！」

  「近いんだからしかたないだろ、ちょっと静かにしてろ」

  「だって、やだ、ちょっと、近いっ……」

  　凛世の声が震ふるえている。ツンゴラ凛世なら、嫌いやなら状況を読まずに大暴れしてでもここから飛び出すこともやりかねないのに、全身をこわばらせてじっとしている。見つかりたくないからがまんしてるのか、と思ったが、肩も小さく震えていることに俺は気づいた。

  　これは、ひょっとして怖がってる？　そういえば、ふつうに（ゴラゴラしてはいるが）俺としゃべったり、妹のところに遊びにくるついでに俺ともつきあいがあるのでうっかりしていたが、凛世はかなりの男嫌いなんだった。

  　凛世の心臓がドキドキしているのが、肌をとおして伝わってきた。凛世の顔は真っ赤で、今にも泣きそうに、唇くちびるをきゅっと嚙かみしめている。凛世のくせに頼りなくて、俺はかわいそうになってしまった。

  「心配するな、仏の道に反するようなことは何もしないって。それにおまえは妹の友達で、つまり妹みたいなものなんだから……大丈夫だから」

  　すると凛世は、顔は真っ赤なままだったけれど小さくうなずいたので、俺はホッとした。

  　とにかく今は、うまく追っ手をやり過ごせるかどうかが最重要である。俺はあくまでも冷静さを失わないよう、深呼吸をしてつとめて呼吸を落ち着かせながら、じっと耳をすませていた。

  　ばたばたばた、と走ってくる足音が聞こえる。ぴくん、と凛世の体が小さく跳ねた。追っ手だ、と気づいたようだ。

  「兄貴さん……」

  「シッ、大丈夫だから」

  　俺はささやく。遠くで、数人の男の声がする。

  「この車両にいないのか？」

  「いるはずだ、奈良までの切符を買ってるのを確認してある！」

  「ここから乗って後ろに移動したか？」

  「探せ探せ！」

  　足音が去る。新幹線の停車時間も、そろそろいっぱいだ。俺はドアを開けて、何も言わずに凛世の腕を引っぱった。凛世はびっくりしていたが、そのあたりの反応のよさはさすがに水球で培つちかったチームプレーと運動能力の高さなのか、すぐに察して俺についてきた。

  　俺は、一個前の車両に移動する。プルルルル、と発車の合図が鳴り終わると同時に、閉まりかけたドアから外へ飛びだした。

  　プシューッ、と音がして、ドアが閉まる。そのまま、新幹線はすべるように走りだした。

  　ホームに残っている人はいない。追っ手は新幹線とともに、連れ去られてしまったのだ。

  「よし、成功」

  「何が成功なの？　新幹線に乗れなかったじゃない、奈良に逃げるんじゃなかったの？」

  　焦あせっている凛りん世ぜに、俺は説明した。

  「奈良に逃げる、と見せかけて近場に逃げるのさ。あいつらは新幹線が京都に着くまで、車内を必死に捜す。在来線に比べて新幹線は、トイレが多いし洗面台もあるし隠れるところが多いから、捜すのに時間がかかる。しかも７００系車両十六両編成の全長は四百メートルにもなる。ふつうに平地を歩いても六分かかる距離……要するに、捜すのにものすごく時間がかかる。で、京都に着いてしまったら、俺たちにまかれて逃げられたと思って、今度は奈良を捜す。見当違いなところで、必死に捜しといてもらうのさ。それに近場にいるほうが、俺たちには情報が入りやすいから逃げやすいってわけだ」

  「……兄あに貴きさん、頭いい」

  　凛世が、ぽかんとした顔で俺を見ている。こんなにすなおに褒ほめられるなんて、ちょっと意外だ。

  「でも、仏とか悟りとか言ってる人が、そんなトリッキーでずる賢いのって、いいの？」

  「仏教には、噓うそも方ほう便べんっていう考え方があるんだよ。方便ってのは、悟りへいたる方法のこと。噓でも、悟りの役に立つならＯＫってこと。昔、ある女が子供を亡くして悲しんでいると、お釈しや迦か様が『生き返る薬を作ってあげよう』と」

  「そんなのあるわけないじゃない、噓ついたの？」

  「そう。で、『そこで、材料になるカラシ種を持ってきなさい。ただしそれは、今まで死人が出たことの無い家のものでないといけない』。そんな家はどこにも無くて、そこで女は、人間はだれでも死ぬもので、みんな同じ悲しみを抱えながら生きてるってことを悟っ……」

  「気持ちよさそうに仏教の講釈をたれてるところ悪いけど、ほかに追っ手がいないともかぎらないんだから、さっさとここを離れたほうがいいんじゃない？」

  　凛世が冷ややかなツッコミを入れた。くそっ、あと『たのだった』だけ言えば、終わりだったのに。

  　俺たちはすぐにタクシー乗り場まで移動してタクシーを拾い、足取りをつかまれないよう念のためにバス停から少し離れたところで降りて、バス停まで歩いてからバスに乗りかえた。

  「このバスって、どこに行くの？」

  「大丈夫、俺が知ってる」

  　追っ手がどこかにいて聞かれたらいけないと思って、俺はそれだけ答えた。すると凛りん世ぜは、それきり何も聞かなくなくなった。ただ、東京駅をタクシー乗り場まで走ってるときに、いつの間にか凛世がはぐれないように俺の手を握っていたんだが、バスの座席に座っても、まだその手は握られたままだった。それで、俺たちはバスの座席に並んで座ることになった。本当は、目立ちたくないからばらばらに座りたかったんだが。

  　そして凛世の手の力は、バスに乗っているあいだにも、どんどん強くなっていた。俺に置いていかれまいとしてるんだろう、と走ってるときは思っていたんだが、どうしてまだ手を握ってるんだろう。いや、冷静に考えれば走ってるあいだだって、草食系ならぬ僧そう職しよく系男子である俺よりも、名門水球部で一年生にもかかわらずレギュラーを取ってる凛世のほうが、ずっと足が速いはずなんだから、手を握る必要なんて無かったのではないか。そういえば妹も、俺が妹を振りはらおうとして必死にゼエゼエハアハア言いながら走ってる横を、息ひとつ乱さずベッタリくっついて走ってきたことがあるし。

  　じゃあ、なんで凛世は、こんなに俺の手をきつく握るんだろう？　逃がすまいとしてるにしても、俺が逃げたってすぐに追いかけて捕まえられるだろうに……？

  

  　バスの窓の外の景色は、低いビルが立ち並ぶ郊外の街並みから、やがて山道を上がりはじめて、視界が緑で覆おおわれだした。

  　山道の舗装が悪くなりはじめ、バスががたがた言いはじめたとき、やっと俺は凛世に言いだすことができた。

  「あの……凛世、もう手、離してもいいんじゃないかな。乗客、俺たち二人だけになったし……」

  　すると凛世も、そのときはじめて気づいたのか、びっくりした顔をして、それからうつむいた。白い首筋が、カーッと赤くなっていくのが見えた。

  「あの……兄あに貴きさん、このバス、どこに行くのかそろそろ教えてくれる？」

  「比ひ叡えいと高たか野のが、俺が妹にひっつき倒されてるのを見捨てて二人で寺めぐりに行ったときに見つけたっていう旅館。たしか、玉たま藻も旅館とかいうところ。都内なのに地形の関係で携帯の電話が届かないらしいから、いいと思ってさ」

  「携帯の電波って、わたしはＧＰＳで追われないように部屋に置いてきたし、兄貴さんは携帯を持たない派でしょ？」

  「いや、ほかの宿泊客がツイッターにＵＰしたりして、嗅かぎつけられたら困るだろ」

  「有名人でもない人間が宿屋にいるからって、ツイッターに上げる暇ひま人じんはいないでしょ」

  　それは正論である。凛世は大金持ちの娘ではあるが、メディアに露出していないから、一般人はそんなことは知らないし。ただ、心配のひとつはその大金持ちの娘が失しつ踪そうしたといってテレビなどで大々的に報道されたときがヤバいということ。もうひとつは、そこらの有名人が束になってかかってもかなわないような美少女である凛りん世ぜを、思わずツイートしてしまう人間がいるかもしれないということである。

  　でも、そんなふうに説明するのはとうてい恥ずかしすぎることだったので、俺は何も言わなかった。そして俺がだまっていると、凛世も何か緊張したような表情になって、何もしゃべらなくなった。いつもの凛世なら、もうちょっとしつこく（しかもおまえは雲の上から人々を見下ろす神かと思うほどの超上から目線で）聞いてくるはずなのだが……。

  

  　俺たちがバスを乗りついで、そこからさらに車も通れない細い山道を一時間も歩いてくだんの旅館についたのは、昼の三時ごろだった。三時といえばまだ昼間だが、このあたりは山かげになっていて、もう日没後のような暗さである。空の明るさも、うっそうと茂る木々の葉にさえぎられている。

  　凛世は白いワンピースにサンダルという高原のお嬢様みたいなファッションなのに、山道を一時間も苦も無く歩けるのは、さすが水球部の走りこみで足腰を鍛えているだけのことはある。ただ、まだ九月のはじめでもあり、さすがに暑いので、顔にかかる髪の毛が汗で張りついてうっとうしいらしく、途中で俺が外したリボンカチューシャを結び直していた。まあ、こんな山奥で通行人に目撃される心配もないだろう。

  　実際、通行人どころか、むしろ、ここに人がいるのかどうかと心配になってくるレベルだった。舗装されていない山道は、夏のあいだに草が生いしげったままになっていて、生活道路というよりもけもの道状態だったからだ。

  「これって、ひょっとして夏のあいだにほとんど客が来なかったんだろうか……」

  　仏像めぐりをする僧そう職しよく男子には、文科系でありながら、ちょっとしたワンダーフォーゲル部ぐらいの移動をこなす者もいる。磨ま崖がい仏ぶつは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに掘られているし、落おち人うどの隠れ里の秘ひ仏ぶつのように山また山を越えて見にいかなくてはならない仏像もある。山から山へ天てん狗ぐのように飛びまわる修しゆ験げん道どうも、もとは山岳仏教の流れをくむものである。

  　要するに、仏教系男子はけっこう山ボーイであるのだが、その山ボーイの俺から見ても、これはちょっと人じん外がい魔ま境きようかもしれない。一人で、もしくは比ひ叡えいや高たか野のといっしょに来たのならば、俗世のよどみから切り離されて悟りを開くのにぴったりの場所だ、とうれしく思うかもしれないが、今回、俺は保護すべき凛世を連れているわけである。

  （旅館が無くなってたらどうしよう……電話で確かめてから来たほうが、よかったかな）

  　そんな不安にかられながら歩いていると、やがて重なるような深い木々の葉のむこうに、何やら苔こけむした建物が見えてきた。

  　それは、重厚な瓦かわら屋根の古民家だった。破風がいくつもあって、小さな城じよう塞さいのように見える。道後温泉の建物に似ている。立派な門がまえには、大きな一枚板の看板に堂々たる太い墨書で「玉たま藻も旅館」とある。やった、ここだ！

  　でも、土壁は落ちているし、瓦かわらは半分くずれていて、くずれたところから草がぼうぼうと生えている。かなり荒れ果てているのだが、これは営業してるんだろうか……？

  

  　心配になりながら門をくぐり、玄関に入って、

  「すみませーん！」

  　と呼ぶと、奥から女将おかみさんが、

  「へいへい、ただ今」

  　としゃがれた声で答えながら、両手を太ももに置いた姿勢で小走りにやってきた。

  　真っ白い髪を結いあげ、銀色の着物を着た老ろう婆ばで、細く光る目で俺を見る。

  　ふと俺は、この旅館の名前「玉たま藻も」というのが、伝説の妖よう怪かい・九尾のキツネが人間に化けていたときの名だ……ということに気づいた。いやまさか、まさかとは思うが、けれども女将さんの風ふう貌ぼうや物腰は、キツネが化けていると言われたらいかにも信じてしまいそうな雰囲気をかもし出している。

  「へいへい、遠いところを、どうぞいらっしゃいませですじゃ。お食事ですかの？　お泊まりですかの？」

  　最近のおばあさんというとナウな巣す鴨がもでチキンナゲットをつまんでたりしているものなのだが、夏休みにたまに放送しているこの日本昔話みたいな語尾は、山奥の隠れ宿っぽさを演出しているのだろうが、いささか不自然ではなかろうか。やっぱり、もしかして正体はキツネ？　ひょっとして俺は……キツネに化かされてる？

  「泊まりでお願いします。二部屋で……」

  　いささか躊ちゆう躇ちよしながらも、俺は指で「２」と示した。するといきなり、横から凛りん世ぜが俺のこぶしを握りつぶすような感じで「１」にさせた。痛い痛い、指が折れる！

  「一部屋でいいです」

  　凛世は、きっぱりとそう言った。女将さんはニマッとふくみのある笑みを浮かべて、

  「へい、一部屋承りましたですじゃ。相部屋ですじゃね、今準備してまいりますので少々お待ちくださいですじゃ。イヒヒッ、若い人はよろしいですじゃねえ、ヒッヒッヒッヒ……」

  　女将さんは薄暗い廊下の向こうへ消えていく。着物姿のその背中に、フサフサのキツネのしっぽが見えるような錯覚におちいりそうだ。きしむ廊下を歩いていく女将さんの足音がすっかり聞こえなくなると、ようやく凛世は俺の手を離してくれた。

  「なんで一部屋なんだよ」

  「別にいいでしょ」

  「一部屋って、俺は外で寝ろとかそういうことか？」

  　いくら凛世の金で泊まるとはいえ、それはちょっとひどくはないだろうか。でも、ドＳツンゴラな凛世ならそれもありえなくはない話だったので、俺は、虫よけスプレー売ってないかな……と玄関まわりを見まわしたのだが、凛りん世ぜがぶっきらぼうに答えて言った。

  「そんなわけないでしょ。二人で一部屋よ」

  　……ええーっ？

  　俺はぶっ飛びそうになったが、ぐっと足をふんばって、必死に姿勢を保った。

  「ちょっ、待て！　ここは旅館だぞ？」

  「わたしをバカにしてるの？　ここがニャーニャーランドにでも見えてると思ってる？」

  「ここがニャーニャーランドに見えてたら、『やっぱり俺たちはキツネに化かされてた、逃げろ！』って言うぞ。じゃなくて、おまえがいつも宿泊しているであろう高級ホテルのスイートルームみたいに、いくつも部屋があるわけじゃないんだぞ？　旅館っていうものは、基本的に和室一室なんだぞ。ふすまで隔てられた窓際のラウンジ部分はあっても、寝室は一部屋だけなんだぞ？　お高い離れの部屋でも一棟一室、つまり部屋は一つだけなんだぞ？」

  「わかってるわよ、日本旅館ってそういうものでしょ」

  「わかってるのかっ？　寝るとき、同じ部屋で俺とおまえが寝るんだぞっ？」

  「今日きよう子このところに泊まったときも、同じ部屋で寝てたじゃないの」

  「あのときはほかに何人もいただろうが！　今回は、俺とおまえの二人だけなんだぞっ？」

  「僧そう職しよく男子の兄あに貴きさんなんだから、別に何もしやしないでしょ」

  「そ、そりゃもちろん何もしないが……！」

  「わたしは、妹と同じようなものなんだしね。妹に、何かするわけないものね」

  「そりゃそうなんだが、俺の自制心の問題じゃなくて、客観的に見て嫁入り前の娘さんが、よその男と同じ部屋に泊まったとか[image: ]うわさになったら、将来結婚のときに困るんじゃないかと、俺はおまえのほうを心配してるんだが」

  　俺は心からそういう気持ちで凛世を説得しようとしていたのだが、どういうわけか、俺が凛世を心配する発言をすればするほど、凛世の切れ長の目は、三角に吊り上がっていく。

  「大きなお世話よっ！　兄貴さんが同じ部屋にいなきゃ、追っ手が来たときにだれが守ってくれるのよ！」

  「しー、声が大きい、女将おかみさんに聞こえる。それに、だれが守ってくれるって、俺よりぜったい『水中の格闘技』水球部員のおまえのほうが、腕っぷし強いと思うぞ」

  「わたしを守るのが嫌いやだってほざくのは、この口かしらァァァ～ン？」

  　凛世が、俺の口を左右にびろーんと引きのばした。

  「いふぁいいふぁいいふぁい！　ひゃっぱり、おまへのほうが強いひゃにゃいか！」

  「とにかく！　全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて、わたしを守りなさいよね！　いいわね！」

  「他ひ人とを指さすな、失礼だぞ！　それが人にものを頼む態度かよ！」

  　まったく、駆け落ちを断られて世をはかなんで万一のことがあったら……などと、心配する必要などみじんもなかったようだ。つきあいはけっこう長いのに、凛世のこの、透きとおるような透明感あふれる色白の肌とか、ガラス細工のような繊せん細さいな美び貌ぼうとか、ふれると壊れてしまいそうな危あやうさとか、そういうものにうっかり騙だまされて弱々しいイメージが先行してしまうのだが、考えてみればこいつは女子校の友達が近所の男子校の生徒につきまとわれていたら、妹といっしょにぶっ飛ばしにいくような武闘派なのである。世をはかなむようなはかなさなんて、かけらも持ちあわせていないではないか。

  　そうは思っても、だからといって、ここで凛りん世ぜひとり置いて、全力で山を駆け下りて逃げるつもりにもなれない。えらそうに言いながらも、凛世がずっと、俺がどこかに行ってしまわないよう、俺から目を離さずじっと見続けているその目のせいかもしれない。

  「イッヒッヒッヒ、お待たせいたしましたですじゃ。お部屋の準備ができましたですじゃよ。夕食は五時ごろお部屋にお持ちしますから、当旅館自慢の露天風呂をお楽しみになるとよろしいですじゃよ」

  　女将おかみが戻ってきて、そう言った。露天風呂と聞いて、俺の胸がちょっとおどる。

  　今まで、大浴場的な風呂はそんなに好きではなかった。妹がおぼれたトラウマのせいで（そのこと自体は俺は忘れていたのだが）、無意識のうちに水を怖がっていたからだ。プールの授業は休んでいたし、プールの水を見るのも嫌いやだった。家の狭い風呂でさえ、好きではなかった。頭が水の底に潜る感じが嫌だった。

  　でも、妹がおぼれたときの状況を思いだしたおかげで、俺は自分の心の中の漠然とした恐怖を打破できた。俺にとって水が怖かった理由は、じつは「俺がおぼれる」ことではなく、「妹がおぼれる」ということだった。昔のことを思いだして、そこに気づいたのだ。だから、自分自身は水に入ってるわけじゃないのに、妹の水球の試合を見にいくのも嫌だったんだろう……妹が水の中に長い時間沈んだり、水の表面でばしゃばしゃ暴れて、まるでおぼれているかのようだったから。

  　で、今の妹はといえばご存じのとおり、水球部のフローターとして泳ぎまくっている。何も俺は心配する必要などない。俺のトラウマの原因が判明したおかげで、俺は今まで得体のしれなかった（つまり戦うすべを知ることができなかった）恐怖を、理づめで克服することができたのだ。

  　すなわち、今回の露天風呂は俺にとって、まっさらの心に戻って、生まれてはじめて楽しめそうなのである。

  　朝からずっと動き回っているし、汗もかいている。風呂に入ろうと思ったが、その前に、

  「あの、電話どこですか？」

  　女将さんの後について暗い廊下を歩きながら、俺はたずねた。板ばりの廊下はひんやりと冷たく湿って、一歩踏み出すごとにギイギイと板がきしむ音がする。

  「電話は部屋に内線電話があるので、電話番号の前に０をつければ外線に通じますですじゃよ」

  「電話番号の前に、０か」

  「ここは携帯の電波が来ないから、ご不便をおかけしますですじゃ」

  　不自然な語尾の女将おかみさんが、しゃがれた声で言いながら廊下を曲がり、縁側に出ると下駄にはきかえて、鯉が泳ぐ池のほとりに三棟ある離れのひとつに俺たちを案内した。

  「離れ？　いや、ふつうの部屋でいいんですけど……」

  　俺はあわてて、女将さんに言った。緑が豊かな日本庭園……というか、ちょっと夏のあいだ手入れをサボって緑が豊かになりすぎたジャングル庭園の中、腰をかがめた女将さんがニマッと笑って振りかえる。

  「ご遠慮なさらずともいいんですじゃよ。本館のほうは夏の台風でガタがきて、あちこち雨が漏もるのですじゃ。おかげで大浴場も改修中なのですじゃよ。ま、露天風呂は雨漏りは関係ないですから、安心して混浴をお楽しみくださいですじゃ」

  「ちょっと待ったぁ！　こっ、混浴ってどういう意味ですか！」

  　俺の声が、思いっきりひっくり返った。女将さんはニヤリと笑う。細めた目が、銀色に光る。

  「そんなに興奮しなくともよいんですじゃよ。お若いですじゃのう」

  「じゃなくて！　なんで混浴なんですか！」

  「露天風呂はひとつしかないのじゃから、当然混浴にならざるを得ないですじゃよ。ま、そう緊張せずに、お二人で仲良く入られるとよいですじゃよ。今日の予約はほかに入っていないので、ほかのお客様も来ないですじゃからのう」

  「いやいやいやいや！　一人ずつ入りますから、それはもうぜったい二人でなんか入りませんからっ！」

  　俺は、思いっきり全力で否定した。風呂だって、離れの部屋だって、凛りん世ぜと二人きりなんて、そんなことはとんでもない！　ほかの客がいないならなおさら、凛世と二人きりになってしまうことは避けたいのだ。

  　もちろん、凛世が俺なんかに妙な感情を抱くわけがないし、悟りをひらいた俺は女によ性しように興味などないし、まして相手は妹の友達だから妹みたいなものであり、しかも凛世は以前俺に、お兄にいちゃんになってほしいと言ってたし。

  「わあっ、この部屋がすてきだわ！　ねえ兄あに貴きさん、離れ、ここにしない？」

  　俺がぼんやり考えごとをしているすきに、後ろからついてきていたはずの凛世はいつの間にか俺を追いこして、三棟あるうちの真ん中の離れのほうへ向かっていた。ケロッとした表情をしているということは、先に行ってて、今の俺と女将さんの会話を聞いていなかったのだろう。聞かれなくてよかった……と、俺はホッと胸をなでおろした。

  　離れは三棟とも、本館に比べてかなり新しく、壁も障子もきれいだった。一軒一軒が小さな民家のようにていねいに作られていた。

  　凛世が心惹ひかれた真ん中の離れは、その中でも一番広く、軒先に張りだした本格的な縁側を持っていた。ほかの二棟の縁側は和室によくある、庭がわの板の間にテーブルとソファを置いてガラス戸で外と仕切った、サンルームのようなふつうの縁側だ。さすが凛りん世ぜ、こんなところでもお目が高い。そして、さっさと沓くつ脱ぬぎ石いしの上に下駄を脱いで、離れの部屋に上がっていた。

  「あ、うん……いいかもな」

  　部屋が一番広い、っていうのがいい。それはつまり、凛世と最大限の距離で離れていられるということだから。

  　女将おかみさんは庭に立ったまま、目を細めて笑う。

  「ほう、お嬢さん、お目が高いですじゃ。この部屋は当旅館で一番自慢のお部屋ですじゃよ。すぐに夕食の準備をしますですじゃ。あとは若いお二人でしっぽりとお楽しみくだされですじゃ、イッヒッヒ」

  　何なんだ、その「しっぽり」という淫いん猥わいな副詞は！　せっかく凛世は部屋に上がってのびのびしていたのに、それを聞いた瞬間真っ赤になって、固まってしまった。俺だって、この状況で沓くつ脱ぬぎ石いしに下駄を脱いで部屋に上がるのには、かなり勇気がいるじゃないか。せめて女将さんがいっしょに部屋に上がってくれて三人ならまだ緊張感もずいぶんましだろうに、あっという間に女将さんは消えていた。年のわりに、動作が素早すぎないか？

  　離れに上がるかどうか思いっきり逡しゆん巡じゆんして立ちつくしている俺の耳に、どこか遠くから、

  「コーン……」

  　と、からかうようなキツネの鳴き声が聞こえていた。
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  三章　俺と凛世が混浴風呂で二人きりな件

  

  　俺は、離れの部屋に上がった。

  　真新しい畳は草の匂においがして、さわやかだ。掃除が行き届いて丁てい寧ねいに雑ぞう巾きんをかけられた畳は、ひんやりと冷たくツヤツヤと光っている。

  「いい部屋ね」

  　凛りん世ぜが、珍しそうに部屋の中を見まわしながら言った。大金持ちの凛世がそう言うということは、古びてはいるけれど、けっこういい宿なのだろう。

  　そう言われて見てみると、テーブルは巨大な杉の木を輪切りにしたものである。旅館ではよくこんな木の輪切りを、テーブルにしたり、玄関に置いて衝つい立たてにしたりしているが、この旅館のテーブルはとくに大きいし分厚いし年輪も美しくて、なかなか立派なものだ。

  　部屋を眺めていると、女将おかみさんがワゴンを転がしながらやってきた。

  「お待たせしました、お食事ですじゃ」

  「あ、どうも」

  　女将さんを手伝おうとすると、

  「けっこうですじゃ、どうぞお座りくださいですじゃ」

  　と言われた。凛世はすぐテーブルに座り、俺は凛世の隣も真向かいも恥ずかしいので、対角線上のテーブルのすみっこに陣取った。

  　女将は、テーブルの上に次々に料理を置いていく。山菜の突き出し、キノコとタケノコの陶板焼き、ヤマメの塩焼き、牡ぼ丹たん鍋なべ、百ゆ合り根ねの茶ちや碗わん蒸むしなど、山の幸が見事に並ぶ。

  「わあすごい、おいしそう！」

  　その量と豪華さに、凛世は目を丸くする。お金持ちだと「ヤマメというものは塩焼きではなく本来甘かん露ろ煮にに云々」とか「キノコをのせるのにこの器では云々」とか鼻につくことを言いそうなイメージなのに、凛世はいつもわりとすなおに感動してくれる。ツンゴラで怒りんぼだけど、こういうところはいっしょにいて心地よい。

  「お召し上がりになられたら、食器はそのままにしておいてくださって、露天風呂のほうへお行きくだされですじゃ。そのあいだに、食器をお引きしておきますですじゃ。では、ごゆっくりどうぞですじゃ」

  　女将さんがぺこりと頭を下げて、ふすまを閉めた。

  　俺は、逃げるのに必死で朝から何も食べていなかったことに気づいた。ごちそうを前にして、おなかがペコペコで、胃がキリキリと切なく痛んだ。

  「よし、ごはん入れよう！」

  　俺はおしぼりで手をふくと、凛世の前から伏せた茶碗をパッと取り、俺の茶碗も取り、おひつを自分のほうに引っぱり、ふたを開けてしゃもじを突っこんだ。

  「あっ……」

  　凛世が小さく声を上げた。その手が、俺に向かって泳いでいる。

  「あっ」

  　俺も気づいた。つい、いつものくせでパパッとごはんをよそうモードに入ってしまったが、もしかして凛りん世ぜはごはんをよそってくれようとしていたのだろうか？　いつもえらそうなツンゴラ凛世がそんなことをするわけがないと、頭から決めてかかっていたゆえの無意識の行動だったのだが……妹の場合はいつも「兄あにっちーおなかすいたーごはんよそってー」なので、そのつもりだったのだが……。

  　凛世がばつの悪そうな顔をしているのを見ると、「ごはんをよそうのは女の子の仕事、なのに……」と、出遅れた自分を責めてるような気がして、でもここでしゃもじを渡すのも変なので、俺はあわててフォローした。

  「あっ、えと、凛世はお茶頼む」

  「あ、う、うん。お茶ね、うん」

  　凛世は、ちょっとホッとした表情になって、あたふたと湯ゆ呑のみが入ったカゴを取った。まさか、ツンゴラ凛世が俺にお茶をいれてくれる日が来るなんて。

  　凛世はカゴからガラスの湯呑み茶ちや碗わんを取り、女将おかみさんが置いていった銀色の保冷ポットを持ち上げて、そのままコップの上でかたむけた。しかし、麦茶は出ない。

  「あら？　あら？」

  　必死に凛世はポットを揺らす。俺は、茶碗に入ったごはんをしゃもじでポンポンと整えながら、指摘した。

  「ストッパーかかってるんだ、それ」

  「ストッパー？　どこなの？」

  　どうやら、お嬢様の凛世はこういうポットで自分でお茶をいれたことがないようだ。一般の学校に通っていても、お茶をいれる機会なんて調理実習のときぐらいだろうからなあ。いつもはクールでシャープな凛世が、旧式のポットを手にすごくモタモタオロオロしているのは、何だかふしぎな感じだ。

  「貸せよ、これだ」

  　俺はごはんが入った茶碗を自分と凛世のところに置くと、凛世の手からポットを取り、取っ手のところについている銀色のボタンを押してから、ポットをかたむけた。トポポポポ、と心地よい音を立てて、麦茶が湯呑み茶碗に注がれる。

  「はい、どうぞ」

  　俺は湯呑み茶碗を茶ちや托たくの上に置き、凛世の前にさしだした。で、自分の麦茶もいれていたのだが、なぜか凛世が飲もうとしない。正座して体をこわばらせたまま、じっとうつむいている。

  「どうした、ごはんよそったからもう食べていいぞ」

  「……麦茶もいれられないなんて」

  　凛世の顔は、よく見ると真っ赤だ。細い肩も、わずかに震ふるえている。

  「女の子なのに、ごはんもパッとよそえないし、麦茶もいれられないなんて、って思ってるでしょ」

  「いやいや、お茶いれとかごはんよそうとか女の子でなくても、男でもふつうにやるから！　お茶いれようとしてくれただけでじゅうぶんだって、妹なんて俺にカルピス作らせるばかりで、自分でやるときは原液飲んでるんだし」

  「でも、ポットも使えないなんて……」

  「よその家の道具の使い方がわからないなんて当たり前なんだから、気にするなよ。よその家の電子レンジなんて、十中八九、初しよ見けんじゃ使い方がわからないぞ。ダイヤルひねるだけのとか、ボタンだけのとか、ボタンで温度設定してからダイヤルひねるとか、ダイヤルで温度設定してからボタン押すとか、ボタン押してオーブンか電子レンジか選択したのちにボタンで温度設定してからダイヤルひねるとか……」

  「どうして兄あに貴きさん、よその家の電子レンジ事情にそんなに詳しいの？　どこの女の子の家に遊びに行ったの？」

  「比ひ叡えいと高たか野のんちだよ、俺が女子の家に遊びに行くわけないだろ。っていうか、途中で話変わってるぞ」

  「べっ別に気になったわけじゃないわよ！　麦茶いただきます！」

  　凛りん世ぜがいきなり怒って、麦茶を飲みほした。怒りながらも、右手で取った湯ゆ呑のみ茶ぢや碗わんの底に左手を添えるところは、育ちのよさを感じさせる。しかし、何で俺は麦茶をいれたぐらいで、突然テンションＭＡＸで怒られなけりゃならんのだ？

  　麦茶を飲みほした凛世は、まだ眉み間けんにしわを寄せて怒ったまま、俺と目を合わせたくないように庭のほうに視線をずらしていた。が、ふとその表情が変わる。子供のような驚きと好奇心。学校では、元気でくりくりした妹と並んで、静かでクールでしとやかな対照的なイメージを見せる凛世だが、俺といるときはちょっとガキっぽくなるような気がする。妹っぽいところもあるけど、少なくとも妹はこんなにツンゴラではない（そのぶんベタベタしてきて、それはそれでうっとうしいけど）。

  「兄貴さん、あれ何？　ひょっとして、粘ねん菌きん？」

  　凛世が指さした先は、庭のすみのほうにある朽木だ。手入れが行き届いていない感じでほどよく荒れ果てた一角にあって、風で折れてしまったようである。その折れた場所に、黄色いペンキをひっくり返したように、色鮮やかでドロドロした黄色いものがぶちまけられていた。

  「ああ、うん、あれは粘菌だな」

  「そうよね、小こ麦むぎが保健室のシャーレの中で飼ってるのと同じよね？　自然の中にあるの、初めて見たわ。自然の中では、こんなふうに生えてるんだ……」

  　凛世は縁側まで出て、目をキラキラさせる。それから、ふと長いまつ毛を悲しげに伏せた。

  「……世の中ってほんとに、わたしが知らないことがまだまだいっぱいあるのね。粘菌とか、ポットの使い方とか」

  「それ、いっしょくたにするのはどうなんだ」

  「わたし、まだ何も知らないのに……結婚なんてしたくない……」

  　凛りん世ぜはうなだれる。長い髪がサラッと音を立てて、貴き人じんのすだれのように凛世の顔を隠してしまったので、どんな表情をしているのか俺にはわからない。

  　もし泣いてたりしたら困るので、俺はフォローしようと思って、やや明るめに声を張った。

  「まあ、とりあえず食べろよ。冷めるぞ」

  「……うん」

  　凛世は元気を無くしながらも、すなおに料理に箸はしをつける。

  「……おいしい」

  　元気は無いけれど、おなかはすいていたようだ。細身だけれども、カロリーを大量に消費する水球をしているせいか、ぱくぱく食べる。けっこう食べる。妹も同じように食べるけれど、見ていて気持ちいいぐらいよく食べる。いっしょにごはんを食べていると、いっそうおいしくなる。

  「うん、おいしいな」

  　食べると、凛世も元気が出てきた。

  「おいしい！　兄あに貴きさん、このキノコ食べてみて、おいしいから！」

  「いや、それ俺のところにも同じのあるからいいよ」

  「わたしのキノコが食べられないっていうの？」

  「その絡み方はおかしいだろ！」

  　キノコを箸でつまんだまま、何とかしてそれを俺の口に突っ込もうとして、テーブルの上に身を乗りだしている凛世の攻撃を、俺はシャドウボクシング状態でチョウのように華麗によける。元気が出てきたのはいいが、元気になりすぎだろ。

  　ともあれ、凛世が元気が出てきたということは、ちょっとは気持ちが落ち着いたんだろうから、大事な話をするのは今しかないと思って、俺は話を切りだした。

  「それで、さっきの話なんだけど……その東ひがし鳥とつ取とりの荘しよう社長って人は、いい人なんだろ？」

  「ええ、わたしにもずっと優しく紳士的に接してたわ。いい人だから、断れないのよ」

  「いい人なら、いくら男が苦手でも、つきあってるうちに慣れてくるんじゃないか？」

  「だけど、十年も慣れなかったのよ。幼稚園くらいで、男子と友達になるタイプの女子と、男子が苦手なタイプの女子って分かれるでしょ？　わたしは後者だったの、別に男子に意地悪されたってわけでもないのに、何となく苦手だったの。言葉づかいが荒っぽいし、動きが雑で乱暴で、カバンを振りまわしててわたしに当たったり、わたしの椅い子すの後ろを通るときにひじでわたしの後頭部を直撃したり、トイレに行って洗ってない手でわたしのおもちゃをさわったり、泥だらけの手でわたしの髪の毛にさわったり、走りまわって顔から汗をポトポト落としながらわたしのお絵かきを後ろからのぞきこんでわたしの肩に汗をポトポト落としたり、顔も歯も洗ってなかったり、汚してばかりで制服を洗濯するのが間にあわなくて汚れて汗くさい制服でわたしの隣に座るとか……」

  　ああ、半分ぐらい俺にも覚えがあるので胸がチクチクする。とりあえず、きのうから新学期だったから、このワイシャツはまだクリーニングしたてで大丈夫だよな……と、こっそり自分のワイシャツをクンクンして確かめてしまう。

  「ささいなことかもしれないけど、わたしにはすごいストレスだったのよ。だから、極力男子のことは避けて、近寄らないようにして生きてたのに」

  「東ひがし鳥とつ取とりの荘しよう社長は、汗くさそうじゃないけどなあ」

  「ええ、いつも最高級のオードトワレをつけてるわ」

  「汗くさくも泥まみれでも幼稚園生でもないなら、東鳥取荘社長をほかの男子といっしょくたにするのはおかしいと思うが」

  「自分でもそう思うから、結婚を嫌いやがるのは悪いとも思ってるって、ずっと言ってるじゃない。でも、どうしても気持ちが動かないのよ。どんなに上手に料理法を工夫してもらってもナスが食べられないみたいに」

  　そう言って、凛りん世ぜは俺のほうに水ナスの浅漬けが入った小鉢を押してきた。

  「ナス嫌いなのか、うまいのに。……もらうけど。まずはマーボナスから始めるといいと思う」

  「だからナスのことも東鳥取荘さんのことも、好きになろうとがんばったけどダメだったから、好き嫌いするわがままな子だと思われたくなかったから、駆け落ちしたんじゃないの！　どうしたって、相手がだれだって、男子が苦手で近づかれるのも嫌っていう気持ちは変えられないのよ！」

  「その男子と駆け落ちしてるわけだが」

  「いいの、兄あに貴きさんは兄貴さんだから別口なの」

  「勝手な理屈きたぞ」

  「今日きよう子このお兄にいさんで、わたしにとってもお兄さんみたいなものなんだから、いいのよ。わたしだっていくら男が苦手でも、パパまで苦手じゃないもの。兄貴さんは僧そう職しよく系男子でじじむさいから、お兄さんっていうより、お父さんとかおじいちゃんみたいな感じのときもあるわけだし、だからこうやって頼ってるわけだし」

  　うぬぬ、それは褒ほめられているのか、けなされているのか？

  　とりあえず、凛世は本気で結婚するのが嫌みたいなので、そうするとやっぱり、断る方向で家族と話をさせるのが解決への糸口であろう。

  　俺は、燃える固形燃料の上でぐつぐつ言いはじめた牡ぼ丹たん鍋なべが煮えあがるのを待ちながら、部屋の中を見まわした。山水画の掛け軸がかけられた床の間に、古びた黒電話が置かれている。これが内線電話だろう。

  （たしか、０を回すと外線につながるって言ってたな……）

  　まずは、俺が朝の駅で行方不明になって心配しているであろう俺の家族に電話をかけ、事情を説明しよう。警察沙ざ汰たにでもなったら、さすがにあのノーテンキな妹でも、きっと心配するにちがいないからな。

  　それから凛りん世ぜを説得し、家に電話を入れさせよう。とにかく、逃げまわってばかりじゃ何も解決しないのだから。

  「ねえ、兄あに貴きさん。そこの箱って、何？」

  　凛世が、自分でおかわりのごはんをつぎながら尋ねた（ほんとに、気持ちいいぐらいよく食べるなあ……ごはんものどを通らない、っていう状態じゃないのは、心配せずにいいから助かるが）。

  　凛世が視線で示したのは、部屋のすみにある十四インチのブラウン管テレビだ。俺の部屋でも使っている。二〇一一年の地デジ化の後も、デジアナ変換で視聴継続中。もちろん新しいテレビは欲しいが、その前に俺の部屋にもエアコンが欲しい。

  「テレビだよ、視聴覚室とかにあるだろ」

  「ああ、あれ！　すごく古い時代のテレビなのよね？　骨こつ董とう品ひんみたいだけど、そのテレビってつくのかしら？　それとも飾り？」

  　凛世がもの珍しそうに目を輝かせて、丸みをおびたブラウン管の画面を見つめている。ぐぬぬ、その骨董品を俺は現役バリバリで使っているのだが。

  「たぶん、つくと思う。昔の旅館のテレビだから、百円いるけど」

  　俺は財布から百円玉を取りだすと、テレビの横についている黒い箱のような機械の中にチャリーンと入れた。すると、ブウウゥ……ンという低い音がして、しばらくすると画面に映像がうつった。とはいっても、携帯電話の電波も届かないような場所だから電波も悪く、画面には細かいノイズが入りまくっていて、ほとんど画像が認識できない状況ではあったが、とりあえずカラーのようである。音声も、ザリザリと雑音でうるさい。

  「すごい、砂嵐の中をカメラで潜入取材したのね。カメラマン、無事だったのかしら」

  　凛世は、柴漬けをポリポリ食べながら本気でそんな戯ざれ言ごとをつぶやいている。

  「これは砂嵐じゃなくてノイズだ。アンテナを調整したら何とかなるか……？」

  　テレビの上についている銀色の棒のようなアンテナを動かしていると、ふと、雑音のすきまから声が聞こえてきた。

  『……で、都立高校一年生の女子生徒の失しつ踪そう事件の続報です。家族・学校とも、家出する理由に心当たりはないということで、警察では誘ゆう拐かい略りやく取しゆの疑いもあるとして、同校二年生の男子生徒の行方を……』

  「はぁぁぁーっ？」

  　俺は思いっきり叫んでしまった。俺が凛世を誘拐したって思われてるのか？

  　追っ手は俺の顔を見てるんだから、誘ゆう拐かいなどという悪事を働くはずのない僧そう職しよく男子だと見抜けなかったのか？

  　いや、もしかしたらそんな僧職男子に逃げられたと報告したら失態になるから、よっぽどの凶悪犯みたいにナントカ社長に報告したのかもしれない。それなら、行方不明から半日で事件として報道されるのもうなずける。けど、納得がいかん。仏の道を極めようと日々努力している俺が、なんで極悪非道の誘拐犯にされなきゃいかんのだ！

  『〈ピーッ〉くんの印象でありますか？』

  　いきなり、テレビから聞いたことのある語尾がピー音混じりで聞こえてきた。うちの制服を着た男子生徒が二人、胸もとだけ映されている。プライバシーのため声を甲かん高だかく変えてあるけれど、もうその語尾が個人情報である。

  『いやー、誘拐なんて大それたことをするタイプではないと思いたいでありますが、でも誘拐したのは事実なわけでありますな～。最近なんとなく印象が変わったのは、いい方向に変わったと思っていたでありますが、もしかしたら悪魔マーラに心を囚とらわれて、極悪非道の犯罪者になってしまっていたのかもしれないでありますな～』

  　なんでだよ！　事実じゃねーよ、いきなり視聴者の第一印象から、俺を極悪人として刷りこんでどうするんだよ！

  『ですな～、誘拐など許せないですな。そのような悟りの道をはずれた餓が鬼き畜ちく生しようは、無む間げん地じ獄ごくに百回ぐらい落ちるといいですな～』

  　比ひ叡えいもかよ！　誘拐ってことばを信じるなよ、俺たち友達だろ？

  　つづいて、高たか野のの後ろにいた女生徒が証言した。

  『〈ピーッ〉さんと〈ピーッ〉くんは、はた目から見て仲がよかったですから、誘拐じゃなくてただの家出じゃないかと思うんですけど……』

  「美み奈な子こ先輩、ななな何言ってんのよっ、だだだだだれとだれが仲がいいってっ？」

  　凛りん世ぜがテレビとしゃべっている。やはりこれはみーなちんなのか、俺のアドバイスのおかげで仲直りできたようでよかったな、高野。なのに、その俺が凛世を誘拐したなんてことを信じるなんて、あんまりだ。みーなちんの爪の垢あかでも飲むがいい、裏切者。

  『いや、いつも顔を合わせるとケンカばっかりしていたから、あの二人は仲はよくなかったでありますよ～』

  『うむうむ、ケンカがこじれて誘拐したのかもしれないですな』

  　おいおい、せっかくみーなちんがフォロー入れてくれたのに、俺の人間性をドン底に叩たたき落とすんじゃねー！

  『きみたちは〈ピーッ〉くんの親しい友人とのことですが、行き先に心当たりはありませんか？』

  　レポーターの質問に、俺はドキッとした。

  　この宿はもともと、比ひ叡えいと高たか野のに教えてもらったところである。いや、本当に誘ゆう拐かいしたわけじゃないんだからビクビクする必要はないんだが、凛りん世ぜがまだ自分の気持ちを落としこめていない状態で、警察が来て強引に家に連れ戻されるというのは、いろいろよくない気がする。

  　もちろん、俺が誘拐犯だと誤解されたままというのは、俺も不本意だし家族にも申し訳ないし凛世の家族にも心配をかけてしまうわけだが、でも、俺のトラウマを解決するには俺自身で乗りこえなければならなかったように、凛世にも少し時間をやりたい気もする。凛世は気が強いし頭もいいけど、でもやっぱり、俺よりも年下のか弱い女の子なのだ。

  『行き先、でありますか……？』

  　高野も比叡も本気で考えている。いやいや、考えなくていいから、何をバカ正直に友達を売ろうとしてるんだおまえらは！

  　そのとき、

  『〈ピーッ〉のことだから京都か奈良だよ、ぜったい！』

  　まさかの妹登場！　顔は映ってないし、声も変えられているけれど、比叡と高野のあいだから割って入るそのド厚かましい行動パターンは妹しかいない。

  　だが、ド厚かましいながら、妹、いい仕事をしたぞ。新幹線に乗った追っ手は、俺たちを途中で見失って、もしかしたら新幹線に乗っていないか途中下車したかもしれない、と疑っているかもしれない。そうすると、もう一度東京駅で目撃情報を集めて、俺たちの足取りを追ってくるかもしれない。俺たちが「ぜったいに奈良に行った」と証言してくれることは、見事な情報攪かく乱らんである。

  『えっ何これ、テレビだったの？　カメラこれ？　これカメラ？』

  『レンズさわらないでください』

  　指紋のドアップのあと、カメラマンの声が入る。ものすごくイライラしている。

  『やっほー〈ピーッ〉ちゃん見てるー？　冬休み、〈ピーッ〉〈ピーッ〉ランドに連れてってあげるからねー♪』

  　妹は、顔をめいっぱい近づけてダブルピースをかました。顔を映すわけにはいかないので、テレビは全画面モザイクになって、何を映しているのかわからなくなってしまう。

  『すみません、離れてください、すみません』

  　カメラマンの必死の声が聞こえる。どうやらローカル放送で、カメラと音声の二人だけで取材にきているっぽい。

  　警察沙ざ汰たになったら心配するだろうなんて思っていた時期が俺にもあったが、それにしてもこれは想定の斜め上を行く妹のミーハーっぷりである。しかも警察沙汰どころか、兄がいちおう誘拐犯というシチュエーションで（そしてそれを妹自身も理解しているようなのに）このノーテンキさはある意味すごい。全国的にアホをさらそうがまったく気にしないその鋼鉄のメンタリティ、妹のほうが逃走劇には向いていたかもしれない。

  　その、うごめくモザイクの中から声がした。

  『〈ピーッ〉たん、〈ピーッ〉りんがいないんだから、今日は〈ピーッ〉といっしょに帰ろうですぅ。超おいしそうなケーキバイキングのお店、見つけてあるですぅ』

  　ぴくん、と凛りん世ぜの耳が動いた。声を変えてあるけれど、明らかにこの語尾も個人情報。

  『えっいいねー行く行く！　あたしも〈ピーッ〉がいないから、午後ひまだなーって思ってたんだ』

  『それはよかったですぅ、ではそのあとで〈ピーッ〉の部屋のかわいい粘ねん菌きんたちをご覧に入れるですぅ』

  『ありがとう、粘菌はいいや』

  『まあそうおっしゃらず、タマしーもタマむーも〈ピーッ〉もタマぴーも、みんなグチャドロしていて激プリティですぅ』

  　キイロタマホコリカビのタマきーだけピー音で消されているのは、何かやばい単語と勘違いされたようだな。ちなみにほかの三つは、シロタマホコリカビとムラサキタマホコリカビとピンクタマホコリカビ。むしろ現実的にやばいのは、小こ麦むぎが何らかのイケナイ配合を行って作ったであろう突然変異種のピンクであろうと思うが。

  『ありがとう、粘菌はいいや』

  『まあ、そういうことならケーキバイキングに全力のＬＯＶＥを注ぐですぅ。お邪魔虫の〈ピーッ〉のいぬ間に二人っきりの甘い時間を、〈ピーッ〉で〈ピーッ〉な〈ピーッ〉とか〈ピーッ〉とか、めくるめく〈ピーッ〉な〈ピーッ〉を〈ピーッ〉〈ピーッ〉〈ピーッ〉』

  　最後のあたり、ぜんぜん放送できなくなっとるがな！

  「ぐぬぬ、わたしがいないと思って小麦の奴～！」

  　凛世は怒りのあまり、茶ちや碗わんのごはんを箸はしでプスプス刺している。おいおい、行儀が悪いぞ。それにしても、友人が行方不明であろうが、チャンスがあれば妹を籠ろう絡らくしにいく小麦の通常運転っぷりは、腹黒策士の名にふさわしいといえよう。

  『あの、まったく別の話で盛りあがっているところ失礼しますが、京都か奈良……というのは、何か根拠が？』

  　レポーター、やっと仕事した。妹に対するその質問を、比ひ叡えいと高たか野のが横からかっさらう。

  『ああ、それは〈ピーッ〉くんは仏像が大好きで、そのへんはよく旅行したり旅行ガイドを見たりして、土地カンがあるからですな。ハーイ、〈ピーッ〉にゃん見てるですか～？　ピースピースですな～』

  『うん、ぼくも京都か奈良に行ったと思うでありますな。個人的には奈良の線が強いかなっと思うでありますな～、ゴールデンウイークに自分一人だけ行けなかったのを恨うらんでたような感じでありましたし』

  　ぐぬぬ、こいつら、追っ手をミスリードしてくれるのはうれしいが、何だかすなおに喜べないぞ。

  『なるほど、奈良ですか！』

  　ここで画面は、スタジオへ。苦虫を嚙かみつぶしたような表情で、女子アナが語る。

  『行き先は、奈良……容疑者の少年を知る人物は、行き先について、そのように口をそろえます。未確認情報ですが、容疑者の少年は奈良行きの切符を買ったという目撃証言もあります。取材班はこの後、奈良へ向かい、容疑者の少年、そして誘ゆう拐かいされた少女の足跡をたどります』

  　チャーチャラッチャチャー♪

  　音楽が流れた。ＣＭに入ったらしい。ノイズがひどくてろくに見えないのと、雑音がうるさいのとで（それはテレビ自体の雑音という意味もあるが、もちろん、俺と凛りん世ぜをめぐる周囲の雑音という意味でもある）、俺はテレビを消した。

  「ふー……」

  　これからどうしよう。とりあえず、家に電話をするという選択肢は無くなった。俺が誘拐犯扱いされてるってことは、電話したら逆探知されて一発で捕まってしまう。別に俺は悪いことをしているわけではないので、警察が来たって構わないのだが、凛世が困る。警察が来たら、強制的に家に連れ戻されてしまう。凛世には、考える時間が必要なのだ。

  　妹もあんまり心配してないみたいだし、今日のところは電話はやめておくか……などとあれこれ考えこんでいると、凛世がごはんのおかわりを入れながら（まだ食うのか！）俺のほうを不安そうな目で見ているのに気づいた。

  「どうしたの、兄あに貴きさん。ひょっとして、何かまずい状況？　わたし、家に電話したほうがいい？」

  「家に電話したら、すぐ警察が迎えに来る。考える時間もなく、家に帰らされることになるぞ」

  「わたし、家に帰ったほうがいいんじゃないの？」

  「そりゃ家に帰ったほうがいいさ、家出なんていいことであるはずがない。でも家に帰るには、まず凛世がこれからどうするかを決めてからでないと」

  「……兄貴さんに迷惑がかかるなら、わたし……」

  「俺のためじゃなくて、自分のために決めるんだ。きちんと自分で決めてから帰らないと、親のためとか相手のためとか言いわけして、自分で決めることから逃げたまま結局まわりに流されてしまう。そうしたら、結局その人生が気に入らなかったときに、また逃げなくちゃいけなくなるぞ。たった一回しかない人生を逃げつづけなくちゃいけなくなるんだ、最初に逃げてしまったら。だから、自分の人生を決める大事なときなんだから、逃げちゃいけない。やけっぱちになって短絡的な行動を取るのも、逃げなんだ。だから焦あせるな、俺は待つからゆっくり自分で考えて決めろ。俺にもだれにも遠慮せず自分で決めるんだ。決めたら家に電話して、家族にはっきり自分の意思を伝えろ。後悔しないように」

  　おっと、つい熱が入って長ゼリフになってしまった。こんな長いセリフを一方的にまくしたてた相手が妹なら、途中で眠りこんで「ごめん、『俺のためじゃなくて』あたりから聞いてなかった」と言ってはばからないところである。凛りん世ぜのようすをうかがうと、呆ぼう然ぜんとした顔で俺を見つめている。ああ、やっぱりセリフが長すぎて、途中で心ここにあらずっぽくなってしまったんだな、と俺は反省した。

  「……っこいい」

  「え？」

  　凛世がぽつっとつぶやいたことばがよく聞き取れなくて、俺は聞きなおした。すると凛世は、あわてて自分の口を押さえる。

  「べべべ別にななななな何も言ってななないわよっ？　なななななな何か聞こ聞こ聞こ聞こえたとでも言うわけけけけけけっ？」

  「ちょっと落ち着け、おまえはいろいろありすぎて頭に血がのぼってるんだ、だからいきなり駆け落ちしたりするんだ。それと、おまえは確かに『濃いぃ』と言ったが」

  「あっ、『濃いぃ』。そうよ、『濃いぃ』って言ったのよ、山の料理って味が濃いのよね、保存食が多いから。甘辛煮とか味み噌そ漬けとか塩漬けとか、うん」

  　食べ物の味が濃いぐらいで、凛世は何をそんなに焦あせっているんだ？

  　凛世はいつも、短気で乱暴とはいえクールで冷静だ。妹はいつもばたばたしているけれど、それにくらべれば落ち着いている。いや、落ち着いていたはずだった。

  　なのに今の凛世はなぜか、妹以上にばたばたと落ち着きの無い印象だ。妹のことも、あまりにも天然で危なっかしくて放っておけないが、まさかしっかりしている凛世に対して同じ心配をしなければならなくなるとは、思ってもいなかった。凛世はしっかりしてはいるけれど、ふだんの自分の生活から逸いつ脱だつしたことに出合うと、とたんに適応力が無くなってしまうタイプかもしれない。

  「とにかく、落ち着け。山道を歩いて汗と泥だらけだし、せっかく入りたがってたみたいだし、これ食べたら露天風呂に行ってこいよ。日本人、肩まで風呂につかったら、いろいろ気持ちが落ち着くからさ」

  「露天風呂……」

  　凛世は一度、庭のほうを見た。松がうっそうと茂って、和の庭園というより、中生代のジャングルみたいになってる。そのジャングルの向こうに、もくもくと白い湯気が上がっていた。庭がかなり広いので、離れから少し距離がある。その距離を目ではかってから、凛世は言った。

  「……いいわ。入らなくても」

  「汗かいてるだろ。混浴らしいけど、ほかに客はいないって言ってたし、俺は部屋で留守番してるから、一人でゆっくり入ってこいよ」

  　凛世は、俺をじっと見すえている。そのままじりじりと、庭を背にする位置に移動している。なるほど、これは、自分が風呂に入ってるあいだに俺が逃げるかもしれないって心配してるのかな。

  「見張ってなくてもいいよ。俺、逃げたりしないから」

  「だっ、だれもそんなこと心配なんかしてないわよ！　博愛主義者の仏教男子な兄あに貴きさんが、困ってる人を見捨てるわけないでしょっ？」

  「そうだよ。なら、安心して風呂に入ってこいよ」

  「だって、もしわたしが一人になってるすきにさらわれたら、どうするのよ？」

  　凛りん世ぜは、所在無さげに箸はしの先でジュンサイの吸い物をかき混ぜながら、必死にすがるような目で俺を見つめている。無む我が夢む中ちゆうの逃走が一段落ついて、旅館でホッと一息ついているうちに、ようやく心細さがついてきたようだ。

  「冷静に考えて、凛世の戦闘力が百で、俺の戦闘力が三十とする。二人いっしょなら足して百三十かというとそうではなく、俺は足手まといになるから引いて七十だと思うが」

  「とにかく、わたしはぜったいに一人にならないんだから！」

  　凛世は箸を握りしめたまま、テーブルをドンと強く叩たたいた。まったく、いくら怒りんぼさんだとはいえ、何をそんなに怒ってるんだ？

  「……まあ、汗かいて体を一日や二日洗わなくたって、ちょっと汗くさくなってかゆくなって赤いポチポチが出るぐらいで、死ぬわけじゃないからいいか」

  　何気なく俺がつぶやくと、凛世の白い顔がカッと赤くなった。

  「お風呂入るわ！」

  「いきなりだな」

  「赤いポチポチとか言われたら、当然でしょ！」

  　何で怒られなくちゃならんのかわからないが、まあ、風呂に入る気になったんならよかったとしよう。

  

  　俺たちは食べ終わり、女将おかみさんの言うとおり食器はそのままにしておいた。ここで重ねたくなるのが人情なのだが、勝手な積み方をして割ってしまうといけないので、外食のときの食器は重ねないのが正解だ。とくに旅館の食器は数がそろっていないと使い物にならないので、一個割られるだけでも同じ食器が全て使えなくなってしまうという。

  　で、凛世のためにタオルを準備すべく、俺は入り口のほうへ行った。離れの玄関と部屋を隔てるふすまの近くに押入れがあり、その横に戸棚があって、白地に紺色でキツネの模様が描かれた浴衣ゆかたが二枚入っていた。

  「あったあった、はい、タオルと浴衣」

  　俺は、浴衣一枚と帯一本にタオル一枚を重ねて、凛世のほうに差しだした。

  「日本の旅館はこれが便利なんだよなあ。必ず浴衣とタオルが置いてあるから、何も持たずに来ても、とりあえず風呂に入ってきれいな寝ね間ま着きで寝られる。これは、風呂に重きを置く日本人ならではの文化だよな。欧米じゃ風呂に毎日入るわけじゃないし、体を洗うときもシャワーだけだったりするし、風呂に入っても泡がついたままバスローブでふくし。日本人は、お湯で温まったあとは上がり湯をして、洗い立ての浴衣ゆかたを着て、やっぱり世界でもダントツに清潔で潔癖な……」

  「しのごのしゃべってないで行くわよ、兄あに貴きさん」

  　なぜか凛りん世ぜは自分で浴衣とタオルと帯を一式手に取ると、浴衣を差しだしている俺の横をすり抜けていった。

  「あれ、凛世、これ渡そうとしてたのに……」

  「それは兄貴さんのぶんでしょ」

  「いや、俺は留守番してるから。あとで気が向いたら入るし」

  「貴重品は床の間の金庫に入れていけばいいでしょ、留守番いらないじゃない」

  「貴重品を心配してるわけじゃなくて、だな。大浴場が改修中で露天風呂しかないって、女将おかみさんが言ってただろ？」

  「もちろん言ってたわよ。兄貴さんったら、ほんの三十分ほど前のことも記憶があやしくなってるわけ？」

  「そうじゃなくて！　風呂が一個しかないんだから、一度に入れるのは一人だけだろっ？」

  「どうして？　混浴よ？」

  「いや、混浴でも、そういう問題じゃなくて、でも！」

  　俺は必死に叫んだ。

  　しかし、結局凛世に押しきられてしまい、俺はしぶしぶ露天風呂に向かったのだった。男嫌いのくせに、男である俺といっしょに露天風呂に入ろうだなんて、凛世は何を考えてるんだ？　妹も同然、と言ったって、妹とだって、高校生にもなっていっしょにお風呂に入ったりするはずがない。

  　それだけこの駆け落ちが不安なんだろうとも思ったし、露天風呂という名称に俺は戸惑っているけれど、水球部の凛世にとっては他人と同じ水に漬つかることに対して、さほど抵抗もないのかもしれない、などと俺はぐるぐる考えていたのだった。

  

  　露天風呂の入り口に、女将さんがカゴを持って立っていた。

  「お着替えをお持ちでないようですじゃから、洗濯して明日の朝お持ちしますですじゃよ。右が男性用の脱衣場、左が女性用ですじゃ。わたしは洗濯物をいただいたら洗濯場のほうへ行くので、ここには他にだーれもいなくなりますですじゃよ。だあぁぁあぁ～れもっ、ですじゃ。イヒヒヒヒ……」

  　女将さんめ、そんなこと言われたらますます緊張してしまうじゃないか。凛世は意味がわからないみたいで、

  「大丈夫です、兄あに貴きさんがいますから」

  　と、ピントがはずれた答えを返していた。「兄貴さんがいるからわたしは一人じゃないので大丈夫です」って意味なんだろうが、いや、ふつう若い男がいっしょのほうが危ないだろ？

  　男嫌いの凛りん世ぜだというのに、それだけ俺のことを信用してるのか、と思うと、ますます緊張してしまう。凛世はたしかに美人だけど、妹の同級生で親友なんだから、妹みたいなものなのだ、妹にドキドキするなんてありえないから。以前の俺はドキドキしていたけれど、兄としての自覚を思いだした今の俺は、悟りを開いたんだから……。

  「色しき即そく是ぜ空くう、空くう即そく是ぜ色しき……」

  　俺は必死に般はん若にや心しん経ぎようを心の中でとなえながら、自分自身にそう言い聞かせていたのだった。

  

  　脱衣場は狭いけれど、小ざっぱりとしていて使いやすかった。古い小さな扇風機が、天井でくるくる回っている。服を脱いで脱衣カゴに入れ、棚に置く。脱いでみると、かなり汚れがひどかった。山道で一度すべって尻しりもちをついたせいで、パンツまで泥がしみ込んで汚れていた。女将おかみさんが洗濯してくれて助かる。

  　裸になって、腰にタオルを装備した。このまま湯につかるのはマナー違反だから、もちろんそのときには外すけれど、素っ裸で凛世がいる風呂場に入っていくのは、マナーには違反していないかもしれないが、不道徳である。そもそも、男女七歳にして席を同じゅうせずと孔こう子しも二千五百年も昔から言ってるのに、席どころか風呂をいっしょにしてしまうわけで。

  　とりあえず、俺は腰タオルのまま、脱衣場の出口のところでじっと耳をすませて立っていた。凛世の裸を見ないためには、俺が後から入るしかない。

  　少し待つと、カラカラッ、と女子脱衣場の戸が開いた音が聞こえた。

  　ぺたぺたぺた、と敷石の上を歩く足音。たぽん、と水音……手て桶おけを湯に入れたのだろう。そして、シャパー、と軽い水音。脚に湯をかけたようだ。

  　次に、サパー、と少し強い水音が何度かつづく。おなかや胸のあたりに湯をかけている。最後に、ザバーとはじけるような水音。高さがある、ということは頭にかぶり湯をしたのだろう。

  　そして、ちゃぷん、と水音。ちゃぷちゃぷちゃぷん、と揺れるような水音がつづく。深いところへ移動してるんだろう。その音が止まったとき、凛世は湯に完全に漬つかったと判断して、俺は脱衣場の戸をカラカラッと開けた。

  

  　露天風呂はすごい湯気で、もうもうとしていた。

  　太陽が山の陰に落ちてしばらく経たつので、空には一番星二番星……五番星ぐらいまで、見えはじめていた。まだ満月になる前の、ふくらみかけの月が青ざめた空の中、真珠のように白く輝いている。空気がきれいなせいか月の光がとても明るくて、湯気が白く反射し、雲の海のようにもくもくしていたのだ。

  　その湯気のむこうから、かこん、と鹿しし威おどしの音がする。いかにも露天風呂という感じで、風情がある。風呂が暗いうえに、湯気が明るく光って立ちこめているので、凛りん世ぜがどこにいるのか見えない。でも、ちゃぷちゃぷと小さな水音だけが聞こえる。

  　その水音を聞いているうちに、俺の心臓はだんだん、鼓動を速めていった。何も見えないのに……いや、何も見えないせいで、逆にもろもろの想像というか妄想をしてしまうのだろうか。

  （どうしたんだ、俺！　悟りを開いていたはずなのに、凛世は妹も同じなのに、どうしてこんなにドキドキしているんだ？）

  　悪魔マーラにまどわされるな、俺。いや、今回は凛世だって困っているんだから、悪魔マーラ呼ばわりするのは気の毒かもしれないけど、それでも悟りを邪魔されてることに変わりはない。深呼吸して冷静になって落ち着け、悟りを取りもどせ、俺！

  「そこにいるの、兄あに貴きさん？」

  　だしぬけに、湯気の中から声が聞こえた。俺の心臓が、ぴっくんと小さく震ふるえて止まりそうになった。

  「いいいいいいいいいるけどどどどどどどど？」

  「声がガタガタ震えてるけど、寒いんじゃないの？　わたしも肌寒かったから……山の夜って、冷えるのね」

  　凛世の声がちょっと優しく聞こえるのは、なぜだろう？　ジャングル状態のおかげで緑の香りや野生の花の香りが立ちこめ、奇くしくもアロマとハーブのスチーム・バスのような状態になっているので、セレブでロハスなヒーリング的なものでほっこりテイストになっているのだろうか。それとも、ふだんあの鋭角な感じの美び貌ぼうにごまかされているだけで、凛世の声自体はけっこう優しくてかわいかったのだろうか……？

  「……いいわよ、兄貴さん」

  　湯気の中から凛世の声が聞こえたが、あまりにも小さな声で、よく聞こえなかったので、俺は聞きなおした。

  「何だって？」

  「だから、入ってきていいって言ってるの」

  「はははは入るって、いや、別に俺はその」

  「兄貴さんのことだから遠慮してるんでしょ。だいじょうぶよ、湯気がすごいし暗いから、何も見えないし」

  「で、でも湯から出てる部分は見えるわけだし」

  「腕や肩なんて、水球の試合のときにふつうに出てるわよ」

  「でも、プールの水と露天風呂の湯は違うだろ」

  「温度が？」

  　そう、気持ち以外の部分では、温度しか違わないわけなんだが……。

  「いいから風か邪ぜひくわよ。兄あに貴きさんが風邪ひいたら、だれがわたしと逃げてくれるのよ」

  「あ……で、でもやっぱりいい、ここで待ってるだけでもボディガードにはなるだろ？　いっしょの風呂に入るのは、やっぱりいろいろよくない気がする」

  「どうして？　だって兄貴さんにとってわたしは、妹みたいなものなんでしょ？」

  「それはそうなんだが、男女七歳にして席を同じゅうせず、って孔こう子しの『礼らい記き』にもあるわけで、これは今から二千五百年前……」

  「歴史の講義をしてくれ、なんて頼んでないんだけど？　わたしが頼んだのはボディガードをしてくれってことでしょ、もう忘れたの？」

  「だから、ここでもボディガードはできるだろ」

  「湯気で姿も見えないのに？　わたしが音も立てずに誘ゆう拐かいされたら、どうするわけ？」

  「冷静に考えると、そういう場合は絶対俺より凛りん世ぜのほうが戦闘能力は高いと思うんだ」

  「わたしがいいって言ってるんだから、よけいなことゴチャゴチャ言ってないで、早く入ってきなさいよ！　早くっ！」

  　だんだんイラついていたようすだった凛世が、ついにどなった。

  　いや、早くとか入ってこいとか、そういう意味じゃないとわかっちゃいるんだが、ドキドキしてしまった俺はまったく修行が足りない。開いたはずの悟りは、いったいどこへ行ってしまったのだ？

  　これではいかん、悪魔マーラの誘惑に耳をかさず、この試練を乗りこえてはじめて俺は仏ブツ陀ダ、すなわち悟りを開いた者となれるのであろう。凛世はきれいだし美人だけれど、妹の友達だ、つまり俺の妹も同じだ、妹なんだから煩ぼん悩のうが発生しようはずがない……呪じゆ文もんのように自分の心の中でそうつぶやいて、三度ゆっくり深呼吸すると、胸のドキドキはおさまった。

  「わ、わかった。じゃ、入るから」

  「いちいち断らなくていいから、さっさと入りなさいよ！」

  　凛世がずっと怒ってるのは、どういうわけだろう。恥ずかしいのか？　だとしたら、そもそも俺にいっしょに露天風呂に入れと言うほうがおかしいではないか（俺は何度も断っているわけなのだし）。

  　ということは、この露天風呂に来てから今までのわずか数分のあいだに、俺がよほど凛世の逆げき鱗りんにふれるような行いをしたために、怒ってるのか？　でも何を？　俺はただ、湯気の中でたたずんでいただけなのだが？　妹の行動もよくわからない部分が多かったが、凛世はもっとよくわからない。男と女で考え方がちがうせいだろうか？

  　そんなことをつらつら考えていたので、俺はお湯の中でだまりこんでいたんだが、すると湯気のむこうから凛世の声が聞こえてきた。

  「……ちょっと、兄貴さん。何か話しなさいよ！」

  「何か話せって、たった一分前に歴史の講義をするなって言ったばかりじゃないか。話すなとか話せとか、わがまま好き勝手だな」

  　こんなことを言うと、また凛りん世ぜに「だれがわがままよ！」と嚙かみつかれそうだな……と内心思っていたのだが、おや？　返事が無いぞ？

  「凛世？」

  　まさか、湯気の中で見えないあいだに、ほんとに誘ゆう拐かいされてしまったのではあるまいな？　ちょっと心配になって声をかけると、小さな返事が返ってきた。

  「……いるわよ」

  「あっ、よかった」

  「……兄あに貴きさん、わたし、やっぱりわがままなのかな」

  「ほえ？」

  　予想とまったく違う返事が返ってきたので、俺は思わずすっとんきょうな声を上げてしまった。

  　ちゃぷちゃぷちゃぷ、と音が聞こえる。声を頼りに、湯気の中で凛世が近づいてきているようだ。

  「おっおい凛世、ちょっと待て！　ここ、俺ここだから！　来るな！」

  「わたしみたいにわがままな女の子、そばに来たら嫌いやってこと？」

  「そうじゃなくて！　男女七歳が！　孔こう子しが！　礼らい記きが！」

  「歴史の講義をするなって言ってるでしょ！」

  「ほんとわがままだな！　話すなとか話せとか話すなとか、どれなんだ！」

  「歴史じゃなくて兄貴さんの話を聞きたいって意味よ、わからないの？」

  「俺の話って何なんだよ、おまえが知ってるデータしか無いだろ。趣味は仏像鑑賞と寺社仏閣めぐりと座禅、得意なのは仏像プラモ作りと写経、好きな番組は『仏教三ざん昧まい』とテレ玉の『仏像大だい好すき。』、今欲しい物は『仏像探訪』と『古寺巡礼』のＤＶＤ‐ＢＯＸと、東とう大だい寺じ盧る舎しや那な仏ぶつガレージキット・クリアバージョ……」

  「兄貴さんがわたしをどう思ってるかって話！」

  　ざばっ、と荒々しい水音がひとつ。真っ白い湯気の中に、凛世の姿が見えた。手を伸ばしたその先が見えないほどの湯気の中で、凛世の姿が見えるということは、ほんとに俺のすぐ近く、いわゆる「間合い」の中に入られたということだ。

  　凛世は前のめりの姿勢で俺を見つめていた。こちらへ移動したために、湯の中でよつん這ばいの姿勢を取っている。

  　長い髪は、タオルに包んで結いあげていたのだが、動いたひょうしにタオルがぽちゃんと湯に落ちた。ファサッと柔らかくほぐれた長い髪が、湯の上に、黒こく檀たんの扇のように優雅に広がっていく。湯気を抜ける月の光に照らされて、丸みを帯びた白い肩や、髪のあいだから木こ漏もれ日のようにちらちらと透ける白い背中が、真珠のように輝いている。

  　いったい、俺の目の前で何が起こってるんだ？　俺はやっぱり、この玉たま藻も旅館でキツネに化かされてるんじゃないのか？　この状況は何もかも、そうとしか思えないのだが……？

  　湯の中で温まったのか、凛りん世ぜの白い頰ほおは赤く染まっている。表情は怒っているのに、目はうるんでいる。そして、俺のことをじいっとにらみつけている。

  「ちょ……ちょっと、凛世。近い……」

  「近くに来てほしくない？」

  「できれば、もう少し離れてくれたほうが……」

  　なぜだ、凛世は妹と同じようなもののはずなのに、そして俺は悟りを開いたはずなのに、こんなにうろたえていてはいけないではないか。

  「どうして？」

  　凛世が近づきすぎて、お湯の下の胸のあたりの何か付属物的な物が見えそうで、

  「うああああああああっ！」

  　逃げ場を失った俺は、最後の逃げ場を求めてお湯の中にもぐった。以前は頭を水に沈めるという行為は、妹がおぼれたときのことを思いだしそうになるので無意識のうちにトラウマとなり、俺にはできなかった。でも今は、へっちゃらだ。少なくとも、凛世の胸を見てしまうよりずっとましである。

  「兄あに貴きさん、逃げないでったら！」

  　凛世は水中の俺の肩を両手でつかみ、ぐいっと水面に持ち上げて俺を風呂の床に座らせた。きゃしゃなくせに、その気になると、とくに水の中では力が強くて抵抗できないのは、さすが水球部員だと思う。

  「どうして逃げるの？　どうして近づいちゃいけないの？　わたしがわがままだから？　わたしが嫌いだから？」

  「嫌いだったらこんなところまでついて来るはずないだろ、バカ！」

  「じゃあ、近くに来たっていいでしょ」

  「こんなに広い風呂で、近くに来る必要性は無いだろ」

  「わたしが誘ゆう拐かいされてもいいの？　すぐに手の届くところにいて、わたしがさらわれそうになったら、すぐに捕まえてくれなくちゃ困るのよ」

  「でも近くにいたら、その、見えるし」

  　透明な湯の表面には、月の光が波紋に反射し、ちらちらと光っている。その光のすきまから、かすかに、湯の下に沈む凛世の腕や指先や胸もとが見えている。目をそらせばいいことなのだが、目をそらすとまた凛世が「無視するつもり？」と怒るんじゃないかとも思うし、何より悪魔マーラの呪のろいにでもかけられているのか、体が思うように動かせない。目を動かすことも、後ずさることもできず、俺は石のように固まっていた。

  　凛世はしばらく俺をにらんでいたが、ふと寂しげに視線を落とし、

  「そうよね、女によ性しようは悟りの邪魔だものね」

  　それそれ、俺が言いたかったのはそれだったのだ。凛りん世ぜが納得してくれて助かった……のに、なぜだろう、心の底で何やら切ないような、チクリとした痛みを感じたのは。

  「それじゃ……これなら見えないから、構わない？」

  　ちゃぷん、と音がした。凛世がすべるように俺の横を抜け、背中がわに回る。俺の背中に、なめらかな石が当てられたような感覚があった。凛世が、俺と背中合わせに座ったようだった。いや、たしかに見えないけれども、でも！　姿が見えないのと、俺の背中に凛世の背中がくっついているのと、いったいどちらがより悟りの邪魔になるのだろうか？

  「……嫌いやならすぐどくから、言って」

  　凛世の声は、妙に自信がなさそうに聞こえる。面と向かったときには気が強いのに、顔が見えないと何だか頼りないというのは、さっきも感じたことだが、それは凛世の声質のせいだろうと俺はさっきは思っていたのだが。

  　逆に考えて、気持ちが弱腰ムードになっているときに、顔を隠しているのではないか、と俺はふと気づいた。凛世が弱腰になるなんてありえない、と思って、今まで気づかなかったが。

  （……それだけ、追っ手が心配なんだろうな。まだ十六歳なのに、いきなり結婚しろとか言われたら、凛世だっていちおう女の子なんだし、そりゃ頼りない気持ちになってもしかたがないよな、かわいそうに）
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  　俺はそう思って、凛りん世ぜに言った。

  「いや、別に嫌いやじゃないから、いいよ」

  　すると凛世は、

  「……そう」

  　と、ホッとした声で一言答えた。

  　結局、そのあと俺は何もしゃべらなかったけれど、凛世ももう「何か話しなさいよ」とは言ってこなかったので、俺たちは背中をくっつけたまま、しばらく湯の中に漬つかっていた。

  　ずっと黙ってはいたけれど、ふしぎと居心地は悪くなかった。風に揺れる木々の葉のさらさらした優しい音や、古びてぎこちない鹿しし威おどしのさびれた音を聞いたり、湯気の切れ間からときどき見える月や星の澄んだ輝きを見上げたり、肌の上をなでていく冷たい山の風や熱い湯のなめらかな感覚を楽しんだり、時間がゆっくりと過ぎていった。

  　背中ごしに伝わる凛世の鼓動は、ずっとドキドキしていた。湯のせいで血行がよくなっているにちがいない、湯あたりしないうちに早めに上げてやったほうがよさそうだ。

  「そろそろ出ようか」

  「……え、もう？」

  　凛世の声が、わずかに引き止めるような音色を帯びている。たしかにもっと入っていたくなるような、心地よい風呂ではあるが。

  「あんまり長湯してたら、のぼせるぞ」

  「……もうのぼせてるわよ」

  　凛世が、聞こえるかどうかという小さな声で答えた。

  「何だってー！　じゃあすぐに上がらないと！　俺が先に出るから、後からちゃんと出てこいよ。のぼせてるんだから倒れないように気をつけろよ、クラッとするようなら湯から上がって石の上に少し座ってろ。それから、ちゃんと上がり湯をかけるんだぞ、上がり湯はなるべくぬるくするんだぞ、そうすると肌の表面の血管が収縮して湯上がりに冷えにくくなるからな」

  　俺が上がってしまうと凛世が一人になってしまい、あれこれと心配なので、俺は長々と注意した。凛世は、小さくため息をつく。

  「子供扱い？　わたし、あさってで十六歳なんですけど。兄あに貴きさんと同い年になるんですけど」

  「同い年って、三か月間だけだろ」

  「兄貴さんって、家でも今日きよう子こにそんな感じでお節介焼いてるわけ？」

  「お節介焼いてるのは妹のほうだ！　それに妹だったら、あと『髪の毛はちゃんと乾かしてから出ろ』と『服はちゃんと着てから出ろ』も言う。とにかく、のぼせてるんだからさっさと出ろ、足もと気をつけろよ」

  　俺はそう言って、さっさと出てきた。凛世が何も答えなかったのは、子供扱いしすぎてムッとしたのかな……でも、妹と同学年の年下の女の子なんだから、子供じゃないか。子供を子供扱いするのは当然じゃないか。なんで俺がムッとされなくちゃいけないのかわからないまま、俺は浴衣ゆかたを着る。

  　寺で座禅体験をするときに作さ務む衣えなどを着なれているので、浴衣の着付けなど造作はない。まず浴衣を広げ、袖そでを通す。次に、前から見て「ｙ」の字になるように前を合わせる。鏡で見て「ｙ」にしてしまうと左前の死人装しよう束ぞくになってしまうので、気をつけること。「前」とは「手前」のことなので、右前に着ようと思えば、まず右の身ごろを「手前に」肌に合わせ、その上から左の身ごろを重ねるわけだ。余談だが、左前は仏教から来た習慣ではなく、日本独自のものである。あとは、帯を巻いたらおしま……。

  「パンツ！」

  　俺はようやく、パンツが無いことに気づいて叫んだ。女将おかみさんが脱いだ服を持っていったときに、パンツもいっしょに持っていったのだ。いや、パンツも泥だらけだったから、洗ってくれないと困るわけだが……。江戸時代にはパンツが無かったとはいえ、男は褌ふんどし、女は湯ゆ文も字じ（腰巻）と、いちおう下着に当たるものはあったわけで、下着無しで浴衣というのは抵抗があったが、無いものはしかたがない。きちんと着つけて正座してれば大丈夫だろう、と思いながら、俺は帯をキュッと締めた。

  

  　そして部屋に戻ってきた俺たちの前には、驚きよう愕がくの事態が待ちかまえていたのだ。

  「布ふ団とんくっついてる！」

  　俺は思わず叫んでしまった。

  　広い部屋の真ん中に、布団が二枚、みっちりとくっついて敷かれている。いったいなぜこんなことに。部屋の広さが十畳もあって、テーブルも端っこに寄せられているので、ぽつーんと取り残された感が半はん端ぱ無い。なんでこんな広いのに、こんな広い空間があるのに、それを有効に使わないのだ？

  「布団がくっついてたら何？」

  　凛りん世ぜが、ふしぎそうな顔をして俺にたずねた。浴衣は男女共通なので凛世には少し長いのだが、帯で上手にたたみ上げて、きれいに着こなしている。すらっとした柳やなぎ腰ごしに、ぬれた髪で浴衣をぬらさないよう軽くまとめあげた髪の下の白く細いうなじ。凛世が美少女だということはじゅうぶん知っていたつもりだったし、浴衣姿も夏祭りで見たことがあったが、風呂上がりでなおかつ寝ね間ま着きとしての浴衣姿の凛世は今まで俺が見たこともなかった妖よう艶えんさをふくんでいた。お釈しや迦か様が見たら、瞬時に悪魔マーラだと断定しそうなほどの妖艶さである。

  　そう言えば、お嬢様の凛世は自分で浴衣の着付けもできるんだった……と、きれいな浴衣姿を見ながら、俺は思いだしていた。凛世自身は、自分の外見が今、そんな妖艶なことになっているとは気づいていないのであろう。ごくふつうの口調で、俺に言った。

  「布団を敷くときは、くっつけて敷くのが当たり前でしょ？　水球部の合宿のとき、大部屋で必ず布ふ団とんをくっつけてるわよ」

  　いや、それはひとつの部屋に大量に布団を敷かなくちゃならない大部屋だからであって、広い室内に布団を敷くときは離して敷くのがふつうであって、こういうくっついた敷き方は別名「恋人敷き」というのであって、ってだれとだれが恋人なんだ、と俺が一人で焦あせっていても、凛りん世ぜはひたすらきょとんとしている。どうやら、恋人敷きというものを知らないらしい。寝た子を起こすことはない……と思い、俺はそれについて言及はせず、

  「と、とにかく、せっかく広い部屋なんだから空間を有効に使おう」

  　と、俺は布団を片方、ずるずるずるっと端っこへ引きずっていった。

  　すると、凛世がそれを、ずるずるずるっと元に戻して、また二枚の布団をくっつけてしまう。

  「何するんだ！」

  「どうして離すのよ、せっかく敷いてくれた女将おかみさんに失礼でしょっ？」

  「そういう問題じゃ……」

  「それって、シェフがせっかく超一流の腕と味覚で味付けした料理にケチャップをかけるも同然の無礼な行為じゃない？」

  「いや、布団の敷き方にそこまでこだわりは無いと思うが」

  「こだわらないなら、くっついててもいいじゃない。離れて寝て、わたしが夜中に追っ手にさらわれたらどうするのよ」

  　さっきも露天風呂でそんなことを言っていたが、ここまで追いかけては来るまいと思うし、いざとなったら凛世のほうが強いと思うのだが……と、俺はいまいち釈しやく然ぜんとしない。

  　そんな俺におかまいなく、凛世は左がわの布団にもぐりこむ。

  「じゃ、おやすみなさい」

  　ぱちん、と凛世は目を閉じる。いや、おやすみなさいって言われても……。

  　俺がためらって布団の横にたたずんでいると、凛世がぴょこんと起きあがり、隣の掛け布団をまくり上げて半分に折ると、ばふん、と敷布団を叩たたいた。

  「え？」

  　俺がとまどっていると、凛世はさらに強く、ばふんばふんと敷布団を叩いた。

  「え、え？」

  　凛世が何を伝えたいのか見当がつかず、俺はとまどってしまう。とまどった俺に、凛世はイラッとしたようすで眉み間けんにしわを寄せ、だまって俺をにらんだまま、ばふばふばふ、と敷布団を荒々しく叩いた。俺は、思わず叫んだ。

  「おいやめろ、綿が切れるだろ！」

  「だからっ！」

  　ばふばふばふばふばふばふばふ！

  「だ、だから何なんだよ」

  「だーかーらっ！」

  　ばふばふばふばふばふばふばふばふばふばふばふっ！

  　綿どころか布ふ団とんをまっ二つに切りそうな勢いで、激しく凛りん世ぜは布団を叩たたく。

  　俺はふと、懐なつかしい思いに襲われた……このシチュエーションは、そうだたしか小学生のころ、ふすまに仏像の姿をラクガキするなど悪いことをしたときに母親が、台所の椅い子すをこんなふうに叩いて「座りなさい！」と言ったときと同じだ。

  　ただ、小学生のころは叱しかられるのに、ラクガキという確固たる原因があった。でも今は、凛世がいったい何を怒ってるのかわからない。

  「と……とりあえず、座ればいいのか？」

  　俺は、おそるおそる敷布団の上に座った。凛世は、気がすんだようすでうなずく。

  「そう、それであとはおとなしく寝ればいいのよ」

  「じゃ……じゃあ、まあいちおう、おやすみ」

  　しかたがないので、俺も腹をくくって掛け布団に手をかける。

  「あっ、兄あに貴きさんちょっと待って」

  　掛け布団をかけて俺が横になろうとしたとき、凛世が布団のあいだに、余っていた浴衣ゆかたの帯を一本敷いた。

  「この線からこっちに来たら、殺すから」

  「ごく自然にぶっそうなことを言うなよ」

  「ということで、おやすみなさい」

  「寝てるあいだに転がるかもしれないから、線を越えられたくないんなら、やっぱり布団を離したほうが……」

  「わたしが誘ゆう拐かいされても、やっぱり殺すから！」

  「どうやってだよ」

  　すごい論ろん理り矛む盾じゆんだな。

  「とにかく、兄貴さんはここで寝ればいいのよ！　でも、転がってきたら殺すから！」

  　どうしろというんだ、船みたいに錨いかりでもつけて寝ろとでも？

  　殺されるのは困るが、安眠できないのも困る。俺は今日一日、走ったり電車に乗ったり山登りしたりして、疲れているのである。そして、もしかすると明日以降も凛世につきあわなくてはならないのである。ぐっすりと寝ておかなければ、死んでしまう。

  　ふと俺は、ものすごくいい方法を考えついた。

  　押入れから掛け布団をもう一枚持ってきて、海の苔り巻まきのようにクルクルと巻き、俺と凛世の布団のあいだに置いて、堤防を作ったのだ。

  「ほら、これで俺がそっちに転がる心配はないぞ」

  「……兄貴さん、頭いい」

  　凛りん世ぜは、本気で感心している。ふふん、まいったか。

  「ほんと言うと、ちょっとわたし、わがまま言ってるかなって思ったんだけど……」

  　自覚してたのかよ！

  「でも兄あに貴きさんって、ちょっと無茶をしても、いつもフォローしてくれるわよね。水球でいうと、右45度って感じ」

  「ごめん、ちょっと何言ってるかわからない」

  「わたしが褒ほめてるんだから、答えは『うんありがとう』でいいのよ！」

  「意味がわからないのに例を言うなんて、契約書も読まずにハンコ押せって言われてるみたいで怖いだろ！」

  「要するに今日きよう子このこととかも、いつでも必要なときに、完かん璧ぺきにフォローしてサポートしてるってこと」

  「いや別に、そこまで妹に気をつかってる気はないけどなあ」

  「突然ですが、しりとりです！」

  「急にいきなり何！」

  「しりとりの『り』！」

  「り……り……『りんご』！」

  「『ゴリラ』！」

  「『ラッパ』！」

  「『パン』！」

  「『ンジャメナ』！」

  「ほら、『ん』で終わりにせずにフォローしてつなげた。どうせ今日子が小さいとき、『んーがついたから負けー』って言ったら泣かれたとかで、そのまま続行するのが習慣になってるんでしょ？」

  　うぐ。そうかもしれん。ちなみにンジャメナは、アフリカ中央部にあるチャド共和国の首都だ。このほか、ンギグミ（ニジェールの都市）、ングル（ナイジェリア）、ンゴウンデレ（カメルーン）。そして、タンザニアのンゴロンゴロ国立公園は、「ン」で受けて「ん」で投げるという上級者向けなのだが、

  妹『リボン！』

  俺『ンゴロンゴロ国立公園！』

  妹『公園でんーがついたー、兄あにっちの負けー♪』

  　納得いかん！

  　凛世は、俺に背中を向けて横になり、

  「……でも、全部わがままを聞いてくれるところが気に入らないんだけど」

  　と、ボソッとつぶやいた。何だ、その究極のわがままは！

  「あのなー、俺にどうしろって言うんだよ」

  　さすがにイラッときて俺が少し声を張ると、凛りん世ぜはすねたように背を向けたまま何も答えなかった。それで、俺も疲れていたし、そのまま目を閉じて寝た。

  

  　……ぎゅう。

  　重い。何かものすごく重い。

  　息苦しくて、俺は目が覚めた。息ができない。どうなってるんだ……。

  　視界は真っ暗だった。まだ夜みたいだ。眠くてぼんやりした頭と、なかなかピントがはっきり合ってこない目で、自分の状況を確認する。まず、ふわっとした石せつ鹸けんの清潔な香りに包まれているのがわかった。いい匂においだ、くんくん。俺の匂い？　いや、俺がこんなにいい匂いがするはずがない。

  　次に、胸の上に重い物が乗っていることがわかった。……石？　違う、柔らかい。

  　わずかな月明かりをたよりに、俺は目をこらした。俺の胸の上に乗っかっていたのは……凛世だ！

  「すう、すう」

  　いや、心地よい寝息を立ててる場合じゃないぞ！　俺に体半分乗っかってる。あの堤防を乗りこえて転がってきたのか？　どんだけ機動力あふれる寝相の悪さだ！

  「うぬぬぬ……」

  　じっとしていればそのままもっと転がって、あっちに行ってくれるかなと思っていたが、凛世は動く気配がない。どうやら、俺の体の分厚さがちょうどいい抱き枕状態になっていたらしく、

  「……んー……うん」

  　寝相を変えて、さらに俺の体の上にぴったりとフィットする。頭を俺の首の下あたりに置き、ほっぺたを俺の心臓の上あたりにくっつけている。状況を把握しようとして首だけ起こすと、月明かりの淡い光の中で、寝乱れた浴衣ゆかたの襟えりもとからのぞく、白く滑らかな胸もとと、ふたつの豊かなふくらみが見える。ふくらみは俺の体に押し当てられてつぶれ、その柔らかさを強調しているかのようだ。

  　俺はドキッとした。風呂上がり、俺の服は全部洗いに出されて、俺は下着をつけていない。下着をつけていない俺の上に、凛世が乗っかっている。いかん、よけいなことを考えるな、想像するな、般はん若にや心しん経ぎようを唱となえて心を落ち着けるんだ、俺。妹の友達ということは、妹と同類項なのだ。論理的に考えて、ドキドキするはずなんてありえないのだ。

  「ぅん……」

  　気持ちよさそうな吐息が、俺の胸もとをなでた。凛世がさらに俺の体の上にのしかかる。だめだ、これ以上は悟りの限界である。一度は開いたはずの悟りで、妹が裸でうろつこうが平気だったはずなのに、だから凛りん世ぜとの旅路も余裕だと思っていたのに、何でこんなことに？　俺の悟りは、凛世限定で揺れてしまうのだろうか？

  　とにかく、これ以上心の中を煩ぼん悩のうに支配されてしまったら、悟りへの道が断たれてしまいそうな気がして、俺は怖ささえ感じた。

  「ぬあああ！」

  　俺は思いっきり身を起こした。凛世が起きても構わない。もうこれ以上はやばい、と思ったからだ。

  　ごろごろんっ、と凛世は思いっきり転がった。かろうじて俺の布ふ団とんの上にいるが、仰向けになって、手足をゆるく広げている。

  　浴衣ゆかたのすそからは長くて白い脚がむき出しになっていた。それでも凛世は平へい気きの平へい左ざで、すーすー寝息を立てている。妹もそうだが、女というのはどういうわけか、一度寝たらなかなか起きないものだ。男に比べて、神経が図太いのかもしれない。それとも、よほど疲れているのかもしれないが……だとしたら、起こしてしまわなくてよかったかもしれない。

  　ふと俺は、凛世の乱れた浴衣の胸もとから、白いふたつのふくらみが今にもこぼれそうになっているのを見た。その瞬間、俺はある重大な事実に気づいてしまった。

  　……凛世は、ブラジャーを、つけて……ない！

  　俺が下着を洗濯中でつけていないということは、凛世もそうであるということなのである。だから当然、ブラジャーだけでなく、パ……パパパ、パンツもだ。どうして今まで、そこに思い至らなかったのか？
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  　ハッとして、俺はすーすー寝ている仰向けの凛りん世ぜに視線を落とした。こぼれそうな胸、むき出しの脚、その奥には何も隠すものは無い……。

  「うわああああああ！」

  　俺はあわてて凛世に布ふ団とんをかけ、凛世がもともと寝ていた布団の上に蹴け飛とばされて転がっていた掛け布団を取ると、縁側に出た。これは悪魔マーラの挑戦か、それともキツネのいたずらなのか？　むしろ、そっちのほうがどれだけましなことか！　俺は縁側で、布団に頭からくるまって、

  「観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ、行ぎよう深じん般はん若にや波は羅ら蜜みつ多た時じ、照しょう見けん五ご蘊うん皆かい空くう、度ど一いつ切さい苦く厄やく、舎しや利り子し、色しき不ふ異い空くう、空しき不ふ異い色しき、色しき即そく是ぜ空くう、空くう即そく是ぜ色しき……」

  　般若心しん経ぎようを唱となえて震ふるえながら、耳なし芳ほう一いちのような気持ちで、朝を待ったのだった。

  

  　翌朝、女将おかみさんが着替えを持ってきてくれた。さすがに同じ部屋で着替えるわけにもいかず、俺は縁側に出て障子を閉めてから着替えた。

  「わあっ、あんなに泥だらけだったのに全然シミにもなってない。ありがとうございます！」

  　朝の光の中で、凛世の白いワンピースがキラキラと光っている。つくづくこのワンピースは、ウエディングドレスみたいで、まぶしい。ゆうべあったいろいろなことは、やはりキツネに化かされた幻だったのだろうか。打って変わって、朝の空はすっきりと明るかった。

  「よかったですじゃよ。では、これから朝ごはんを持ってきますですじゃ」

  　俺たちが脱いだ浴衣ゆかたを持って、女将さんが部屋を出ていく。ちなみに布団も女将さんが上げようとしたが、いくら何でも悪いので俺が片づけたのだが、凛世も手伝ってくれた。いいところあるんだよなあ……と思いながら、俺が凛世のほうを見ていると、凛世はにっこり明るく笑って、

  「それにしても、今朝はびっくりしたわ。兄あに貴きさんってすごく寝相悪いのね、子供みたい。縁側に出ちゃうなんて子供でもありえないけど、フフフ」

  　ハハハ、こやつめ。誰のせいだと思ってるんだ！　そして、年下のくせに俺を子供扱いするとは、失礼千万である。

  　ちなみに凛世は、あのあとまたゴロゴロ転がって、俺の掛け布団とともに朝には自分の敷布団の上に戻り、きちんと布団もかけて寝ていたので、自分が転がりまくっていたという自覚はないようだ。反論したかったが、そうすると俺がゆうべ凛世に乗っかられた話をしなくてはならないということであり、それはちょっと話すのがためらわれたので、

  「……そう、俺は寝相が悪いんだ、フッ」

  　と、泣き寝入りするしかない。

  　ふと、門のほうからざわざわした音が聞こえてきた。新しい宿泊客だろうか？　でもまさか、こんな朝に？

  「どうしたの、兄あに貴きさん？」

  　キョトンとしている凛りん世ぜを、俺は唇くちびるに人差し指を当てて「シッ」といさめる。

  「様子を見てくる。宿代テーブルの上に置いて、荷物をまとめて、靴くつはいて待ってろ」

  「う、うん、わかった」

  　凛世は緊張して、胸の上できゅっとこぶしを握る。

  　俺はジャングル状態の庭に隠れながら、玄関のほうへ行った。女将おかみさんが、警官としゃべっている。

  「どうしたですじゃ、駐在さん？」

  「ゆうべ、高校生ぐらいの男女がこの山道に入っていったという目撃証言があるんですが、こちらの宿に泊まりませんでしたか？」

  「さて、お客さんのプライバシーについては守秘義務があるですじゃのう」

  「あまり詳しく言えませんが、事件性がある可能性があるので警察には情報開示していただかないと」

  「うーん困りましたですじゃのう」

  　俺はあわてて離れに戻った。凛世は、沓くつ脱ぬぎ石いしの前でじっと待っていた。

  「逃げるぞ！」

  　細かい説明をしなくても、凛世はだまって何も聞かずに俺についてきた。俺たちは旅館の裏の塀へいを乗りこえ、山の反対側へ逃げたのだった。
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  四章　ツンゴラ娘はネコ耳カチューシャがお好きな件

  

  　その日の昼過ぎ、俺たちは渋谷にいた。

  「兄あに貴きさん、こんな人が多いところで見つかったりしない？」

  　凛りん世ぜは、俺の手を握っている。人が多すぎて、まるで波にもまれているようで、手を離したら確実にはぐれてしまう状態だったからだ。

  「逃走プランはひとつじゃない。プランＡ、山奥の旅館にいたら見つかりそうになった。だからプランＢ、木を隠すには森の中作戦に変更したんだ」

  　そのとき信号が変わって、人の流れも変わった。

  「きゃあ！　兄貴さんっ、離れるっ！」

  「こっちだ、強引に歩け！」

  　今度は、俺のほうが凛世の手を固く握ってる。逃走中でなければ、二人で手をつないで繁華街をウロウロ……って、デートじゃないのか、とふと心によぎったりしたが、深く考えないようにしよう。

  　まず、俺はそのへんの店で服を買った。俺が手配犯状態であり、なおかつ比ひ叡えいたちがゆうべのテレビに犯人の友人として制服姿で映っていたということは、制服から足がついて通報されるかもしれないからだ。それで何となく、迷彩っぽくカーキ色を選んだ。アスファルトとコンクリートの都会では、カーキ色は別に迷彩にならないのだが、気分的なものである。

  　そして服を着替えてから、俺たちは電車に乗って、ＴＮＬ……東京ニャーニャーランドに行った。

  「はあっ？　何よここ！」

  「夢とファンタジーあふれる超大型テーマパーク、東京ニャーニャーランドだ。っていうか、おまえも知っていたはずだが」

  「だから、どうして兄貴さんとこんなところに来ないといけないのよ！」

  　こんなところ──妹も来たがっていたし、こんど愛媛の従妹いとこのみかんを連れてくる予定でもあった、ここ東京ニャーニャーランドは、この夏完成したばかりの、ニャーニャーキャットという猫のキャラクターを中心としたテーマパークである。ちなみに、女の子向け商品を展開するための女の子キャラ・ニャーニャーキティも忘れちゃだめだ。ニャーニャーキャットにリボンをつけただけじゃん、などという指摘はしないのがお約束だ。

  　広大な敷地の中央にはニャーニャーキャッスルというお城がそびえ立ち、外周には汽車が走り、お城のまわりでは昼と夜に、大きな山だ車しが何台も出るパレードが行われる。特に夜のそれはＬＥＤ電球ギラギラの『イルミライト・パレード』で、何時間も前から場所取りをしておかないとまともに見ることができないという大人気っぷりである。

  　そのほか、ジェットコースターや観覧車などのアトラクション、レストランやカフェなどのフードショップも充実し、一日に五万人の来客数を誇っている。

  　その大量の客を受けとめるのが、敷地内に建てられたホテル・ニャーニャーパレスだ。名称はふざけているが、四十階建て六百室を誇る、堂々たる高層ホテルである。

  　なぜ俺がこんなに細かく、このような悟りとは無縁の施設について知識を持っているのかというと、ニャーニャーランドが建設工事中のうちから、妹がずーっと俺の背中にへばりついて、俺の耳もとで、呪のろいの呪じゆ文もんのように唱となえつづけていたからだ。

  『兄あにっちーニャーニャーランドできたってー、連れてってー連れてってー』

  『全力でお断りだ』

  『ニャーニャーキャットがかわいいんだよー。おみやげも買いたいし、パレードも見たいしー。ねー連れてってー。♪連れてってー、連れてってー、連れてってー、イェイ♪』

  『真剣さのまったく感じられない頼み方だな』

  『ＡＫＢ風にかわいく頼んであげたのにー』

  『ＡＫＢだってそんなふうに頼みはしない。ぜったいだめだ』

  『ちぇー、行きたかったのにー。♪行きたかったー、行きたかったー、行きたかったー、イェイ♪』

  『汎はん用よう性せい高いな、その歌。ついでに、残念さがこれっぽっちも伝わってこないぞ』

  　このような小話が、うんざりするほど何度も何度も繰り返されていたわけである。

  　それはともかく、俺は凛りん世ぜに説明した。

  「人を隠すには人の中だ。とはいえ、ふつうの町だと人は多いように見えても、通勤や通学で同じ場所を行ったり来たりして、決まった店で決まった人が食事をとる、よそ者がうろついてたら目につく。でも、ここには完全なるよそ者が五万人もいる。そのよそ者が食べるレストランも泊まるホテルもある、ホテルは六百室もある。木を隠すにはじゅうぶんな森だろ」

  　説明しているうちに、俺は突き刺すような視線を感じた。凛世が、呆ぼう然ぜんとして俺を見ている。顔が真っ赤だ。

  「どうした、凛世。ゆうべの露天風呂で湯冷めして風か邪ぜでもひいたのか？」

  「兄あに貴きさん、きのうの奈良行きトリックといい、あの……」

  　凛世はあたふたしたようすで、視線をそらした。

  「い、いえ、何でもないわ」

  　何だろう、言いかけてやめるって気になるじゃないか。

  「とにかく、人を人の中に隠すってことは、わたしたちも思いっきり『おのぼりさん』しなくちゃ、ってことよね！」

  　凛世はそう言うと、近くの屋台でネコ耳カチューシャを調達してきて、自分と俺の頭にパコパコッとかぶせた。

  「って、どうして俺まで！」

  「むしろ、ここではこの耳をつけてるほうが目立たないでしょ？」

  　凛世はニコッと笑う。ネコ耳がついているだけで、ネコ耳補正で、ツンゴラ凛世がかわいく見えてしまうという罠わな。

  「というわけで兄あに貴きさん、さっそく『人にまぎれに』行きましょ！」

  「ちょっと待て！　遊園地で遊ぶ前に、家族に事情を話して結婚したくないって伝える覚悟をだな！　誕生日は明日だろ、ってことは今日じゅうにお断りを入れないといろんな人に迷惑が……！」

  　俺の叫びなど完全に無視して、凛りん世ぜは俺の腕を引っぱる。わざと聞こえないふりをしているわけではなくて、俺があまりにも楽しそうなテーマパークに連れてきてしまったのが問題だったのかもしれない。凛世といえど女の子なのだから、こういうところに連れてきたら、浮き足立つのもしかたないというのは、妹でさんざん学習してきていたはずだったのだが……。

  「わっ、見てあの子！　すっごい美人！」

  「スタイルいいし色白いし髪もサラサラ～、うらやましーい」

  「あのダサいニャーニャーキャットのネコ耳カチューシャを、あんなにファッショナブルかつスタイリッシュに着こなすなんて、さぞや名のある新人アイドルでは？」

  「彼女の握手券つきＣＤはどこで買えますかっ？」

  　人にまぎれるつもりなのに、五万人もの人間がごったがえすニャーニャーランドだというのに、行き交う男女が凛世に注目する。新宿あたりのラッシュアワーを想像してみてほしい、あのすさまじい大都会の人の波の中ではだれもお互いを意識したりしない。ニャーニャーランドの込みっぷりもそれと同レベルなのに、それでも人々の目をとらえてしまう凛世は、ほんとに途方もないレベルの美び貌ぼうの持ち主なのかもしれない。

  （まずいな、目撃者から足がつかなきゃいいけど……）

  　俺の胸は、心配でざわざわする。

  「それにしても、いっしょにいるあの地味で存在感の無い男は何者？」

  「まさか彼氏？　いや、ありえない、だって全然釣り合ってないし」

  「顔面レベルが低くて雰囲気イケメンっていうのもあるけど、オーラ皆無で雰囲気イケメンですら無いし！　地味顔でもファッションがイケてる奴もいるのに、私服のセンスはショボすぎるし！　何だあの、ただでさえ薄い存在感を消し去る迷彩っぽいカラーは？　どうやってあんな存在感のない男が、あんな美少女のそばにいられるんだっ!?」

  「憎い憎い、死ねばいいのに！」

  　見知らぬ人々に死を願われるのも慣れっこだが、妹といっしょでも凛世といっしょでもこういう目に遭う運命なんだな、俺は。

  「いや、もしかしてあの存在感の無さや、そこはかとなく香る僧そう職しよく系のオーラは、まさか彼女の守護霊では？」

  「守護霊か、納得だ！　ならばがんばって彼女を守って、そのうち成じよう仏ぶつできますように」

  　おやおや、死を願われるどころか、死んでることにされてしまったのは初めてだ。別に泣いてなんかいないもん。

  「兄あに貴きさん、何してるの、アトラクション行くんでしょ？」

  　そんな周囲の雑音がまるっきり聞こえていないところは、凛りん世ぜと妹はよく似ている。周囲が嫉しつ妬とと羨せん望ぼうのまなざしでぐぬぬとなっているのをまるで意に介することなく、凛世は俺の腕をつかんで、人込みの中をぐいぐいと引っ張っていった。

  「いや、俺は別に、乗り物とかあんまり興味がないからいいよ」

  「パスポート買ったんだから、いっぱい乗らなきゃもったいないじゃない」

  「だから、なんでパスポートを買ったんだ！　入場券だけでいいのに、おまえはウロウロするだけで目立つって自覚あるのか？」

  　目立つ理由が「美人だから」とは言えないので、俺の反論はいまいち説得力を欠いてしまうのだが。果たして、凛世に俺の焦あせりはほとんど伝わっておらず、

  「こんなに人がいるんだから、だれもわたしのことなんて見てないわよ。というわけで、せっかく来たんだから楽しく遊んで嫌いやなこと吹き飛ばしましょうよ。まずはとりあえず、レッツ・バンジー！」

  「とりあえずでバンジーするな！」

  　俺の悲痛な叫びは、浮かれた凛世の耳には届かなかった……。

  

  　しかし、幸いにしてバンジーの前にはとてつもなく長い列ができていた。いや、バンジーだけではなく、ニャーニャーランドの人気アトラクションは、夏休み明けだろうが平日だろうが関係なく長蛇の列である。平日でも混むのは、遠足とか修学旅行とかで来る人も多いからであろう。

  「バンジー五時間待ちだって、凛世」

  「五時間待ちっ？　噓うそでしょ」

  「やめておこうやめておこう、とっても残念だがしかたがないなあ♪」

  「すっごくうれしそうね、兄貴さん。まあいいわ、百歩譲って足ぶらジェットコースターは？」

  「三時間待ちって書いてある」

  「平日なのに、ニャーニャーランド恐るべし……どこならすいてるの？」

  「ゴーストライド、お化け屋敷かな」

  「じゃあ、それにしましょうか」

  　そういうわけで、俺たちはゴーストライドのほうへ向かった。その道すがらも人がすごくて、もうこの時間から道ばたにシートを敷いてイルミライト・パレードのための場所取りをしている人までいるので、よけいに道に人が密集してしまう。歩いている俺にどんどん向かい側から歩いてくる人たちがぶつかってきて、俺は何だか、滝を上っているサケと同種の試練と戦っている気持ちになる。

  　ふと、俺の手を後ろから凛りん世ぜがぎゅっと握った。男嫌いの凛世が、いきなりどうしてしまったのか？　俺がびっくりして振りかえると、凛世はものすごく怒った顔でそっぽを向いて、

  「バカっ、ちゃんと手をつないでおかないと、こんな人込みだとはぐれるって予想できないの？」

  「なんで怒ってるのに、手をつないでるんだよ」

  「はぐれたら、お互いに携帯持ってないのにどうするわけ？　わたしがいなくなったりしないように、ちゃんと手を握っておきなさいよね！」

  　ずいぶんな言いぐさである、それはむしろ凛世が、自分がいなくならないよう警戒するなり何なり努力すれば排除できる問題ではないのだろうか。あいかわらずの勝手気ままなわがままに釈しやく然ぜんとしない思いを抱えつつも、俺はゴーストライドの乗り場で、すなおに並んだ。

  　凛世は、乗り場に来たら手を離してくれたので、俺は少しホッとした。列の最後で「最後尾」の看板を持っている人が、看板の下に「一時間待ち」と書いた紙を貼はっているのを見て、ため息をついた。

  「すぐっていっても、一時間待ちなのね……」

  「俺が待っててやるから、ほかのすいてるところ回ってきたらどうだ？」

  　俺は、いつも妹と遊園地に来るとそういう役回りになる。ひとつは、妹はたくさん乗り物に乗りたい。ひとつは、常に心の平穏と悟りを求める俺は絶叫マシンなど興味は無いし、子供だましのファンタジー系アトラクションにも興味はなく、なるべくウロウロせずにじっとして休んでいたいからだ。決して、親切心というわけではなく、「わおー兄あにっち、優しい♪　そんなにあたしのことがかわいい？　じゃあよそを回ってきまーす、かわいい妹がいなくなって寂しくなったらいつでも呼んでねっ？」などという妹の感想は見当はずれなのである。

  　だが凛世は、思いっきり意外そうな表情で、

  「何言ってるのよ、兄あに貴きさん。こういうのは、待ってるあいだが楽しいんじゃないの」

  　と、当たり前のように言った。えっ、そうなの？

  「短気だと思ってたけど、意外に気が長いタイプなんだな」

  「気が長くはないけど、こうやって立ってていろんな建物やほかのアトラクションを眺めてるだけでも楽しいでしょ。それに、一人で待ってるわけじゃなくて、話し相手もいるわけだし」

  「俺は一時間もおまえとしゃべるようなネタは無いぞ、仏教以外」

  「べ、別にそれでもいいわよ。わたしがいいって言ってるんだから、しのごの言わずにいっしょに待ってればいいでしょ？」

  　とはいえ、仏教ネタを封印するとほんとに話題が続かない。そして、凛世も話題が無いみたいだったので、俺たちは二人でだまって、じーっと待っていた。さすがにつまらないだろうから、ちょっと列を離れてニャーニャーキャットと遊びに行ったりすればいいのに……と思ったが、自分の順番は自分で並ぶべき、という凛世のくそまじめさゆえなのだろうか？

  　ところで、妹はすごく怖がりだが（そのくせホラーＤＶＤばかり借りてくるが）、凛りん世ぜはお化け屋敷は平気だったはずだし、俺も別に作り物の機械仕掛けのお化けなど怖くはない。本当に怖いのは、悟りを邪魔するおのれの煩ぼん悩のうである、とちょっといいことを言っちゃったりしてみたり。

  　ところが、ニャーニャーランドのふざけたキャラクターに似合わず、ここのお化け屋敷はガチで怖かった。二人で乗り物に乗って、決まったレールの上を走っていくだけというものなのだが、まず作り物のお化けのレベルがちがう。ホラー映画に出てきても遜そん色しよくない。仏像プラモデラーの視点からすると、たとえばゾンビのドロドロの傷口にはクリア素材を使って内臓のつややか感を再現、垂れた肉の部分はシリコン素材でぷるやか感を演出。しかもそれがライドのぎりぎりのところまで下りてくる。ふつうのお化けは客にぶつかったらいけないのでけっこう遠くで動いているが、このライドのお化けはむだに高感度のセンサーを使っていて、乗っている人の目の前五センチぐらいまで一気に接近してくるのだ。

  「……っ」

  　隣に座っている凛世が、肩をすくめてうつむいていることに俺は気づいた。

  「どうした、凛世？　せっかく一時間も待ったんだから、見ないともったいないぞ。そこの生首の塗りもすごいな、クリア素材は素材感を出せていいんだが、光を通しやすくて劣化が早いからあまり好きじゃなかったんだが、こういう暗い場所で使うなら劣化を考えなくていいからいいなあ。俺も、不ふ動どう明みよう王おうの炎はクリア素材にサフ吹きが最高だと……」

  「……べ、別に怖いわけじゃないからっ！」

  　凛世が、いきなり怒った。俺は別に今、そんな話は一言もしていなかったわけだが。

  「ひょっとして、怖いのか？」

  「だから、怖くないってば！」

  「怖かったら、目を閉じてれば勝手にライドが進むから、外に出たら教えてやるから」

  「平気だって言ってるでしょ！　ほら、まぶた全開！」

  　いつものクールビューティな凛世ではない、明らかにうろたえている。

  　そしてライドが明るい外に出たとき、まぶた全開にしていた凛世は、かなり憔しよう悴すいして涙目になっていた。

  「大丈夫か？」

  　俺は先にライドを降りて、凛世に手を差し伸べたのだが、その手をペシッとはたかれた。

  「べっ別にぜんぜん怖くなかったから大丈夫よ、わたしがお化け屋敷平気なのは兄あに貴きさんだって知ってるでしょ！」

  「いやでも、ここは尋常じゃないレベルの怖さではあったが」

  「とにかく平気だし！」

  　凛世はそう言って、ライドから出てくる。明るいところで見ると、目が真っ赤だ。

  「目が赤いぞ、大丈夫か？」

  「こっこれは！　ずっと目を全開にしてたから、ただのドライアイよ！」

  　ドライアイなのに、どうして凛りん世ぜはこぶしで目をこすって、涙をぬぐうようなしぐさをするのだろうか……涙が出ないのが、ドライアイのはずなのに。まあ、追及したらまた怒らせるのは目に見えているので、大人な俺は言及しないが。それにしても、ゴシゴシこすってもツンと跳はね上がる、驚異の形状記憶まつ毛である。あらためて感心するが、凛世のまつ毛は長いなあ。

  　しかし冷静に考えると、これは逃走中じゃなくて、単なるデートではないのだろうか。いや、凛世と俺がデートとか、そういう意味ではなくて、一般論としてということだ。妹の友達（それも困って俺を頼ってる）（それも俺なんか相手として釣り合うわけがない人気者の美少女）とデートなんてそんな、ありえないし。

  「あっ！」

  　突然、凛世が叫んだので、俺は慌てふためいてしまう。

  「いや別に、煩ぼん悩のうを抱いだいてたわけじゃない、俺は悟りがどうたらこうたら！」

  「見て兄あに貴きさん、ニャーニャーキティがいる！　わたし、モフモフしてくる！」

  　ああ、別に俺の心の中を見透かして責めたわけではなかったのか、安心した。

  　凛世はさっきまでゴーストライドの上で下唇くちびるを嚙かみしめてフルフルしていた気持ちも一発で吹き飛び、完全に我われを忘れて、ニャーニャーキティの着ぐるみに抱きつきに行ってしまった。子供か。女子はテーマパークのキャラクターを見ると、みんなこんなふうに頭のネジがすっ飛んでしまうのだろうか。妹はテーマパークに連れてこなくても、すっ飛んでいるが。

  「きゃー、モフモフ！　ニャーニャーキティ、かわいーい♪」

  　凛世がニャーニャーキティの着ぐるみに抱きついて、頰ほおずりしている。なお「着ぐるみ」ということばは、ランドの中で言ってはいけない。中の人などいない、ということになっているからだ。だから中の人もしゃべることを禁止されていて、無言をつらぬかねばならないらしい。しかし、ニャーニャーキティがサービスで凛世に抱きつきかえし、凛世は喜んでいるのだが、その抱きつきは中の人の意思ではないかという疑念が俺はぬぐえない。

  「行くぞ、凛世！」

  　俺は凛世の腕をつかんで、強引にニャーニャーキティから引きはなす。凛世は、少し抵抗する。

  「ちょっと待って、まだニャーニャーキティと遊んでたいのに」

  「ポップコーン買ってあげるから、来なさい！」

  「ニャーニャーキティ、かわいいのに」

  「おまえ男、嫌いだったろ？」

  「だからよ。ニャーニャーキティは女の子でしょ、まあニャーニャーキャットも好きなんだけど」

  「着ぐるみにリボンがついてよーが、中身は男かもしれないだろ！　ほら、ポップコーン、何味だ？」

  　凛りん世ぜを屋台まで引っぱっていって俺がたずねると、どういうわけか、凛世はうれしそうにくすくす笑っていた。

  「何笑ってるんだ」

  「ひょっとして兄あに貴きさん、ニャーニャーキティに焼きもち焼いたの？」

  　凛世がうれしそうな目で俺の顔をのぞきこむ。そんな目で見られると焦あせるだろ！

  「や、焼きもちじゃなくて、保護者としての責任感だ！　だから、何味なんだっ！　早く言わないと、買ってやらないぞ！」

  「ストロベリーがいいわ。バケツに入ったやつ」

  　俺は屋台でポップコーンを買った。バケツみたいなピンクの容器に、ざらざらっと大量にピンクのポップコーンを入れてくれる。

  「かなり量多いぞ、食べられるのか？」

  「だいじょうぶ、兄貴さんと半分こするし。そのかわりこれ、お願いね」

  　凛世はバケツいっぱいのピンクのポップコーンを受け取ると、俺にそれを押しつけた。

  「おいおい、そのかわりって意味わからんだろ、俺が持つのか？」

  「ほかの人を見たら、男のほうが持ってるんだもの。兄貴さんとカップルなんて、もちろん全然思いっきりお断りしますだけど……」

  「気が合うな、俺も同感だ」

  　そう答えると、凛世はムッとしながら、

  「でも、人にまぎれるにはほかの人と同じ行動パターンを取るべきでしょ？」

  　と、俺の持っているバケツからピンクのポップコーンを取りだすと、ぱくっと食べた。生意気な奴だ。でも、ポップコーンをかじる瞬間、ちょっとかわいいと思ってしまったところが、俺はまだまだ悟りが開けていないのかもしれない。

  　そして、悟りが開けていなかったのは俺だけではなかったようだ。凛世がポップコーンを白い歯でカリッとかじった瞬間、周囲百メートルぐらいのカップルから、

  「ちょっとアキラ、今どこ見てたのよ！」

  「何ボーゼンとしてるのよ、タケシ！」

  「今の何よトオル、ゴクンって、何息呑のんでんのよ！」

  「ちょっと美人だからって！　別れましょ、シンジ！」

  　すさまじい阿あ鼻び叫きよう喚かんが巻き起こる。今の凛世のポップコーンひとかじりで、この周囲にいる百組ぐらいのカップルが破局した気がする。この破壊力を見るかぎり、やっぱり凛世は悪魔マーラの化身ではないか、との思いを俺はこっそり強めるのであった。

  

  　広いパークをうろうろしていると、あっという間に時間が過ぎてしまう。俺たちが遅い昼食をとったのは、ほとんどおやつの時間だった。女子といっしょに入るのに、どういう感じの店がいいのかよくわからなくて、店選びに時間がかかったのも昼食が遅れた原因である。妹ならラーメン屋一択で楽なんだが、凛りん世ぜの場合、変な店に連れてったら「ここ何？　センス悪ーい」「ここ何？　まっずーい」とか罵ば倒とうされそうだったからだ。

  （よし、決めた。とりあえず奇をてらわずに、ニャーニャーランドで一番メインのレストランに行こう。そうすれば、たとえハズレでもニャーニャーランドのせいにできる……）

  　俺はそのような深しん謀ぼう遠えん慮りよにもとづいて、凛世をニャーニャーランドを代表する大きなレストラン「ダイニャー」に連れてきた。「ダイナー（アメリカのプレハブ式の簡易レストラン）」のもじりであろう。レストランの外装が、巨大なニャーニャーキャットになっているので「大猫ダイニヤー」ともかけているのか。

  　そのダイニャーだが、中身はシーフードレストランである。内装は魚がいっぱいの海の中のようなデザインで、椅い子すも二枚貝が開いたような形、テーブルの上には本物の魚が入った水槽が飾ってある。メニューも、イタリアン中心でおしゃれな感じだ。ネコ耳・ネコしっぽの店員さんがメニューを持ってきてくれた。

  「シーフードなら、寿す司しでいいんだけどな……」

  　ところが、メニューにあるのは、マルゲリータだのペペロナータだのカルパッチョだのガスパッチョだの。しかも、カルパッチョとガスパッチョは双子キャラの名前っぽいのに、片方が刺身で片方がスープってぜんぜん違う料理なのも納得いかん。

  　余談だが、女の子に「おいしいシーフードレストランに連れてって」と頼まれて、活かつ魚ぎよ料理店や寿司屋に連れていくのって、アウトだろうかセーフだろうか？　俺の長年の疑問である。ちなみに、妹に聞くと「ナマなら何でもいい。あるいは上海シヤンハイ蟹がにラーメン」と、ぽつりと言われたので、ますますわけがわからなくなった。

  「何がどんな味なんだかとんと見当がつかないから、見覚えのある料理にしよう。オムライス」

  「趣味はじじむさいのに、味覚はお子ちゃまなのね」

  「……なら、おろしじゃこオムライス」

  「せっかくテーマパークに来てるのに、兄あに貴きさんは冒険しないタイプなのね」

  「仏教徒だから保守的なんだよ。二千四百年ぐらい同じ思想を信じてるわけだし」

  　ちなみに孔こう子しは、釈しや迦かよりさらに百年も昔に「怪かい力りき乱らん神しんを語らず（意訳：超常現象とかあるわけねーべ）」という思想を説き、さらにその数十年前にピタゴラスはピタゴラスの定理を発見していた。昔の人はえらすぎる。保守的なのではなく、現代の俺たちが古代の偉人たちの頭脳を、まだ超えられずにいるだけなのかもしれない。ピタゴラスの定理だって、二千五百年を経てなお数学で習ってるわけだし。などと、おろしじゃこオムライスでそこまで哲学を語ってしまうから、俺は比ひ叡えいや高たか野のに出会うまで友達がいなかったのだろう。

  「おろしじゃこオムライス、おひとつですか？」

  　ネコ耳ウェイトレスに聞かれて、凛りん世ぜは「うっ」とのどの奥でことばをつまらせる。

  「わ、わたしはその、まだ……」

  「早く決めろよ、店員さん困ってるぞ」

  「だって、どれもおいしそうなんだからしかたないでしょ！」

  　凛世、怒ってるひまがあったらメニューを選べ。

  「うぅーん……」

  　凛世はテーブルにひじをつき、細い眉まゆをきつく寄せて考えこんでいる。凛世はくそまじめすぎるところがあって、水球の試合に対しても妹に対してもまったく手を抜くこともなく常に出力百パーセントの本気でぶつかっていってるのだが、まさか昼食のメニューごときでこんなに考えこむとは予想だにしていなかった。

  「あの、ご注文はお決まりでしょうか？」

  　ネコ耳ウェイトレスにもう一度聞かれて、俺のほうがそわそわしてしまう。凛世の横顔は、ものすごく思いつめて焦あせっていた。

  「どうすればいいの……。ニャーニャースペシャルピッツァも気になるけれど、ニャーニャーワンダードリアも捨てがたい……」

  「じゃあ、おろしじゃこオムライスはやめて、それ両方頼んで二人で分けようか？」

  「えっ？　兄あに貴きさん、オムライス食べたいんじゃなかったの？」

  「いや、まあ、いいよ」

  　妹と出かけたときも、こういうシチュエーションはけっこうあった。妹はあちこちのショッピングセンターやら繁華街やらに新しいラーメン屋ができたと聞けば、俺を巻きこんで突撃をかけるのが趣味なのだが、それゆえに、いろんな種類のラーメンを食べておきたいと常に思っているのだ。

  　で、妹はいつも「こっちのメニューもいいけど、あっちのメニューも食べたい、選べないよ～！」と迷いまくる。そのたびに俺は、こっそり大好物のネギラーメンをあきらめ、トマトラーメンだのゴーヤラーメンだの、妹が食べてみたいと所しよ望もうする謎なぞラーメンを常に半分こする運命にある。そういうわけだから、自分が頼みたいものをがまんして、相手が食べたいものを二品注文して半分こして食べることぐらい、俺は慣れっこなのだ。

  　だが凛世は、びっくりしたように目をまんまるにして、俺を見つめていた。俺は、なんで凛世がそんなにびっくりしてるのかわからなくて、たずねた。

  「何だ、ほかのメニューがいいのか？」

  「じゃなくて、その、兄貴さんも食べたいのにどうして……」

  　凛世がうつむいた。唇くちびるをきつく嚙かんでるようだったので、俺はまた何か凛世の地雷スイッチを踏んで怒らせたのかなとドキドキしたが、よく見ると白い耳から首筋にかけて、肌がほんのりと赤く染まっている。凛りん世ぜは、消え入りそうな声で言った。

  「あ、ううん……べ、別にいいんだけど……」

  「じゃ、おろしじゃこオムライスはキャンセルで、今の何とかいうやつ両方お願いします。サラダとオレンジジュースのセットで。あと、取り皿ふたつお願いします」

  「はい、ご注文くりかえします」

  　やっと注文が決まったので、ネコ耳ウェイトレスもホッとした顔をしていた。凛世はまた、怪け訝げんそうな目を俺に向けた。

  「ほんとに、それでよかったの？　保守的な兄あに貴きさんなのに、ワンダーとかスペシャルとかついた謎なぞのメニューなんて好みじゃないんじゃ……」

  「いいよ、別にそこまで食べ物にこだわるわけじゃないし。ワンダーとかスペシャルとかついてても、いちおうごはんのグラタンとピザなんだろ？　そもそも、俺はそんなに味のちがいがわかるタイプじゃないから、凛世の好きなものでいいし」

  「な、なに兄貴さんのくせに、年上の余裕とか見せちゃってるのよ……っ」

  「年上じゃないか」

  「明日になったら、同い年よ！」

  　凛世はどういうわけか、怒っている。俺は二品とも凛世が好きな食べ物を注文してやったというのに、なんでムクれてそっぽを向かれなきゃならんのだ？

  　というか、その明日になったら、凛世は十六歳になるのである。

  「結婚……断る決心、ついたか？」

  　届いたグラタンを取り皿に分け分けしながら、俺は凛世にたずねた。凛世は、いきなり聞かれたので少し戸惑ったようだ。

  「そ、そうね……。ニャーニャーランドで遊び呆ほうけてて、考えてなかった」

  「明日にはキャンセルしないと、結婚式場とかいろいろ迷惑かかるだろうし」

  「東ひがし鳥とつ取とりの荘しようさん、悪い人じゃないのよ……」

  「じゃ、結婚をＯＫすれば？」

  「だから、それは嫌いやなの！」

  「なら、そう言わないと」

  「うう……」

  　凛世は、ピザをフォークでぷすぷすしながら悩みまくっている。

  「このままずっと逃げる、って選択肢は無し？」

  「このまま逃げつづけて、先はどうなるんだよ。みんなに迷惑かけるし、凛世自身だってどうもならないだろ」

  「それはそうかもしれないけど……」

  　凛世は、苦しそうにひたいを押さえる。

  「兄あに貴きさんとなら……ずっと逃げてもいいかも、なんて……」

  「えっ？」

  　俺はとまどった。凛りん世ぜは顔を上げて、俺の目を見つめた。いつもは目が合うと、怒ったように視線をそらすことが多いのに。

  「……だめ？」

  　すがるような凛世の目が、頼りない。家を飛びだして、俺しか頼るものがなくて、自分では決めることができなくて、それで俺にすがっている。

  　それは、わかっている。でも、俺はこう言わなくちゃならないってこともわかっている。

  「ぜーったいに、だめだ」

  　俺はきっぱりと、凛世に言った。

  　凛世の目が、驚きに大きく見開かれた。それから、ショックにわずかに震ふるえながら、悲しげな笑みを浮かべる。

  「そ、そっか……わたしみたいなわがままな女の子、邪魔よね……」

  「いやいやそうじゃない、そういう意味じゃない！　俺が言いたいのはだな、つまり逃げてばっかりじゃ何も変わらないし、これから大人になっても逃げるしかなくなる、ってことなんだ。お釈しや迦か様だって、人間の『病・老・死』の苦から逃げだして、でもそれを乗りこえて悟りを開くためには、結局菩ぼ提だい樹じゆの下で断だん食じきして自分の苦痛と真正面から立ち向かうしかなかったんだからさ。凛世も、たしかに問題が高校生には大きすぎて逃げたくなる気持ちもわかるけど、でもぜったいに今ここで逃げちゃだめなんだ」

  　俺は心からそう言った。仏教の講釈はこりごりだとさんざん言われてはいたが、それが俺のいつわり無い気持ちだったから、凛世に伝わってほしい、と心からそう思って。

  　凛世は、しばらく考えこんでいた。泣いたかな、と俺は少し心配になる。

  「……むかつく」

  　ぽつり、と凛世が言った。おっと、やっぱりまた怒らせたのか？

  「兄貴さんのくせに、カッコいいなんて……むかつく」

  　えっ？

  　凛世は、いつものプライドが高く毅き然ぜんとしたようすでまっすぐ目を上げた。頰ほおが赤い。いつも凛世の頰が赤いときというのは、たいてい怒って赤くなっているのだが、今の凛世は俺が見たこともないような穏やかな笑みを浮かべていた。

  「ありがとう、兄貴さん。家に電話するわ」

  「そ、そうか」

  　俺は、凛世が意外に話をわかってくれたので、ホッと胸をなでおろす。そういえば、凛世は言っていた……俺が、「全部わがままを聞いてくれるところが気に入らない」と。

  （これでよかったのか。よかった……あとは、凛世を無事に家に帰せば、俺の肩の荷も下りるというものだ）

  　とはいえ、凛りん世ぜは居場所を知られないよう携帯電話を家に置いてきているし、俺はそもそも携帯を持たない派である。今どき小学生でもふつうに携帯を持っているのだから、公衆電話を探すのは少々骨が折れそうだ。とりあえず食事を済ませてから、俺たちは公衆電話を探しにいった。

  

  　ダイニャーの中で昼食をとったのはけっこう遅い時間だったので、外へ出ると空は夕焼け模様になり、ニャーニャーキャッスルのまわりではもうパレードの場所取りが始まっていた。早く公衆電話を探さないと、真っ暗になって動きにくくなってしまう。

  「ええと、地図ではたしか、こっち……」

  　俺は、ガイド地図を広げながら薄暗くなった園内をうろつき回っていた。凛世も、きょろきょろしながら公衆電話を探す。

  「にゃあ」

  　突然、俺たちの目の前にニャーニャーキャットがあらわれた。大きく腕を広げて、凛世を抱きしめようとしてくる。

  「にゃあ、にゃにゃあ」

  「きゃー兄あに貴きさん、このニャーニャーキャット人なつっこい♪　かわいいー♪」

  　凛世はめちゃくちゃうれしそうだ。

  「いや、人なつっこいっていうか、それ中身、人だから！」

  「なんてこと言うのよ、兄貴さん！　中の人なんていないのよ。少なくともこの、ニャーニャーキャットの魔法とファンタジーにつつまれたニャーニャーランドの中では！」

  　凛世が本気で怒って、熱弁している。クールだと思ってたけど、凛世って意外に夢を夢見る乙女おとめ思考なとこあるんだな。いやでも、ほんとに中の人はいるわけだし、その中の人が美人の凛世を見てよからぬことを考えないとも限らないわけだし。それに、こんなところで寄り道してないで、俺たちは公衆電話を探さなくてはいけなかったのだ。そうだ、このニャーニャーキャットに聞くか……いやでも、中の人はしゃべるの禁止だったよな。

  　あれっ、でもこいつ、にゃあにゃあ言ってたぞ？　……と気づいた瞬間。

  「にゃんにゃんにゃーん♪」

  　言わんこっちゃない、ニャーニャーキャットがぎゅううぅっと凛世に抱きつきやがった！　凛世はフカフカのニャーニャーキャットの腕の中で、ちょっと照れながら、うれしそうに笑ってる。

  「きゃあ、ニャーニャーキャットにハグしてもらえるなんて、感動♪」

  「にゃあにゃあ、にゃにゃー♪」

  　ニャーニャーキャットは、なおも凛世にしがみついている。何だか、全然手を離そうとしない。周囲に、ニャーニャーキャットと写真を撮りたくてカメラを持った客たちがたまりはじめているのに、お構いなしである。何かが、おかしい。凛りん世ぜもその違和感に気づいたのか、とまどいながら、ニャーニャーキャットに言った。

  「あ、あの、ほかの人のところに行かなくていいんですか……？」

  　敬語、っていうことは中の人に話しかけているのだ。そして、中の人は凛世を抱きしめたまま、低い声で答えた。

  「わたしではなく、あなたが行くんですよ、三み剣つるぎのお嬢様……社長のところへね」

  「！」

  　凛世は、キッとニャーニャーキャットをにらんだ。

  「凛世っ……！」

  　動こうとした俺の周りを、近くにいたニャーニャーキティやその仲間の着ぐるみたちが取り囲んだ。

  「いいのよ、兄あに貴きさん。……わかりました、行きましょう。東ひがし鳥とつ取とりの荘しようさんはどこにいるんですか？」

  　凛世は、覚悟が決まった静かな表情で、ニャーニャーキャットにそうたずねた。
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  五章　兄貴じゃない俺はじゃあ何なんだと思った件

  

  　俺たちは、ホテル・ニャーニャーパレスに連れてこられた。

  　そしてどういうわけか、俺は黒いタキシードを着せられた。００７ダブルオーセブンがよく着てるあの、蝶ネクタイのやつだ。

  「七五三には十一年ほど遅いようなんだが……」

  　黒服の男に言うと、

  「ディナータイムのドレスコードに合わせているのです」

  　と、何のことかさっぱりわからない説明を受けた。ドレスコードというのは、高級ホテルや高級レストランや高級カジノなど、入場するのに正装が必要な場所におけるこれこれこういう服装でお願いします、という規則のことだ。昼はややカジュアルに、夜は思いっきりフォーマルになる。何を言ってるかわからない場合は、「制服は十月から長なが袖そで」と同じだと思っておけばいいだろう。実際のところ、俺もよくわからん。

  　着替えた俺は、エレベーターでニャーニャーパレスの最上階に移動させられた。ロイヤルスイートルーム、と書いてある。要するに、ホテルの部屋でも最上級に広くてきれいでお高い部屋ということだ。そこで俺は、黒服と別れて一人でドアの中に入らされた。

  　そこは三十畳ぐらいある広い部屋で、応接セットだけが置いてあった。天井にはシャンデリアが光り、応接テーブルの上ではガラスの容器に入ったろうそくが燃えている。

  「こんなところにろうそくが。誰かが、仏の知恵の光こう明みようにあやかり、煩ぼん悩のうの闇やみを消し去ろうとしているのか」

  「単なるインテリアだ」

  　ろうそくをのぞきこんでいる俺に、低い男の声がツッコミを入れた。顔を上げると、光沢のある灰色のタキシードを着た男が立っていた。幅の広いネクタイを締めて、靴も何だか高級そう。背が高くすらっとしていて、テレビで見たことのある顔、ナントカカントカという社長だとすぐにわかった（名前を思いだせないのは、俺の仕様だからしかたがない）。

  「凛りん世ぜさんを連れて逃げたのは君か？」

  「そうですけど」

  　相手の出方がわからない。俺にそんな気はぜんっぜん無くても、彼にとっては「婚約者と駆け落ちした横よこ恋れん慕ぼ男」という、そういえば深夜にそんな感じの『卒業』って映画をやってたなあ、サイモンとガーファンクルの歌がよかった。せっかくいい感じで観てたのに、妹が「兄あにっちＤＶＤ観ていーい？」とわざわざ他人の部屋のテレビにＤＶＤを差しこみにきて「恐怖のグロドロゾンビーズ」を無理やり観せられましたっけ。

  　いや、妹の話に脱線してる場合じゃない。要するに、俺はぶん殴られるぐらいのことはされるかな、と思っていた。横恋慕したわけではないが、駆け落ちしたというのは事実だから、それぐらいはしかたがない。あまり痛くなければいいな、ぐらいに思っていた。

  「極悪非道な不良少年で、凛世さんを人質にして逃げたと部下に聞いたから、警察に手をまわして急ぎ公開捜査にしたが、周囲の人間の話を聞くと、どうもそんな人物ではないらしい。物静かでおとなしいと、……ところがそうであるにもかかわらず、新幹線で、ほんのもうちょっとのところまで追いつめたぼくの部下たちをまいて逃げた。奈良に行ったと思ったら、こんなところにいた。頭もいいし、実行力も、度胸もある。どんな男かと思って、凛りん世ぜさんを捜しているあいだ、ずっと君に会ってみたいと思っていたよ」

  　あれっ、殴ってこない。むしろ、フレンドリー。

  　殴られないみたいなので、俺はちょっと安心して、ナントカ社長にたずねてみた。

  「なんで俺たちの居所がわかったんですか」

  「必死に捜した」

  　ああ、ものすごく正攻法そして納得。

  「少し強引だったかもしれないというのは、自覚していた。追いつめて自殺でもしたらどうしようかと、捜し回っていた。彼女を助けてくれて感謝している」

  　いい人じゃないか、ナントカ社長！　いや、たしかに凛世もいい人だって言ってたけど。正直に勝る知恵は無しというから、出世したのも納得だし、凛世が断りにくかったのもわかる気がする。

  「凛世のことが好きなんですよね？」

  　俺は、確かめようと思ってたずねた。ナントカ社長は、すなおにうなずいた。

  「正直、子供のころのあれは冗談だった。いくら何でも幼稚園児に本気でプロポーズするほど、ぼくは変態ではない。ただ、それを三み剣つるぎ会長がおもしろがってぼくを試したから、負けず嫌いで乗っただけだ」

  「えっ。じゃあ、凛世のこと好きなわけでは……」

  「いや、それは十年前の話だ。十年経たって、経済界のパーティでときどき凛世さんを見かける機会があって、その知性と気品と美び貌ぼうに心惹ひかれた。だが男嫌いとの[image: ]うわさで、三剣会長に遠慮して誰も近寄れなかった。それでぼくは、いばらの城のいばら姫に近づくために、十年前の約束を持ち出した。たしかに、ぼくは凛世さんが好きだよ」

  「好きなんですか」

  　がっくり。これは、ややこしい話になりそうだ……。

  「でも、決めるのは凛世さんだ。三剣会長だって、ぼくの言い分がばかげているのはわかっている。その上で、凛世さんを試してる。三剣グループのトップにふさわしく、この事態を打開できるかどうか」

  「それって……十年前にあなたを試して、今回は凛世を試すためにあなたを利用してるってわけですよね。それがわかってて、怒らないんですか」

  「でも、もし凛世さんが結婚を承諾してくれれば、ぼくが三剣会長を利用したことになる。それだけのギャンブルをする価値が彼女にはある、そばで見てる君にもわかるだろ？」

  「……さあ……」

  　とぼけたわけではなく、俺が本気で首をかしげたので、ナントカ社長はちょっと気がそがれたようだった。そりゃたしかに凛りん世ぜは美人だし、ツンゴラだけどかわいいかなっと思うところもあるけれど、妹の友達で妹みたいなもんなんだから、そんなふうな目で見たことはないっていうか……。

  「とにかく、決めるのは凛世さんだ」

  　ナントカ社長が、ドアのほうを向いた。カタン、と音がして、黒いドレスの女性数人に連れられた凛世が入ってきた。

  　凛世も黒いイブニングドレスを着ていた。花の髪飾りをあしらった黒い髪と黒いドレスが、真珠のように輝く白い肌をなおさら映えさせている。月夜の女神のように毅き然ぜんと立つ姿は、連れてこられたというより、彼女らを従えているように見えた。女性たちは後ろに下がり、ぱたん、とドアを閉めた。あとには、凛世だけが残された。

  　制服とか私服とか水着とか浴衣ゆかたとか夏のうっすいパジャマとか、凛世の服はいろいろ見てきたつもりだったけど、ドレスアップした姿はすごく大人っぽくて、その美び貌ぼうのレベルが恐ろしく高いことに気づかされる。その俺の前を凛世はスッと横切るやいなや、ナントカ社長に向かって静かな視線を向けた。

  　凛世が横切った瞬間、ふわっといい匂においがして、俺はドキッとした。いつも凛世は清潔な石せつ鹸けんの匂いがパリッとしてるから、ふだんからいい匂いなのだが、今日の匂いはちょっと違う。ストレートに言えば、デパートの一階の化粧品売り場の匂いだ。

  （香水をつけてるのか……？　何か、大人みたいだな……）

  　白い肌は化粧なんかしなくてもじゅうぶんすぎるほどきれいだが、唇くちびると目もとには薄く化粧を刷はいてある。ほんの薄い化粧なのに、顔立ちが整っているせいで、はっと目を引くような迫力のある美貌になっていた。

  　女は化粧で化けるというのはほんとだったんだ……小こ麦むぎの女子大生のお姉さんも、化粧をきれいにしてて大人の女の人の魅力がすごかったし。女はこんなふうに化けるから、お釈しや迦か様に悪魔マーラ呼ばわりされるのかもしれない。

  　などと俺があれこれ考えているいっぽう、凛世はナントカ社長に向かい、淡々とした口調で言った。

  「こんばんは、東ひがし鳥とつ取とりの荘しようさん。兄あに貴きさんに何かしました？」

  　凛世の声のトーンは、かぎりなく無む味み乾かん燥そうで無感情だった。凛世って、こんなだっただろうか、と俺は違和感を抱いた。ツンツンしてるのはいつものことだけど、俺に対してはゴラゴラした感じである。どなりつけるし、嫌いや味みも言うし、怒りまくるし、凍りつくような硬質な見た目のわりにはテンションが高いなあという印象だった。

  　でも、今の凛世は何かが違う。ドレスのせいか、ナントカ社長の前だからか、大人っぽく振る舞ってるのか？　いや大人っぽい、という感じとは違う。硬質で冷たい……緊張してるのかもしれない。

  「その前に、まずプロポーズの返事を聞かせてくれますか？」

  　ナントカ社長も、まったく引かずにいきなり本題をぶつけてくる。いや、いくら何でももうちょっとクッションを置いてやれよ……と口を挟みたくなったけれど、ぐっとこらえた。これは凛りん世ぜ自身が解決しなくちゃいけない問題だし、凛世もそのつもりなんだから、俺が邪魔しちゃいけない。幸い凛世が落ち着いていたので、俺は少し気が楽だった。

  「すみませんが、お断りします」

  　きっぱり言った。えらい、凛世！　そして、きっぱり断られても、ナントカ社長も表情をまったく変えなかった。

  「理由を聞かせていただけますか？」

  「結婚の約束は、父とあなたのあいだでしたことで、わたしの意思はそうではないからです」

  「ほかに好きな人がいるんですか？」

  　一瞬、凛世が俺のほうをちらっと見た。えっ、何で今こっちを見たんだ？

  「ほかに好きな人がいてもいなくても、それはあなたへの気持ちとは関係ないことです」

  　ナントカ社長、紳士的な態度と口調のわりには、けっこう食い下がってくるなあ……と思っ　たが、凛世は冷静に理り路ろ整せい然ぜんと返している。
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  　俺は今まで、凛りん世ぜは短気で怒りんぼで、水球部らしく、積極的に相手を攻撃するタイプだと思っていた。でも考えてみれば、凛世のことを乱暴だとか凶暴だとか言ってる[image: ]うわさを、俺は聞いたことがない。俺以外の人間には、ツンゴラじゃないっていうことなんだろうか。

  　ということは、よっぽど俺は、凛世の気に入らないことばかりしてるのだろうか……すぐに仏教の講釈をたれたりして、空気が読めてないとかか？

  「……そうですか、わかりました」

  　ナントカ社長が、静かに言った。すると、硬質だった凛世の表情がわずかにゆるんだ……やっぱり、少し緊張してたようだ。

  「失礼な質問をしてすみません。あなたが、自分の口ではっきり本心を語ってくれるのを、ぼくは待っていたんです」

  「え？」

  「だって、そうでなくちゃ、あなたのようなすてきな女性をあきらめられませんから」

  　ナントカ社長がほほえんだ。

  「あっ……」

  　凛世は、その笑顔にとまどいを見せ、目を伏せた。

  「……逃げたりして、ごめんなさい」

  「悪いのはぼくですよ。でも、きっぱりあきらめます。会長にも、誘ゆう拐かい失しつ踪そう事件でわいているマスコミ各社にも、ぼくのほうから話を通しておきます。ぼくが撒まいた種ですからね、後始末はちゃんとしておきます。それよりおなかがすいたでしょう、特別フルコース料理を二人分注文してありますから、厨房に連絡して持ってこさせましょう」

  　ナントカ社長は、大理石でできた高級そうな電話台の上に載っている、これまた高級そうなアンティークの電話機の受話器を取った。ただの飾りではなく、ちゃんとホテルの内線電話として機能しているようだ。

  「二人分、って？」

  　俺は、凛世がこの部屋に入ってきてからはじめて声を出した。

  　どう見ても、この部屋の中には三人いるのだが。ひょっとして、俺は数に入ってないとか？　庶民の口にフルコース料理などもったいないということか、それとも、ああは言ったが凛世と駆け落ちしたことをじつは怒っているのだとか？

  　昼すぎに遅い昼食をとったきり、バタバタしていて俺も凛世も何も食べてない。正直おなかがすいているのだが、ナントカ社長は俺に出ていっていいとも言っていないし、ひょっとして、ここでナントカ社長と凛世がごちそうを食べるのを、横で指をくわえて眺める刑なのか？　菩ぼ提だい樹じゆの下で断だん食じきをしておなかがペコペコのお釈しや迦か様に、悪魔マーラがおいしそうな食べ物を見せて誘惑したという話があるのだが、悟りを開いたつもりが凛世にどぎまぎしてしまった俺の煩ぼん悩のうを払うため、試練を与えるということなのだろうか？

  　などと、腹が減っているあまり俺は激しい被害妄想に陥っていたのだが、

  「ああ、シェフ。食事を持ってきてくれたまえ。オーダーを一部、変更する。クリュッグ・コレクションをキャンセルして、オレンジジュースを……そう、未成年だからね」

  　ナントカ社長は電話口でそう言って、受話器を置くと、ドアのほうへ歩いていった。

  「どこに行くんですか？」

  　俺がたずねると、ナントカ社長は振りかえって、

  「凛りん世ぜさんにＯＫしてもらえたら、きみにはお帰りいただいて、最高級シャンパンで乾杯して、二人でディナーにするつもりだった。この部屋も一晩、取ってあった。でもＯＫしてもらえなかったから、シャンパンはキャンセル、ぼくが帰ってきみがここでディナーを食べる。そのために、きみにもタキシードを着せたんだ。あとは……凛世さんのことはよろしく頼んだ、大事にしてやってくれ、兄あに貴きくんとやら」

  　さわやかに一度ほほえむと、部屋を出ていった。

  　俺と凛世は、呆ぼう然ぜんと立ちつくしてしまう。緊張の糸が、ふっと切れた気がした。

  「……何か、解決したみたいだな」

  「ええ」

  「いい人でよかった」

  「ええ」

  「あんなにいい人と思ってなかったから、断りたいなら断れとか言っちゃったけど、なんか、よかったのか？」

  「わたしがいいんだから、いいのよ。そんなに東ひがし鳥とつ取とりの荘しようさんが気に入ったんなら、兄貴さんが結婚すれば？」

  「いやいや、それは論理が飛躍しすぎだ。まあ、あんなにいい人相手じゃ言いにくかったと思うけど、凛世もよくがんばったな。えらかったぞ」

  「何、兄貴さんのくせに、その上から目線は」

  「褒ほめてるんだから、すなおに受け取れよ。ナントカ社長としゃべってるときには、もっと落ち着いて大人っぽいなと思ってたのに、やっぱりすぐに怒って子供っぽいじゃないか」

  「だから子供じゃないわよ、もうあと何時間かで同い年なんだから！」

  　ほんとに、なんで俺ばっかりが凛世にこんなにどやされなくちゃならんのだ。でもまあ、何とか、これで一件落着である。

  「とりあえず、これで凛世は逃げる理由はなくなったわけだし、ナントカ社長も家族に説明してくれるって言ってたし、さっきの凛世のあのようすなら自分でもちゃんと説明できそうだし、家に帰るか」

  「え……」

  　凛世が、びっくりしたような顔で俺を見ている。何が「え」なんだ。

  「いや、だって俺も家に連絡してないし。後始末はしといてくれるとか言ってたけど、それでもさすがに家への連絡は、他人任せじゃなくて自分からもしておくべきだろ」

  「……いきなり、ここで解散？」

  　凛りん世ぜは、もじもじしている。

  「このまま帰っちゃうのはもったいなくない？　料理だって来るし、この部屋も取ってあるって言うし……べっ、別に兄あに貴きさんといっしょに泊まりたいってわけじゃないけど、もったいないから泊まったほうがいいんじゃないのって思っただけ！」

  「なんで怒ってるんだ」

  　そして、なんで凛世はそんなことを、そんな精いっぱいの表情でこぶしを握りしめ、顔を真っ赤にして言う必要があるのか。二日ずっといっしょにいても、あいかわらず凛世はさっぱりわからないことばかりだが、でもまあ、凛世はきちんと勇気を出して逃げるのをやめて問題を解決できたんだし、慰労のつもりでもう少しつきあってやっても構わないかもしれない。

  「わかった、でもとりあえず家には電話していいだろ。親が心配してるはずだから……いちおう息子が凶悪誘ゆう拐かい犯はんだったわけだしさ。今日きよう子こはどうか知らないけどな」

  「ええ、今日子によろしく。兄貴さんを二日も借りちゃったものね」

  「別に、俺は妹の私有物じゃないけどな」

  　俺はアンティークの受話器を取って、家に電話をかける。そのあいだに、次々とごちそうが運びこまれて、テーブルに並べられていった。

  

  　一時間後。

  　さっきまで、大人っぽい高級な雰囲気にしっとりと包まれていたスイートルームでは、今や運動部系のどんちゃん騒ぎが繰り広げられていた。

  「もー、兄あにっちも凛世も、電話もらってびっくりしちゃったよー。でも、そういうことなら、あたしも駆け落ちに連れてってくれたらよかったのに。どうせ短縮授業でひまだし、ジャングル露天風呂って入ってみたかったなー。あ、このオードブルって全部あけちゃっていいよね、モグモグ」

  　テーブルの上に並んだ高級料理が、みるみる妹の胃袋の中へと消えていく。ガラスのピッチャーに入ったオレンジジュースも、ごきゅごきゅと飲みこまれていく。二人分とはいえ高級ホテルのディナーというとかなりの量だったはずだが、それだけでは足りなくて、妹たちは次々にルームサービスを頼んで、ピザやおにぎりといったメニューをおなかに流し込んでいた。

  「わたしも、学校がちがうので連絡しようがないかもしれませんが、ごいっしょしたかったですね……。せっかくだから日向ひゆうがさん、行けなかったわたしと二人で駆け落ちしませんか？」

  　緋ひ影かげがさりげなく、妹を誘惑している。ほんとに油断も隙すきもない！

  　しかし妹は明るく笑って、

  「あははっ、緋ひ影かげっちおもしろーい、そこって『女どうしで駆け落ちかーい！』ってツッコミを入れるのが正解？　そんなことより、このカニ爪フライおいしいからあげる」

  「そんなこと……そうですね、わたしと駆け落ちなんて、カニ爪フライにも劣るささいなできごとですね……フフフ」

  　緋影、やつれた顔で笑われると怖いのでやめてください。

  「ほーら、タマしー、タマきー、タマむー、タマぴー、見えるですぅ？　ニャーニャーランドの夜景、超きれいですぅ。パレードが見れたらもっとよかったですけど、でも小こ麦むぎ、一度ニャーニャーパレスに泊まってみたかったから、超うれしいですぅ♪」

  　窓辺では小麦が、粘ねん菌きんの入った瓶びんを桟さんの上に並べている。ほんとに、何があろうがマイペースだな。それをホテルに持ちこんで、よく生物兵器で要人を狙ねらうテロリストとまちがえられなかったものだ。

  「……で、今日きよう子こはいいとして、どうして小麦と緋影がここにいるわけ？」

  　凛りん世ぜの白いこめかみに、青い血管がピクピクと浮いている。うわー、すっごく怒ってるなあ。その怒りを察したのか、小麦がすかさずヨイショする。

  「わー、りんりんそのドレスかわいいですぅ♪」

  「うん、かわいいよねー。大人っぽくてかっこいい、それに香水がすっごくいい匂におい、くんくん♪」
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  　妹が、凛りん世ぜのまわりをくんかくんかしながら回っている。おまえは子犬か。

  「ありがとう、今日きよう子こ♪　……で、小こ麦むぎ。どうしてここにいるわけ？」

  　凛世は妹とにこやかにじゃれあいながらも、小麦への追及をゆるめる気配はまったくない。小麦は焦って作り笑いを浮かべていたが、妹が口をはさんで説明した。

  「兄あにっちも凛世も失しつ踪そうしたとか誘ゆう拐かいがどうのとかローカルニュースになって、家のまわりがザワザワしてたから、二人とも心配して家に来てくれたんだよ。まあ、あたしはぜんぜん心配してなかったけどね、兄っちが優しいってことはよくわかってるし、兄っちみたいないいお兄にいちゃんをあたし独り占めにするのもどうかと思ったし。兄っちはみんなの兄っちで、みんなは全員同じ、兄っちのかわいい妹なんだもんねー」

  　あいかわらず妹はＫＹである、今そんな話をしているのではない。

  「それで、兄っちがニャーニャーパレスにいるって電話してきたから、そうしたら緋ひ影かげっちが『スイートルームには定員が無いから、遊びに行ったら部屋に入るかぎり何人でも泊まれるそうですよ』って教えてくれたから、それならラッキー、みんなで押しかけちゃおう☆　……ってことになったんどっえ～す♪」

  「ドＳ？」

  「あはは、兄っちしばらくいなかったから、ボケすらもみな懐なつかしい～！　そして、まさかニャーニャーパレスに泊まれるなんて感激しまくりー♪　ずっとニャーニャーランドに行きたい行きたいって、兄っちにおねだりしてたけど、ニャーニャーパレスに泊まるのはいくら何でも無理だと思ってたんだもーん」

  「小麦もキョコたんとニャーニャーパレスの最高級スイートルームに泊まれるなんてうれしいですぅ、こむぎゅりん♪」

  　こむぎゅう～もロクに広まらないうちから、何か新しいバージョン来たぞ。

  「明日は三み剣つるぎさんの誕生日だというので、それならついでに明日の朝早起きして、朝一番にみんなで誕生日のお祝いを言ってから学校へ行こうということになったんですよ」

  　緋影が言った。へえ、緋影は凛世と敵対してると思ってたけど、わざわざ朝一番に誕生日を祝ってやるなんて、けっこう優しいところがあるんだな。たしかに俺も子供のころ、誕生日の朝というのはワクワクして、家族に「おめでとう」を言われないとちょっとがっかりしながら学校へ行ったものだ。昼や夕方に言ってもらうんじゃ、だめなのだ。

  「べ、別に誕生日ぐらい、特別なものじゃないし、別に祝ってくれなくていいわよ」

  　凛世は、あまり祝われるのも照れくさいのか、少し赤くなっている。

  「わたしに祝われるのは嫌いやですか？　お兄にいさんとは、こんなふうに正装してカップルいっぱいのニャーニャーランドでプレ誕生日のラブラブデート、だなんてロマンティックなことをするのに？」

  　緋影が、いきなり俺の背後からぎゅっと抱きつき、俺の蝶ちようネクタイを片手でぎゅうっとつかんだ。どうも最近、緋ひ影かげに背後を取られることが多いような気がする。ついでに、俺の蝶ちようネクタイをつかむ腕の力に憎しみが加わっている気がするのだが、どういうわけだ？　俺と凛りん世ぜは別にデートしていたわけではないし、たとえそうでも、妹のことを好きな緋影の地雷は何一つ踏んでいないはずなのだが？

  「苦しいぞ、緋影」

  「お兄にいさんが行方不明だということをテレビで見て、わたしだって心配したんですから、これぐらいの報復はあっても構わないと思いますよ」

  「え、心配したんだ」

  「もちろんです。お兄さんが誘ゆう拐かい犯はんということになったら、先を越されてしまいますので」

  「待て待て待て待て、サラッと気になることを言ったな、だれを誘拐する気だ！」

  「とりあえず、お兄さんをこのような事件に巻きこんでくださった三み剣つるぎさんには感謝をこめて、明日の朝は誕生日おめでとうを言い、放課後は誕生日パーティでもしませんか……シェーキーズの食べ放題などよろしいかと思います」

  「あっいいねー、ピザ食べ放題！　カレーもあるよね♪　誕生日には特別に、ハート形のピザを作ってくれるお店もあったよね？　行こう行こう、お誕生日はおめでたいんだから、思いっきりお祝いしなくちゃだよねっ☆」

  　緋影を包むドス黒いオーラにまるで気づくようすもなく、妹がニコニコして話に参加してきた。緋影も、俺の背中にしがみついたまま、にこりと暗黒微笑を浮かべる。

  「そのとおりです、何といっても誕生日がくれば、また三剣さんは一歳年をとり、一歳死に近づくというわけですから……こんなおめでたい日を祝わない手はありませんよ、フフフ……」

  　いやいや、おまえは一いつ休きゆう禅ぜん師じか！　ちなみに一休さんで有名な一休禅師は、正月のお祝いで浮かれている人たちの中を、杖つえにドクロをかかげて練り歩いたり、『門かど松まつや冥めい土どの旅の一里塚　めでたくもありめでたくもなし』という狂きよう歌かを歌ったりというひねくれ者だが、現代に生きていたら空気読めないウザい奴、と言われそうな数々の奇行を行ったのである。

  　そして凛世はそんな緋影を思いっきりにらみつけ、緋影は不動の暗黒微笑で返し、小こ麦むぎは何となく空気を読んで、このドロドロ状態に巻きこまれまいと、

  「ほ、ほーら、タマしー、ひこーき飛んでるですぅ♪　ＵＦＯみたいですぅー♪」

  　と、ひたすら窓の外の景色を実況している。飛行機なんて物珍しくも無いのに、グチャドロ粘ねん菌きんは好きでも、この人間同士のドロドロに巻きこまれた場合、戦闘力的な問題で一番最初にグチャドロにされるのは非力な自分だということがよくわかっているので、頭のいい小麦としては、君子危あやうきに近寄らず作戦を取っているのだろう。

  「ま、誕生日もめでたいわけですが、とりあえず凛世と兄あにっちがめでたく無事だったことに、かんぱーい☆」

  　それに対して妹は、ほんとに空気を読むつもりがまるで無いというか、人間のドロドロしたところとかはまるで気づきもせず、オレンジジュースを高く掲げた。そして、妹がほえほえした笑顔でそんなふうに強行突破すると、今の今までピリピリしていた凛りん世ぜと緋ひ影かげも、

  「か、かんぱーい☆」

  　と、オレンジジュースのコップを上げるしかなかった。やっぱり、妹は最強のようである。

  

  　どんちゃん騒ぎは夜遅くまで続いたが、それでも十二時近くになると、今日きよう子こ、小こ麦むぎ、緋影の三人はベッドで寝てしまった。スイートルームには、キングサイズの巨大ベッドがふたつ並んでいるのに、なんで小麦と緋影はわざわざ妹と同じベッドでぎゅうぎゅうづめになって寝ているのだ。しかも、寝ながらもお互いに足で相手をぎゅうぎゅう押して、ベッドの下へ蹴け落おとそうとしている。カッコウのひなは生まれてすぐ、本能行動に基づき巣の中にあるほかの卵を巣から投げ落としてライバルを排除するが、そんな自然観察をまさかニャーニャーパレスで見られるとは。

  　とりあえず、三人が風か邪ぜをひかないよう、寝相の悪い三人が体の下に敷いてしまっている掛け布ぶ団とんはあきらめ、追加用の毛布をクローゼットから持ってきて三人の上にそれぞれかけていると、

  「……むにゃり、兄あにっち」

  「何だ？」

  　いつものくせで、妹に呼びかけられると反射的に返事をする。返事をしないと「兄っちー、ねえねえ兄っちー、ねえねえねえねえ兄っちったらー！」と返事するまでしつこく食い下がられる日々で、完全にパブロフの犬状態の条件反射に調教されきっているのだろう。

  　だが、妹からの返事は無かった。呼びかけておいて失礼な奴だ、と思って妹のほうを見ると、あられもない寝相で毛布をはだけ、目を閉じてすーすー言っていた。なんだ、寝言か。というか、二秒前に俺が毛布をかけたところでもう毛布を蹴ってるというのは、どういった寝相だ。しかたなく、俺はもう一度毛布をかけると、

  「兄っち、まだかな……帰ってこないな……むにゃり」

  　横向きに転がった妹が、小さな声で寝言をつぶやく。目のふちを見ると、白く小さく三日月形の汚れがある。

  「……涙のあと？」

  　テレビカメラの前では陽気にふるまっていた妹だし、実際、能天気だったとは思うが、心の底では心配させてたのかなと思って、俺は胸が痛くなった。涙のあとをそのままにしておくのが何となくしのびなくて、俺はタキシードのそでで妹の涙のあとをゴシゴシこすってから、毛布をかけて寝室を出た。

  

  　俺はリビング（つまり俺たちがディナーを食べていたところ）に戻った。きのうからのもろもろの疲れと気のゆるみのため、俺もだいぶ眠くなっていた。だが、僧そう職しよく男子たるもの、女子と同じ寝室で（たとえ別のベッドであろうと）寝るわけにはいかないので、リビングの長いソファで寝ようと思って、そちらに移動した。

  「兄あに貴きさんも寝られないの？」

  　長いソファの背に手をかけた瞬間、凛りん世ぜの声がした。俺が寝るつもりだったソファの上で、凛世がドレスのまま、寝そべっていた。うおお、ソファの上をろくに確かめもせずに身を投げ出したりしなくてよかった、そういえば眠くてぼんやりしていたけれど、寝室のベッドの上に人数が一人足りなかったことに今さら気づいた。

  「眠いならベッドに行けよ」

  「まだ眠くないわ」

  「それでも、ベッドに行けよ。俺がここで寝るんだから」

  「女子と同じ部屋では寝られない、ってこと？」

  「当然だろ」

  「ゆうべ旅館でいっしょに寝てくれたのは、特例中の特例ってこと？」

  　凛世は、ソファに寝そべったまま俺を見つめる。ドレスのすそが乱れて、白い長い脚がのぞいていた。いや、見えない見えない、なーんにも見えないぞ。

  　ふと、

  「ふぁっ……」

  　あくびが口をつきそうになって、凛世はあわてて手で口を押さえ、必死にあくびをかみ殺した。やっぱり、もう眠いんじゃないか。

  「寝ろって。二日間いろいろあって、疲れてるだろ。ドレスだって、着たままじゃしんどいだろうし」

  「まだ、もうちょっと……」

  　凛世は、目をこすりながら起きあがる。

  「兄貴さんこそ、まだタキシードなのね。気に入ったの？」

  「まさか！　こういう形式ばった服は苦手なんだ、ごわごわして硬いし、あちこち苦しいし。脱ぎ方がわからなくて、蝶ちようネクタイすら外せないからそのままにしてただけで……」

  　蝶ネクタイといっても七五三のときにつけたゴムひもがついたやつじゃなくて、一本のネクタイから上手に巻いてチョウチョにする本格的なやつなので、何がどうなってるのかわからなかったのだ。借り物だし高価そうだから、もし無理に引っぱって、ちぎれでもしたら大変だと思ったし。

  　すると凛世は、俺ののど元にスッと手を伸ばし、

  「まだ外さなくていいわ……曲がってる。根ね雪ゆきさんが引っぱったときに、ゆるんだのね」

  　と、俺の蝶ネクタイに手をかけて、スルスルッとほどくと、あざやかな手つきでパパッと締めなおしてくれた。すごい、うまい。感心して見ていると、凛りん世ぜは仕上げにネクタイの結び目をきゅっと締め上げてから、俺を見上げた。

  「兄あに貴きさん、反則だから」

  「俺、今何かしたか？」

  「兄貴さんのくせにタキシードがカッコいいなんて、むかつくってこと」

  　へ？　俺は今、褒ほめられたのか、怒られたのか？　っていうか、さっきのナントカ社長の俳優も顔負けのカッコいいタキシードを見た後で、俺のこの七五三がカッコいいとか何の冗談なんだ？　そして、冗談にしてはなんで凛世の目は笑ってないんだ？　むしろ、ものすごく怒ってるんだ？

  　そして、ものすごく怒った目のまま凛世は窓辺の小さなテーブルに座ると、その向かいがわのあたりを手で、ぱんっと叩たたいた。

  「え？」

  　ぱんぱん、と今度は二度叩く。それでも俺がいまいちぼんやりしていると、凛世は何も言わないままムッとした表情になり、ぱんぱんぱんぱんぱんぱんぱんぱんっ、と激しくテーブルを叩きつづけた。これは、旅館で布ふ団とんをばふばふ叩いたときと同じ行動だ。

  「わかったわかった、何もテーブルで太たい鼓この達人やらなくても、ふつうに口で『座れ』って言ったらいいだろ！」

  　俺が凛世の向かいがわに座ると、凛世は大きな氷が入ったピッチャーからワイングラスに、俺と自分のぶんの水を入れた。そして、無言で俺に差しだしたので、

  「あ、いただきます」

  　と、俺は水を飲んだ。怒ってるのに、なんで水をついでくれるんだろう……。ミネラルウォーターに、レモンの皮が沈めてあるせいか、飲むと舌の上に、わずかにレモンのさわやかな香りと苦みが走る。さっぱりしていて、悪くはないが。

  「きれいね。何だか、現実の世界じゃないみたい」

  　いきなり凛世が話を変えて、窓の外を眺めた。ニャーニャーランドは宿泊客のために、夜中もあちこちイルミネーションをつけている。それにニャーニャーランドの向こうには遠く都心部の夜景が広がって、地平線の近くで銀河のように輝いている。

  　凛世の横顔は、美術室の彫刻のように完かん璧ぺきに整っている。凛世という少女は、性格は荒々しいのに、外見はつくづくガラス細工のように繊細なのだ。

  　ドレスの襟えりにふちどられた白い胸もとから細い首のラインも、名工の作品のようだ。窓の外の景色が現実の世界じゃないとしたら、俺の目の前にいる凛世も現実のもののように思えない。俺は眠い眠いと思っていたけれど、じつはもうとっくにいつの間にか寝てたのかな、これは夢かな。それとも、まさか、まだキツネに化かされ続けているのだろうか……。

  「……明日は、もう帰るのね」

  　凛りん世ぜは外の景色を見ながら、水が入ったワイングラスをちゃぷちゃぷと揺らした。それだけの動作が、古い映画の女優のように優雅で美しい。とはいえ、それは客観的な感想であって、俺的には普段着や制服の凛世のほうがかわいいと思うのだが……って、俺ったら、どうして凛世のことを「かわいい」だなんてっ？　いかん、悟りを取りもどせ、俺！

  「帰れてよかったな、あの鬼ごっこ状態のまま、一時はどうなるかと思った。よくがんばったな、えらかったぞ」

  　俺は、あくまでも年上で、兄あに貴き分で、保護者としてのスタンスを崩さないよう、意識してじじむさく話しかけた。でも凛世の表情は、なぜか今ひとつすぐれない。せっかく、最大の懸け念ねんである結婚問題が払ふつ拭しよくできたというのに。

  「……あの鬼ごっこ、もう少し続いてもよかったのに」

  　ぽつり、と凛世が言った。ひどく寂しそうな表情で。目のふちが少し赤い……酔っ払ってるのだろうか、飲んでるのはただの水なのに？

  「いやいや、冗談だろ？　逃げまわって、俺も凛世も大変だったじゃないか」

  　思わず俺がそう答えると、凛世は怒った目を俺に向けて、

  「……冗談に決まってるでしょ、バカ！」

  「なんでそこで怒るんだ」

  「わかってるわよ、兄貴さんが……わたしのことを妹みたいに思って、あくまでも兄貴分としてのスタンスで、保護者の責任として、いろいろ助けてくれたことぐらい」

  　保護者として凛世を保護してやったことの、何が悪いのだろう？　迷子を交番に届けていきなり文句を言われてるような気分なのだが？

  「なんで怒ってるんだ、凛世」

  「怒ってないわよ！」

  　わー、すっごい怒ってる。怒り上じよう戸ご？　水しか飲んでないのに絡み酒？

  　俺がドン引きしたことに気づいたのか、凛世はあわててコホンと空からぜきをして、一度自分の心を落ち着かせた。

  「……わかってるのよ、わたしだって。そもそも、わたしの誕生日って、九月六日だし」

  「うん、明日……っていうか、もうすぐだな。それが何か？」

  「クイズです。九月六日といえば？」

  「九く・六ろで、黒の日。鹿児島黒豚の日とか黒豆の日とか黒酢の日とかいろいろあるが、僧そう職しよく男子としては、僧そう侶りよの衣にも使われる黒染めの日を推したいところだ」

  「妹の日」

  「なんでまた」

  「妹といえば可か憐れん、可憐といえば乙女おとめ座、そこで乙女座の期間の真ん中である九月六日が妹の日として制定され、日本妹大賞の授与式が行われるようになったのよ」

  　日本妹大賞か……うちの妹も、小生意気妹部門かうざベタ妹部門で受賞できそうな気がする。ってきっと、そういう賞ではないのだろうが。

  「そうか。凛りん世ぜって、乙女おとめ座だったのか」

  　ツンゴラ乙女……うーん、属性が複雑すぎて、よくわからん。

  「わたしが言いたいのは、そこじゃないんだけど」

  「じゃあ、妹の日がどうしたっていうんだよ。俺のほんとの妹になりたいから兄あに貴きって呼びます宣言も、なんか無いことになってるしさ」

  「たしかに、わたしの気持ちって、これは兄貴さんの妹になりたいのかな、と思っていたのよ。ただ今までは、兄貴さんがいつも身構えていたから、なかなか今日きよう子こみたいになれないなあって、何だか距離を感じてて……だから『兄貴』ってだんだん呼びにくいなって感じてて。愛媛に行ったあたりで、何かそのよそよそしい感じが最高潮で、兄貴さんはしょせんどんなにがんばっても兄貴分にしかなってくれないのかなって、わたしが兄貴さんのほんとの妹みたいになるのは無理なのかと思いはじめて……」

  「俺が身構えてる原因は、百二十％凛世のせいだと思うぞ」

  「でも夏休み、愛媛から戻ってからの兄貴さんは、何だか一皮むけたっていうか、ほんの少しだけどどこかたしかに変わってて……。年上の余裕があるっていうか、頼もしいっていうか、包容力があるっていうか……」

  　これはやっぱり夢なのか、あるいは俺のほうが水で酔っ払って、幻聴を聞いているのか？　だって、ツンゴラ凛世がこんなに俺を褒ほめるわけがないのだから。いや、さっきタキシードのことも褒められたけど。とりあえず、つまり今の俺は凛世にとって、ちゃんとお兄にいさんしてたということなんだな。

  「えっと……つまり、それならよかった、ってことなのかな？」

  「わたしも一瞬そう思ったんだけど、それじゃこれで晴れて『兄貴』って呼べるかなと思ったら、何だか違和感が残ってて。それで、きのう駆け落ちするときにも兄貴さんの呼び名、いろいろ考えてたわけだけど、結局決まらなかったでしょ。兄貴さんでもお兄さんでもお兄ちゃんでもお兄様でも、どういう呼び方をしてもしっくり来なくて……それで便宜上、『兄貴さん』のままだったわけなんだけど」

  「だから俺はきのうも、俺の呼称なんぞどうでもいいって言っただろ。どんな呼び方をされようが、『兄あにっち』以上に恥ずかしい呼ばれ方は、まずないだろうからな」

  「そうじゃないの。違和感があったのは、あのときは兄貴さんの妹になりたかったけど……兄貴さんがほんとにわたしの兄貴みたいになったら、そうじゃないって……」

  「いや、何言ってるのかわからないんだが」

  「わたしだって、自分で自分の気持ちが何が何だかぐちゃぐちゃでわからないんだから、しかたないでしょ！」

  「だから、なんで怒るんだってば」

  「とりあえず、兄あに貴きさんを直接前にして呼んでみるから、どれがいいのか選んで」

  「何で俺が？　しかも、こんな疲れてる深夜にやるほどのことか？」

  「いいからいくわよ！」

  　凛りん世ぜは強引に押しきった。まあ、凛世が俺の言うことなんか聞くわけがないことは、重々承知ではあるが。

  「えーと、兄貴……は、やっぱりだめな感じね。兄貴さん、お兄にいちゃん、お兄さん、お兄様、お兄ちゃま、兄くん、兄上、兄者、兄君……」

  　途中で、侍さむらいや忍者が混じってきているようだが大丈夫か？　バカにされてるようにしか聞こえないのだが、凛世はいたって真剣である。レパートリーが無くなってきて、うーんと考えこんで、ふと何か魔がさしたようにぼっそりと、

  「明あ日す、太た……さん……？」

  　びくーんっ！

  　今、俺の全身に電撃が走った。何だ、今の破壊力は？　予想外の破壊力で、あまりのことに俺は固まってしまったのだが、それは凛世も同じだったらしく、顔から火を噴くぐらい真っ赤になって焦あせって、それこそドレスの襟えりに飾られた白い胸もとまで真っ赤になって、

  「ちちち違う違う違うっ、無し無し無し無し！　今のは無し、ほんとに無し、取り消し、忘れてっ！」

  　思いっきり凛世は慌てふためいているし、俺は石いし化かの呪じゆ文もんでもかけられたかのように固まってしまって動けない。このやばい空気感、いったいどうすればいいんだ、と俺は動けないまま心の中で大量に脂あぶら汗あせを噴きだしていた。

  　そのとき、カチリ、とかすかな機械音がした。

  「……あ」

  　キャビネットの上の、置き時計の針が動いたのだ。長針が、「[image: ]」……12の文字を示している。

  　俺たちの空気感を一度に持っていったその置き時計は、いかにも高級そうな、金とガラスで作られたものだった。時計の下のドーム部分の中に、ニャーニャーキャットとニャーニャーキティの人形が入っていて、時報がわりのワルツのオルゴールに合わせながら、ゆっくりと回転を始めた。

  　澄みきったオルゴールの音が、俺の石化魔法と凛世の混乱魔法を解といた。十二時になると魔法が解けるのは、シンデレラの時代からのお約束であるが、こっちの魔法は解けてよかった……あのままだったら、生殺しになるところだった。

  　凛世は、あわてて立ちあがる。

  「あっ……わたし、そろそろ寝ないと。明日、学校だし」

  「そ、そうだな、俺も寝ないと。明日、学校だし」

  　俺も立ちあがる、でも凛りん世ぜの前でいきなりソファに寝るのはなぜか寝にくくて、凛世が寝室のほうへ行くまで、手持ちぶさたで立っていた。

  　凛世は寝室のドアを開けて中に入ろうとした……が、そのとき俺は、今は十二時を回ってる、つまり九月六日であるということに気づいた。

  「あっそうだ。誕生日おめでとう、凛世」

  　俺は凛世に声をかけた。すると、凛世は少しだけ振りかえって、

  「そっか、誕生日ね」

  　一度開けたドアを閉めて、俺のほうへやってきた。それは一瞬だった、俺の胸に飛びこんで、

  「同い年なんだから兄あに貴きさんじゃないわよね、『明あ日す太たさん』」

  　ほえ？

  　ふわっ……と、風が揺れた。揺れる長い黒髪、かすかな香水の香り。そして風よりも軽く速く、俺の唇くちびるの上をかすめていったのは……凛世の、唇？

  　一瞬後には凛世は俺の胸から離れて寝室のドアの中に消えたので、俺は今起こったことが何だったのか理解できないまま、一人で思いっきり混乱しまくっていた。

  「と……とりあえず、寝よう。頭がぐらんぐらんするのは、きっと寝不足のせいだ……」

  　蝶ちようネクタイの外し方がわからなかったが、凛世がさっき結び直してくれたときのやり方を思いだしながらなんとか外して、タキシードを脱いで、でも下着になってしまうと明日の朝妹たちに見られたときが恥ずかしいので、ワイシャツとズボンはそのままで、ソファで寝た。
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  　翌朝。

  「兄あにっち、おっはよー♪」

  　ソファの上からのぞきこむ妹のドアップで、俺は目を覚ました。

  「ひえっ？　なななっ、何だ、顔、近いだろ！」

  「ルームサービス来たよ、タキシードはクリーニングに持ってってもらうから、ワイシャツとズボンも脱いで」

  　そういえば、焼きたてパンのいい匂においがする。テーブルの横にワゴンがあって、ルームサービスの朝食一式、スープとオレンジジュースとコーヒーとミルクとパンとサラダ、ニャーニャーキャットの顔の焼き印が押されたシルバーコインパンケーキ（と、気取った名前であるが、要するにちっちゃいホットケーキ）、それにベーコンエッグが置かれている。

  　俺は、ソファの上で身を起こした。まだ朝の六時だ、このあと家に帰って学校に行く準備をしなくてはならないからといっても、こんな早起きでは疲れが取れない、まだまだ眠い。

  「ミニケーキも注文したよ、凛りん世ぜのお誕生日とりあえずお祝いしようと思って。お誕生日おめでとう、凛世♪」

  　妹が、シュークリームにろうそくが一本だけささった簡易版バースデーケーキを凛世の前に置いた。ゆうべ目のふちに涙のあとをつけてたとは思えないぐらい、いつもどおり底抜けに明るい。

  　凛世はドレスを脱いで、あの白いワンピースに着替えていたが、パリッときれいに洗濯されている。いつもどおり潔癖なまでのきっちりした服装で、シャワーも朝早く浴びたようで、石せつ鹸けんの香りがかすかに香り、髪の毛はサラッとなめらかに光っている。妹と同じ水球部だから、妹と同じく朝シャワー派なのだろう。こちらも、ゆうべの妖よう艶えんなドレスの凛世と同一人物とは思えない。俺が目をこすっていると、凛世はちらっと俺のほうを見て、

  「兄あに貴きさんの服も、ゆうべのうちに東ひがし鳥とつ取とりの荘しようさんがクリーニングとプレスに出しておいてくれたから、着替えたら？」

  　無む味み乾かん燥そうで、何事もなかったかのような、ごくごくふつうの表情で言った。……あれ、俺のことを「明あ日す太たさん」じゃなくて「兄貴さん」って呼んでる……やっぱり、きのうのあれは夢だったのかな？　いや、夢で当然っていうか、夢でなきゃおかしい。あるいは、俺はものすごく長いあいだキツネの幻術を見ていて、今やっと解放されたのか。だっていくら何でも、男嫌いの凛世が俺を明日太さんなんて呼ぶわけがないし、男嫌いでなくても、凛世レベルの美少女で水球部の人気者が、俺レベルの地味な僧そう職しよく男子を明日太さんなんて呼ぶわけがないし。何より俺なんかにその、いわゆる唇くちびるの接触行動を試みるわけなどないわけだし。妹の兄貴だから、つきあいでいろいろいっしょにいることもあるわけで、妹の兄貴ということで面識がなければ、そもそも今回の駆け落ちの相手にだって俺ごときが選ばれるわけがないのである。

  「りんりん、ドレスのままで寝てたですもんねー。朝見て、びっくりしたですぅ」

  「うん、ゆうべはすぐに寝ちゃったから……」

  「すぐってことは、日付変更のときはもう寝てたの？　じゃあ、あたしのがはじめての『お誕生日おめでとう』？」

  　妹が聞くと、凛りん世ぜはうなずいて、

  「うん。今日きよう子こが一番でうれしい、ありがとう」

  　と、笑った。あ、そうだったのか、やっぱり夢だったんだな、うん。疑問が確証に変わって、俺は何だか気が抜けたようなホッとしたような気持ちだった。ざ、残念だなんて、これっぽっちも思ってないんだからね！

  「えへへー、よかった☆　朝イチでおめでとうって言われるのうれしいもんね、誕生日って楽しいから誕生日になったら少しでも早くおめでとうって言ってほしいでしょ？　あたしもそうだもん♪」

  「じゃあ、りんりんは小こ麦むぎたちと時間差で寝ちゃったということですぅ？」

  「そうだね、凛世も疲れてたんだよね、お疲れ様」

  　妹がニコニコしていると、凛世も照れくさそうに頰ほおを赤らめて言った。

  「う、うん、ありがと。今日って、今までの人生で一番うれしい誕生日かも……」

  「えへへっ、そんなふうに喜んでもらえてうれしい♪」

  「それではりんりん、小麦からもりんりんを喜ばせてあげるべく、おたんじょーびおめでとーですぅ♪　これ、お誕生日のプレゼントに、今朝株分けしたての、ピチピチのピンクタマホコリカビですぅ♪」

  「ありがとう、ちっともいらない♪」

  　小麦が押しつけようとしているコルク栓せんの小こ瓶びんを、凛世は必死に固こ辞じしている。

  「みなさん、カフェオレは飲まれますか？」

  　緋ひ影かげは、さすが女子たちの中で一番年上（誕生日が早い）だけあって冷静だ。カフェオレボウルに、熱いミルクを注ぎながら俺たちにたずねた。

  「あれっ、なんで牛乳が先なの？　コーヒーにミルクを入れるもんでしょ？」

  　緋影の隣の席に座ってきょとんとしてたずねる妹に、緋影はうっそりした笑みを浮かべて答えた。

  「カフェオレとは、もともと牛乳をチーズなどではなく生で飲みはじめるようになったフランス人が、搾しぼりたての牛乳が生臭くて飲みにくいため、コーヒーを臭み消しに使ったものです。ですから、牛乳にコーヒーを入れるのが正しい形で、コーヒーだけ飲んで牛乳が余ってるのは田舎者なのです」

  「へーへーへー、すごい緋影っち、博識！　あたしだったら、せっかく聞いてもすぐに忘れて、ミルク余らせて田舎者認定されちゃいそうだな～」

  　キラキラした目でカフェオレボウルをのぞきこんでいる妹を見て、緋ひ影かげの青白い頰が、かすかに赤くなる。

  「……純粋で真っ白なものに、黒くて熱いものをどろどろと混ぜてその色に染めてしまう、という覚え方をすればいいんですよ」

  「えー、それ逆に覚えにくくない？」

  「ちょっと今日きよう子こ、席こっちに替わったほうがいいと思うわ、うん」

  　素早く凛りん世ぜが、妹が座っている椅い子すのまま妹を運んで、緋影のとなりから引き離した。よからぬ予感を感じたのだろう、適切な処置だったと思う。

  　この、いつもどおりのドガチャカ騒ぎを見るかぎり、やっぱりゆうべのあれは夢なのだと確信できた。凛世も「すぐに寝た」と言ってるわけだし。問題は、俺があんな夢を見てしまったということだ。凛世が俺の胸に飛びこんでくるなんて、俺はひどい煩ぼん悩のうのかたまりだ。悟りなんかぜんぜん開けていないし、そんな夢を見てしまって、凛世にだって失礼だし申し訳が立たない。ナントカ社長だって、俺の良心を見こんで、凛世を大事にしてくれと言い残して、凛世のことが好きなのに身を引いてくれたのだ。いろんな方面に向けて、申し訳が立たない。

  「兄あに貴きさん、砂糖いくつ？」

  　凛世が屈託なく俺に聞いてくる。朝の光の中にまぶしい純白のドレスの清らかさに、俺はつくづく申し訳なさを感じる。

  「いや、俺は後でいい。風呂に入ってくる」

  「おお、お兄にい様は朝シャン派なのですぅ？　意外ですぅ」

  「兄あにっち行ってらっしゃーい、ばいにゃらほ～い☆」

  　妹の変な語尾の数々は、いったいどこから来ているものなのだろうか。

  　ちなみに俺が風呂に入ろうとしているのは、小こ麦むぎが言うようなオシャレなものではない。ついでにお湯を浴びるわけでもない。

  　俺がこれから行うのは、水みず垢ご離りである。滝に打たれたり、井戸の水を浴びたりしているアレのことだ。清らかな水を浴びることで、おのれの罪や穢けがれを洗い落とし悟りに近づく、修行の一種である。

  　悟りを開く前は、頭を水に漬つけることに抵抗があったので、やったことがなかったが、今なら大丈夫である。ということは、妹に関するトラウマ系の悟りは、まだ開かれたままなのだろうか。それでは、俺の悟りが行方不明になっているのは、対凛世限定ということなのだろうか？

  　そんなことはどうでもいい、とにかく俺はまだ完全に悟りを開ききっていないということに違いはないのだ。だから俺は修行をやり直し、悟りを開き直さねばならない。ざっくりと冷たい水に打たれて頭を冷やし、潜在意識の底に巣くう悪魔マーラの産物である煩悩を、すべて消し去ってしまわなくては。

  　俺がバスルームの手前の洗面室で服を脱いでいると、だしぬけに妹が入ってきた。

  「うわっ、な、何だっ？　トイレなら、ほかにもバスルームがあるぞっ？」

  　俺は素っ裸になっていたので、あわててフェイスタオルで前を隠す。妹はまるでそんなことは意に介さず、ずかずかと洗面室に入ってくると、

  「ぶっぶーちがいまーす、着替えを持ってきてあげたんどっえ～す♪」

  「ドＳ？」

  「わかったわかった、兄あにっち。あたしの負け、ウケてあげるから、成じよう仏ぶつして。あっはっはっは、兄っちのギャグおっもしろぉーい♪」

  　あっはっはっは、あいかわらず妹の奴は小生意気でむっかつくーぅ♪

  「そうだ兄っち、あとバスタオルも用意してないでしょ。こういうのちゃんと自分でぜんぶ準備してからお風呂に入らないと、子供じゃないんだから」

  「別にバスタオルを汚さなくたって、俺の体ぐらいフェイスタオル一枚あればふけるし……」

  「ちっちゃいタオルしか使わないから髪の毛をちゃんと乾かせなくて、次の朝に寝グセになっちゃうんだよ？　まったく、兄っちはあたしがいないとダメなんだから、まっそこがかわいいんだけどね☆」

  　妹はあいかわらずお節介で小生意気でムカつく。そもそも、着替えを持たずに風呂に入っていつも俺に注意されているのは、妹のほうではないか。だが、これにムカつかなくなれば俺は悟りを開けそうな気もする。きっとこの小生意気な妹は、菩ぼ提だい樹じゆの下のお釈しや迦か様にとっての悪魔マーラ同様、俺に与えられた試練なのだ。

  「じゃ、バスタオルここにかけとくよーん」

  「いちおう礼は言うが、ノックぐらいはしろよな」

  　俺は、腰に巻いたフェイスタオルがずり落ちそうなので、必死に押さえながら妹に言った。すると妹は、ふと真顔になると俺に背中を向けて、いやに小さくて早口な声でつぶやいた。

  「だって、兄っちを一人にして、また駅のときみたいにはぐれて兄っちがいなくなっちゃうなんて、もう嫌いやなんだもん」

  「えっ、今何か言ったか？」

  　よく聞こえなくて、というか妹の口から意外なことばが出たせいで脳がそのことばを認識できていなくて、俺は聞き直した。でも妹は、すぐにいつものアッケラカンとした表情に変わって、

  「ううん、べっつに何でもありませんよーだ。ついでにこの脱いだの、クリーニングに出しておいてあげるねー」

  　妹は、俺が脱いだワイシャツとズボンを取った。まったく、妹はお節介である。さっさと出ていけばいいのに、とバスタオルを必死に腰に巻きながら考えていると、突然妹が足を止めて、俺のワイシャツに鼻を当て、くんかくんか匂においをかぎだした。

  「こっこら、何してる！」

  　きのうは風呂に入ってないが、一昨日は露天風呂に入ってきちんと洗いもしたから、別に変な匂においはしてないはずだけど……。

  「兄あにっちも香水なんてつけるんだ。色気づいちゃってー」

  「え、香水？」

  「うん、けっこういい匂い……あれ、でもこの匂い、どこかで……」

  　くんくんしていた妹が、一瞬止まった。うん？

  「どうした？」

  「……あ、ううん。いや、やっぱり何でもない」

  　妹は、いつもの底抜けに明るい笑顔を浮かべる。今、一瞬間まがあいたように思ったが、俺の気のせいか？

  「この香水、かなり好きな香りかも。今度貸してねー♪」

  「待て、香水っていったい……」

  　聞き直したときにはもう、妹は洗面室の外に出てしまっていた。

  　香水？　ワイシャツに？　たしかにきのうタキシードを着せられるときに、オーデコロンだか何だかをつけるかどうか聞かれたが、俺は抹まつ香こうと線香の匂い以外身にまとわないことにしてると言って断った。だから、俺のシャツから香水の匂いがするわけはない。つけてないんだから。

  　……と、そのとき俺は思いだす。一度だけ、香水がつく機会があった。ゆうべ凛りん世ぜが、俺の胸に飛びこんだときだ。さっきの凛世はもう服も着替えてシャワーもすませていたから、何の匂いもしなかったけれど、ドレスのときは香り立つような香水を全身につけていたわけで。

  「……でも、あれはキツネの幻か、夢だったはずだぞ？　夢の中のことで、ワイシャツに匂いがつくわけがないよな？」

  　もしかして……あれは夢じゃなかった、のだろうか……？　凛世が俺の胸の中に飛びこんできたことも、俺を明日太さんと呼んだことも、そしてあの……唇くちびる……も？

  　その瞬間、俺の全身から、どっと脂あぶら汗あせが噴ふき出した。

  「どっ、どっちにしても水みず垢ご離りしなくちゃ！　去れよ煩ぼん悩のう、色しき即そく是ぜ空くう、空くう即そく是ぜ色しき！」

  　俺はバスルームに駆けこむと、頭から思いっきり冷たい水シャワーをぶっかけた。どんなに水で冷やしても、凛世とのめくるめく逃避行が頭の中でフラッシュバックしまくってしまい、俺の脳ミソの暴走はなかなか止まらない。

  　超トップレベルの聖人君子であるお釈しや迦か様ですら、悪魔マーラの煩悩攻撃にはさんざん何度も執しつ拗ように苦しめられてきたのである。まして凡人にすぎない俺の悟りへの道は、まだまだ果てしなく遠いようだった……。



  


  あとがき

  

  　女子モテもいよいよ五巻となりました。読者の皆様のご熱愛・ご愛読まことにありがとうございます。

  　過去のもろもろが一段落したおかげで、露天風呂にもぐっても余裕の明あ日す太た（注・お風呂にもぐってはいけません）。でも、菩ぼ提だい樹じゆの下で修行する釈しや迦かのもとに次々と悪魔マーラが現れるように、明日太の悟りの道もまだまだ一ひと筋すじ縄なわではいかないようです。

  　今回、明日太たちはテーマパークの中にあるホテルに行ってますが、そういう「施設の中の施設」みたいな入れ子構造のものに、わたしはなぜだか大変ときめきます。

  　たとえば博物館などインドアな施設、いわゆるハコ物の中にあるレストランは、建物の中にレストランが設備として設置されている入れ子構造です。昔の百貨店にあった、大食堂や屋上遊園のパーラー、学食、役所や病院の食堂、列車の食堂車や寝台車なども。

  　なぜこんなに入れ子構造なものにときめくのか自分でも謎なぞだったのですが、女子モテの担当さんと打ち合わせをしたときのこと。まさに入れ子構造なハコ物系レストランに入ったのですが、担当さんが「ちょっとあっちの通路、見てきていいですかね」とソワソワしています。どうやら、レストランがハコ物に入っていることを確認しています。

  　まさかの、同志発見。それでわたしたちは、なぜハコ物レストランのような入れ子構造のものに惹ひかれるのか議論していたのですが、その結論は「秘密基地感」。子供のころ、ダンボールや何やで秘密基地を作ったら次にすることは、居心地をよくするための座ざ布ぶ団とんと、お菓子やジュースなど食料の運びこみです。

  　ハコ物も、展示物のパネルや機械が並んでいたり、美術館ではお城のような重厚感あふれる内装だったり、それぞれに独自の世界観を作りあげています。その世界観の中で、食事という生命維持に密着した行動をとることで、その世界観の世界の中で「実際に生きている」という感覚を体験できるのではないでしょうか。

  　屋上レストランは戦艦ヤマト的にいうと第一艦かん橋きようっぽい華々しさ、建物内のレストランは第二艦橋っぽい堅実さ、地下のレストランは第三艦橋っぽい玄くろ人うと御ご用よう達たし感があります。個人的に、マイ・ベスト・第一艦橋は、有ゆう楽らく町ちようの東京交通会館の屋上にある白いＵＦＯ形の、銀座スカイラウンジです。夜は光って、スタートレックのエンタープライズのよう。第一艦橋というより、ヤマトてっぺんの艦長室？　内部はもっとすごくて、全面ガラス張りの円形のフロア全体が一時間に一回転します。ミサイルとバリヤーが装備されていないのがふしぎなぐらいの秘密基地っぷりです。

  　秘密基地感でくくると、わたしが今までにときめいていたほかのものも同どう類るい項こうでくくれることがわかりました。閉館後の博物館や、ナイトズー、ナイトアクアリウム。セメント工場、とくに夜のハロゲンランプに照らされたところ。大学の研究棟、とくに夜ぼんやり光ってる窓。廃はい墟きよ。港のガントリークレーン。ガスタンカーや、ガスタンク。ガラス張りのカーディーラーのビルは、ガラスルームの中にピカピカの車が格納されてる感がすでに基地っぽくてイカスのに（二階以上にも車があれば倍率ドン！）、さらにそこで残業している人が上のフロアに残っているのか、ぽつぽつまだ灯りがついているのは、かなり最強。しかし一番大好きなのは、古いコンクリートの建物や鉄製の窓枠です。

  

  　さて、小説のあとがきだというのに思いっきり内容とは関係のない独り言でページが埋まってしまいましたが（いつものことですが）、反省して、内容の話です。

  　女子モテのヒロインたちは、元気かわいい（アホだけど）・クール美少女（ツンゴラだけど）・ゆるふわスイーツ（腹黒だけど）・ヤンデレ美人（ヤンデレです）とさまざまなタイプがいるので、いつも彼女たちに制服以外のいろんなファッションをさせてあげたいなーと思いながら書いていますが、今回は四人の中で一番プロポーションのいい凛りん世ぜにいろんな服装をさせてあげられたので、とても楽しかったです。黒髪で色白なのでドレス系もたいへん似合いますね。水着姿の、水のしずくをはじく表面張力ぱっつんぱっつんの太ももが二本お尻しりから生はえているのも大変よろしゅうございますが、ドレスのスリットや浴衣ゆかたのすそからのチラリズムは大和やまと撫なで子しこらしい抑えた侘わび寂さびだと思います。

  　ドレスといえば脚線美のチラリズムだとか、少しマニアックだと足首まわりや足の甲の親指の腱けんあたりに注目が集まりますが、個人的にはデコルテまわりが好きです。デコルテというのは首筋から胸の谷間の部分で、とくに鎖さ骨こつが合わさった部分と胸きよう骨こつ柄へいが作る三角地帯デルタの、白はく磁じの皿のように、なめらかな起伏が好きです。肌の質感もこのあたりが一番きめが細かくてきれいで、そこから胸へ下りると毛穴が粗くなるし、首のほうは腱や関節でデコボコしています。

  　ところが、この一番美しい胸もとデルタは古来より、大振りのネックレスによって隠される運命でした。胸の有機的でやわらかなふくらみと肉感を強調するために、あえてその上の部分を逆の質感の、無機的で硬質な金属や宝石で飾るというファッションなのですが、むしろ胸骨柄を強調せよと。

  　だから、ネックレス系のアクセサリーだとチョーカーが好きです。二巻の緋ひ影かげっちのファッションが、さりげに首輪のようなチョーカーに胸骨柄がむき出しになる胸布無しのセーラー襟えりのイラストで仕上がってきた瞬間に、ぎん先生のわかってらっしゃりっぷりに脱帽しました。今巻でも、美び麗れいな凛世とか凛世とか凛世とかをどうもありがとうございました。

  　ほかの女子たちのファッションも、今までの巻でも、かわいさや露出のみではなく、ものすごく玄げん妙みようなるチラリズムや深遠なるフェティシズムにあふれていますので、ぜひ今一度見直してみてください。では皆様、このたびもご愛読いただき、心より感謝いたします。

  



  
    二〇一二年九月　夏緑＠動物も胸もとデルタの毛が一番フワフワでさわり心地よい気がする
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  夏緑

  Midori Natsu

  

  代表作に「魔王学校に俺だけ勇者!?」（ＨＪ文庫）、「ネコにも描けるマンガ教室」（ポプラ社）、「ぼくのかわいい病原体～ライトノベルでざっくり学べる感染病原体入門」（中外医学社）、「ぷいぷい！」（ＭＦ文庫Ｊ）などがある。

  その他、科学読み物「子どものための防災ＢＯＯＫ-72時間生きぬくための[image: ]の方法-」「遺伝子・ＤＮＡのすべて」（童心社）、「免疫学がわかる」「遺伝子・ＤＮＡがわかる」（技術評論社）など著作は多岐多数。漫画原作「獣医ドリトル」（小学館・ビッグコミック連載中）はＴＶドラマ化・ＤＶＤ化された。
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